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　突然、日常が変へん容ようすることがある。予測もしない出来事に現実が引っくり返され、今までの当たり前が当たり前ではなくなってしまう。

　なるほどそのようなこともあるかもしれない。

　──他ひ人と事ごとならばわけ知り顔で頷うなずけもしよう。

　しかし自みずからに起きてしまったら？

　──果はたしてその限りだろうか。




　直属の上官である鈴すず木き中ちゆう尉いに連れられ参さん謀ぼう指令本部の堅けん牢ろうな石造りの回かい廊ろうを進む。見慣れぬ赤い絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、軍の中ちゆう枢すうへと向かっていた。

　昨年春に士し官かん学校をぎりぎりの成績で卒業した出世とは縁えん遠どおい新任准じゆん尉いの米よね田だにとって、この廊下を歩くのは「何かの手違い」という部類の事柄である。

　──射しや撃げきの成績が悪すぎて……それとも軍務中におばあさんに道を尋たずねられ、案内しようとして一緒に迷まい子ごになったことがバレた、とか……。

　叱しつ責せきを受ける覚えなら欠かすことのない米田は、思い当たるフシが多すぎてどの理由で呼び出されたのか逆に見当もつかない。

　しかし、一いつ介かいの准尉に懲ちよう戒かいを言い渡すために参謀指令本部が呼び出すとは考えにくい。

「あ、あのぉ～、自分……どんなことをやらかしてしまったのでしょうか？」

「知らん」

　上官の非情なまでに短い答えに、米田は小さなため息をつき、黙だまって歩く。

　黒光りする重厚な扉とびらの前に着くと、鈴木は姿勢を正した。

「鈴木中尉、入ります。米田准尉を連れて参りました」

　上官のキッチリとした敬礼に、米田は慌あわてて背筋を伸ばし倣ならう。

「ご苦労。鈴木中尉は下がりたまえ」

　置いてかないでぇ～！　米田はさっと踵きびすを返す上官の背中を泣きたい気持ちで見送る。

　敬礼を解とくタイミングを見失ったまま、動転した頭で目だけ動かし居並ぶお歴れき々れきの階級章を確認する。

　おおよそ自分とはかけ離れた階級章を着けた幕ばく僚りようたちに、米田は生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「まぁ、そう固くなりなさんな。って言っても無理ってもんだろうがな……とりあえず、座っておくんな」

　正面に座した鳥とり山やま中ちゆう将じようはそう言うと、米田に席を示した。

　式典の時にしか見かけることのない鳥山中将のやけに親しげな調子に米田は逆に緊張し、裏返った声で「失礼します」と返すのが精一杯だった。

　そんな米田のガチガチな様子に鳥山中将は苦笑いを浮かべ、話を切り出した。

「なぁに、お前さん呼んだのはちょっくらやってほしい任務があったからよ」

　鳥山中将が目め配くばせすると目つきの鋭するどい秘書官はさっと動き、米田に「極ごく秘ひ・取扱注意」と朱しゆ印いんが押された資料を渡した。

　資料の題目には「帝都防衛における特とく殊しゆ器き物ぶつ徴ちよう収しゆう作戦概要」と記しるされている。

「とくしゅ、きぶつ？」

　聞き慣れない単語に首を傾かしげると、鳥山中将は頷うなずいた。

「そ、特殊器物。お前さんに力のある骨こつ董とうを集めてもらおう、って話だ──概がい要ようを」

　指示に大たい佐さの階級章をつけた厳しい表情の男が立ち上がると、任務の説明を始めた。

「急激な西洋化に伴ともない帝都を主護する霊的結界が綻ほころび始め、あまつさえ天てん災さいの予よ兆ちようも現れた。我々は神の宿る特殊器物・神しん器きの発見と選定を行い、帝都の風水の要所、龍りゆう穴けつ上じようの帝都博物館に収めることにより、霊的防衛を速やかに強化する。──無論このことは民間には知らされぬ事情であり極秘とする」

　大おお真ま面じ目めな顔であまりにも非現実的なことを話す大佐に、米田は瞬まばたきするだけだった。

「……は？　え？　え～～っと……あの、……なぜ自分が？」

「君にはどうやら神を視みる眼めがある。その力を活いかし、世せ上じよう数多あまたの骨董の中より神器を見み極きわめる選定者として徴収任務に当たってほしい」

　米田は幕僚たちの前だというのにぽかんと口を開け、呆ぼう然ぜんとしたまま動けないでいた。

　自らに下った命令の意味がわからず、是ぜとも否いなとも答えられない。もとより、上官命令に対して是以外の答えはないのだけれども。

　困こん惑わくしている米田に鳥山中将は顎あごを搔かきながら、説明の補足をする。

「その任務のことだけどよ……。お前さんにはもうひとりの選定者と一緒に民間人として市し井せいに潜せん伏ぷくしてもらうからよ。──草くさ薙なぎ少しよう佐さ、入れ」

　鳥山中将の命がかかると部屋の奥の扉が開き、軍服姿のひとりの少女が入室した。

「草薙少佐、入ります」

　硬質で涼すずやかなのにどこか甘あまい声が耳をくすぐる。米田の心臓がドキリと跳ねた。

　十七、八だろうか。彼女のその若さと少佐という階級にまず驚く。

　白はく磁じのような頰ほおはほんのりと桜色に色づいている。大きな黒い瞳は濡ぬれた輝きを持ち、小さくて形のよい唇くちびるはサクランボのように赤い。

　背の半なかばまである艶つややかな黒髪をカッチリとした軍服に垂たらす、息を吞むほど美しい少女は綺き麗れいな敬礼をすると、ちらりと米田を一いち瞥べつした。

　目が合った。そう思った瞬間、米田の胸の中のとても柔やわらかな部分が震ふるえた。

　あまりにも非日常すぎる出来事の中でも、その少女の姿と声だけはするりと米田の頭の中に入ってくる。

　米田が魅み入いられたようにただただ軍服の少女「草薙少佐」に見とれていると、そんな彼を見て鳥山中将は意地悪く笑った。
















「米田くんよ、そこの草薙桜少佐と骨董屋をやってくれんか？　周りに怪あやしまれん程度に仲なか睦むつまじい夫婦を演じてくれよ」

「え？」

　思わず米田の口から出てしまった不ふ敬けいと詰なじられるような気の抜けた反応に、鳥山中将はカカと大きく笑う。

　件くだんの草薙少佐はわずかに眉まゆを動かし、米田を見た。

「貴き官かんが米田准尉か。我わが名は草薙桜、階級は少佐である。このたび、特命により君を我が夫とする。本日からはそのつもりで任務に励はげむように」

　何言ってるの、この子？

　混乱した頭で愛らしい草薙少佐の顔をしばらく眺め、米田はようやく口を開いた。

「あ、アノ……仰おつしやっている意味が……全体的にわかりません」

　額ひたいに脂あぶら汗あせをかきながら答えると、鳥山中将はにこりと笑った。

「なぁに、そう難しいことは言わんよ。任務として桜ちゃんを娶めとって市井で生活してくれと言っているだけだ。お前さん、まだ独ひとり身みだろ？　ならばちょうどいいじゃねぇか、これを機会に結婚してみちゃどうだ？」

　それがわからないと言うのだ！　出かかった悲鳴を吞み込み、米田は涙目で幕僚たちを見回した。誰も彼も至し極ごく真面目な顔で米田を見ている。

「やってくれるよな？　米田准尉」

　鳥山中将はご機き嫌げんな笑顔で念を押す。が、目は笑っていない。

　英国かぶれの海軍で流は行やっている「さぷらいず」とやらではないことに米田は心底落らく胆たんし、軍人として正しい返答をした。

「……はい、米田雅まさ彦ひこ准尉、帝都防衛における特殊器物徴収作戦並び任務における……こ、婚こん姻いん生活を……致いたします」

　こうして日常は変容し、米田は新たな「当たり前の世界」に足を踏み入れていくのである。




　米田准尉が退室し、草薙少佐だけがその場に取り残された。

「わかっているとは思うが、この任務と並行するもうひとつの作戦、そちらを優先するように」

「もちろん承知しております」

　先刻の大佐が釘くぎを刺すと、草薙少佐は無表情のまま即答した。

　一連の経けい緯いを眺めていた少将が、フンと鼻を鳴らし意地の悪い笑みを浮かべる。

「君は国家にとって必要かつ欠かすことのできない人材だ。つまり君の身柄は君のものではなく、国家の管理下にある。しかし、軍上層部全員が一いち条じよう機関の必要性と意義を是としているわけではない。そのことを十分理解し、任務を遂すい行こうするように」

　そのセリフに鳥山中将はわずかに眉を寄せる。

「そうだ。この作戦は表には出せない。しかも金も時間もかかりすぎる。失敗でした、ではすまされんぞ」

「本部全体が賛成というわけではない。結果を出してもらわなければ、作戦に関わった我々も責任が問われる。我らの足だけは引っ張ってくれるな」

　少将の言葉に会議に参加していた一同が口々に注文をつけ、頷き合う。

「はい、草薙少佐、肝きもに銘めいじて任務を致します」

　幕僚たちの言葉に敬礼で答える草薙少佐を見つめ、鳥山中将は小さくため息をついた。

「……まぁ、なんだ……お前さんもさ、自分を大事にしてがんばれよ」

　何か言いたげな鳥山中将ではあったが、それ以上は言わず口をへの字に曲げた。

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

　姿勢を正したまま草薙少佐は礼を言う。彼女の表情は変わらぬままだった。




　その後の米田の扱いはひどいものだった。

　すぐさま辞令を手渡されると、米田の所属は『帝都防衛特とく務む工こう作さく局きよく・一条機関』となり、ご丁てい寧ねいに階級は少しよう尉いに特進した。

　昇進を喜ぶ暇ひまもなく用意された書生のような平服への着替えが命じられ、それが終わると有う無むを言わさずまだ珍めずらしい黒塗りの自動車に押し込まれた。

「ちょっ！　なんでこんなに急なんです!?」

　思わず叫ぶと、なぜか一緒に車に乗り込んできた鳥山中将はにこりと笑った。

「善は急げって言うだろ？　──やってくれ」

　運転席の秘書官が短く返事をすると、自動車はなめらかに動きだす。鳥山中将というとんでもない大物と同乗する羽は目めになった米田は、滅めつ多たに乗れない自動車の乗り心地ごこちを堪たん能のうすることもできず、直角の姿勢で座っていた。

「ま、これが走る密室ってヤツだ」

　そう前置きをすると鳥山中将は小さな窓の外を見た。

　そこには多くの人々が行き交かう活気溢あふれる帝都の、いつもと変わらぬ風景がある。鳥山中将は感かん慨がい深ぶかげに街の賑にぎわいを眺め、密室の中でゆっくりと切り出した。

「この土地はな、本来、都みやこにしちゃいけねぇ土地なんだ。氾はん濫らんする暴れ川に囲まれ、水害が起こりやすい。土地が低いから湿気が多く病害がはびこる原因にもなり、しかも地盤が緩ゆるくて地震に弱い。人が栄さかえるには不向きな……人ならざるモノの都。それを改造したのがこの帝都・東とう京きようだ」

　調子のよかった口調は重く沈み、苦さを含んだ声に米田は鳥山中将の横顔を黙って見つめいていた。

「先の幕ばく府ふはこの地に開府するために呪術によって霊的結界を敷き、風水の理ことわりに則のつとって都市計画を進めた。都市の重要な聖地には神々を祀まつり、人々が畏おそれ敬うやまい、信しん仰こうすることで霊れい威いを高め、大きな災害を何度もしのいできた。しかし、時代ってのは変わっちまう。新政府は西せい欧おうの列れつ強きように対抗するため近代化を進め、国力の底上げを急いだ。自然への敬意と信仰を迷信と切り捨て、科学を信しん奉ぽうすることで夜の闇やみを薙なぎ払い……。結果、自分たちを守っていた神々の力を弱め、自らの足元により濃こい影を作った」

　辻つじに建つ小さな祠ほこらを潰つぶして道路を拡張し、日々の生活に馴な染じんでいた風習や伝統を排はい除じよして……。

　文明開化を謳うたい街中に取り付けたガス燈とうの強い光は、闇を恐おそれていた人々におかしな万能感を与えた。

　この世で一番強いもの、それは我である、と。

　しかし、人は相も変わらず脆ぜい弱じやくな生き物である。一度災害が起これば、人も人の作った物も脆もろく崩れていく。

　自じ業ごう自じ得とく、そんな言葉が米田の脳のう裏りに浮かんだ。それを察したように鳥山中将は苦笑いをし、顎を搔く。

「ま、自分たちで壊しちまったんだから自分たちで直すのが道理ってやつだ。いなくなっちまった神様を今さら呼び戻すのは難しい。そこで新たな神様を集めて、帝都を守ってもらおうってのが今回の作戦っちゅう訳だ」

「神様って……大きな災害と言われても……一体」

「星せい宿しゆくにはまだ『大きな禍わざわい』としか卦けが出てねぇんだ。今のところ、治ち水すいの限度を超えた大水害もしくは帝都を震源とするような大だい震しん災さい、その可能性が高いと言われている。どちらも現在の科学技術なんかじゃ防ぎようがねぇ。せいぜい対応策を講じるのが関の山だ。それを未然に防げるかもしれないっていうなら、やるしかねぇだろ」

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな計画に米田が唸うなる。

　帝みかどを戴いただく新政府が興おこり、すでに四半世紀以上経過した。侍さむらいがいたという時代を知らない米田は、生まれた時から西洋式の教育を受け、科学を信じるよう教えられている。

　都市を守る神がいると言われれば、おとぎ話として受け入れる。それがこの時代に生きるまともな人間の常識だろう。

「長く使われた器物には稀まれに強い魂たましいが宿り神性を帯おびる。俺たちはそれを特殊器物って呼んでる。モノに宿ってる神様、要するに付喪神つくもがみってやつだよ。強い付喪神を集めて、帝都の守り神に成なり代わっていただこうって寸法だ」

　付喪神という言葉に米田はドキリとし、胸元の隠しにある金の懐中時計を服の上から守るように押さえる。

　鳥山中将は米田の小さな動きを横目で見て、ニンマリと笑った。

「お前さんの相棒を務める少佐の草薙桜って子、あの子は特務工作局・一条機関、通称戻もどり橋ばし所属で──一条機関の前身は永ながきに渡り朝ちよう廷ていに仕えた陰おん陽みよう寮りよう。その陰陽寮を束たばねる陰陽頭おんみようのかみを千年以上も続けた由ゆい緒しよ正しいおうちの娘さん。あんな可か愛わいい顔して、五歳で四し書しよ五ご経きようを読み天てん文もんと暦こよみを正確に理解し、女だてらに薙なぎ刀なたの免許皆かい伝でんってんだから、大したもんだ」

　知り合いの娘を自慢するような鳥山中将の柔やわらかな口く調ちように、米田は意味もなく頰を赤らめ桜の話を聞いていた。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どう、才さい色しよく兼けん備び。華はな々ばなしい四文字熟語で彩いろどられた彼女の評価。

「お前さんはそんな桜ちゃんと若夫婦になりすまして、付喪神憑きの骨董を集める。そういう任務ってことだ──いろいろあるかもしれねぇが、よろしく頼むな」

　鳥山中将がやや強引に話をまとめると、自動車は赴ふ任にん先さきである骨董店の前に停車した。運転をしていた秘書官は車のドアを開けると、まだ鳥山中将の話を受けとめきれない米田を手荒くつまみ出した。

「あとな、一応言っとくが、いくら可愛いからって桜ちゃんには手ぇ出すなよ？　あくまでも任務上の夫婦の『フリ』だからな！　そこんとこ、くれぐれも忘れんなよ！」

　そう言って鳥山中将が手を振ると、米田の返事を待つことなくドアはバタンと閉められ自動車は走り去っていく。

「そんなこと……言われなくったって……」

　米田は桜を見た時の衝撃を思い出し、顔を真っ赤にして鳥山中将を乗せた車を見送った。
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　神かん田だの蔵くら前まえ橋ばし通どおりから一本入った狭せまい路地にある古びた町まち家やの軒のき先さきには、やけに新しい看かん板ばんが掛けられていた。白木に墨ぼつ痕こん鮮あざやかな看板の屋号には、こう記しるされている。

「万まん葉よう堂どう……」

　米よね田だは文字を確かめるように読み上げ、店先を覗のぞき込んだ。

　薄暗く埃ほこりっぽい店内には様々な大きさの箱が乱雑に置かれ、とても営業をしているようには見えない。なのになぜか店の奥からはガタガタと、何かが暴れるような奇き妙みような音が聞こえてくる。

　お化ばけ屋敷、そんな表現がしっくりする陰気な様子に及および腰ごしで声をかけてみた。

「すみませぇ～ん、お邪魔、しまぁ～す……」

　少し待ったが返事もなく、もう一度声をかけようとすると、店の奥の障しよう子じがギシギシと音を鳴らし開く。

「遅かったではないか」

　行あん灯どん袴ばかまに白のたすき掛け姿で仁に王おう立だちの草くさ薙なぎ桜さくらは、へっぴり腰で店先を覗く米田を無表情で一いち瞥べつした。

　軍服姿も凜り々りしくていいけど、袴姿も可か愛わいい……。女学生のような桜の出いで立たちに米田は無む駄だにときめき、先ほどの鳥とり山やま中ちゆう将じようの笑顔を思い出して頭と肝きもを冷やした。

「失礼いたします！　このたび──」

　慌あわてて着ちやく任にん挨あい拶さつをしようと口を開いた米田を、桜は冷たく遮さえぎる。

「米田少しよう尉い、挨拶は後にしてくれ。それより今は仕分けだ。日が暮れる前までに一棚くらいは終わらせたい」

　それだけ言うと、彼女は奥に引っ込んでしまった。

「あ、待って、待ってくださ～い！」

　米田は妻となる上官殿の背中を急いで追いかけ、赴任地であり夫婦の新居となる万葉堂の中に足を踏ふみ入れるのであった。




　店の奥の裏庭には、蔵と呼ぶには大げさな天てん井じよう高だかのちょっとした倉庫があった。

　中には背の高い棚が息苦しくなるほどの狭い間かん隔かくで並び、店先同様大小様々な古めかしい箱がみっちりと置かれていた。

　もともとの在庫なのだろう。気味の悪い何かが潜ひそんでいるような薄暗い空間は、埃ほこりっぽさとカビ臭さに包まれている。

　米田が埃にむせていると、桜は気にした様子もなく厚く積もった埃ごと箱を運び出しささやかな庭に並べていた。

「手伝います！」

　慌てて声をかけ、桜の後ろにつく。端はじから順に箱を出していく桜に米田も倣ならった。

「～～～んっ！　ふん～～～～!!」

　爪つま先さき立だちで手を伸ばすが、上段の箱にはどうにも手が届かない桜に、

「高いところは、自分がやりますから」

　米田は何気なくその肩に手を置き、箱に手を伸ばす。

『フギャッ！』

「うへ？」

　小動物の鳴き声のような甲かん高だかい悲鳴がした。

　米田がびっくりして箱を取り落とすと、中から小さな茶ちや入いれとともに、黒色のカエルのような生き物が飛び出した。

『モット丁てい重ちようニ扱エ、手荒ナ小こ僧ぞうメ！』

「カエルがしゃべった!?」

　飛び上がるほど驚く米田を無視して桜はしゃがんで茶入を拾うと、黒色のカエル（？）をそっと手に載せ、優しく声をかけた。

「お怪け我がはございませんか？」

『オオ、コレハゴ丁てい寧ねいニ、娘サン。忝かたじけナイ』

　カエルはぴょこんと飛び上がって桜に礼を言うと、茶入の上に乗り、そして溶けるように消えていく。

「カエルが消えた!?」

　思わず叫ぶと、桜は眉まゆを顰ひそめ米田を見上げた。

「もっと丁寧に扱え。これは江戸初期の黒くろ漆うるし塗ぬり棗なつめ、薄うす茶ちや器きの上うわ物ものだ」

「え、あの、でも！　さっき、カエル、しゃべって！　……しゃべりません、……カエルなんかいないです、よね？」

　あまりにも平然としている桜に、米田は自分の病気がまた再発したのかとたじろぐ。

　彼には幼おさない頃に母を泣かせたとても悪い癖くせがあった。

　おそるおそる桜の顔色を窺うかがい尋たずねると、彼女は少し険けわしい顔をして米田の目を見る。

「……なぜ、見えぬふりをするのだ？　見えぬふりをしても、世界は何も変わらない」

　その問いかけにさっと血の気が引いた。言い知れぬ恐怖に米田が半歩下がると、桜は彼の目を見たまま一歩前に進み、ぐっと顔を近づけてくる。

　──ち、近い近い！　あと、顔ちっちゃくて可愛い!!

　恐怖と興奮の二に律りつ背はい反はんな状態にドギマギしつつ、米田は急いで悪あく癖へきを封じるお呪まじないを唱となえた。

「見えません！　俺にはおかしなものは何も見えません！」

　確認するよう声に出すと、空気がビリビリと震ふるえ米田を包む。それまで何かが潜ひそんでいるように感じた薄暗い倉庫からは、気味の悪い気配が消えていく。

　よかった、ただの気のせいだ。そう自分に言い聞かせていると、桜は眉をぴくりと動かし、唇の両端を上げた。

「……なるほど、声を媒ばい介かいにして自己暗示をかけるのか」

　小さく呟つぶやくと、顔を近づけたまま命じる。

「自分は見えると言え。目に映るものがすべて見えると、腹の底から声を出せ」

　桜はそう言うとにこりと笑った。

「早く言え──これは命令だ」

　軍人である米田にとって上官の命令は絶対だ。

「米田少尉、致いたします。……目に映るものが、すべて、見えます……」

　かぼそい声で復唱すると、桜は米田の襟えりを摑つかんで引き寄せた。

「私は、腹の底から声を出せ、と、言ったんだが？」

　より近づいた桜の顔に米田の耳たぶが熱くなる。

　──近～～いッ！　めちゃめちゃ可愛い～～ッ！　なんかいい匂いする～～ッ!!

「自分は見えますッ！　目に映るものがすべて見えますッ!!」

　興奮のままに叫ぶと、米田を包む膜まくのような何かがパリンと音を立て割れた。

　その瞬間、桜と米田以外誰だれもいなかったはずの倉庫にモノの気配が溢あふれていく。

「ひぃっ!!」

　そこかしこにねずみのような小さな何かがチョロチョロと走り回る。米田は悲鳴を上げ目の前の桜に思わず抱きついた。

「キャアァァァァ～～！」

　悲鳴とともに彼の鳩みぞ尾おちに衝しよう撃げきが走る。

「この、痴しれ者がッ!!」

　真っ赤な顔で怒ど鳴なる桜を見つめつつ、米田の意識は薄れていくのだった。
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　古い石いし灯どう籠ろうの火ひ口ぐちのあいだから向こうを覗のぞくと化ばけ物ものが見える。そんな話を聞いた。

　灯籠の礎そ石せきに足をかけ背伸びをしさっそく試してみたが、いつもと変わらぬ庭が見えるだけだ。

　がっかりして下りると、いつの間にか隣に白い水すい干かんを着た自分と同じ年頃の男だん児じが立っていた。

「そんなところを覗くより、もっと面おも白しろいものがあるよ」

　そう言って笑う古風な装束の男の子に手を引かれる。

「どこに行くの？」

「すぐそばのハザマだよ」

　ハザマってどこのおうちだろう。

　男の子に連れられ、あたりを囲む山茶花さざんかの生いけ垣がきを出た。

　金色の空がすごく綺き麗れいな、とても愉ゆ快かいなところだった。細かなことはあまり覚えていないが、楽しかったということは覚えている。

　遊び疲れて家に帰ると、なぜかひと月が経たっていたのだ。

　唐とう突とつに庭の石灯籠の前に座っていた自分を見て、母は泣き崩れた。半狂乱で行方ゆくえを捜していた我わが子の帰還に、母は泣きながら潰つぶれるほど自分を強く抱きしめた。

「お母さん、縁側でちっちゃいネズミのおじいちゃんたちが日向ひなたぼっこしてる。猫の背中に乗って旅をしてるんだって！」

　あの綺麗な金色の空の国から帰ってきても、あそこで遊んだ愉ゆ快かいな友人たちの姿はそこかしこにある。みんなの話はいつも面白おかしくて、大好きだ。

　しかし、奇き妙みようで愉快な友人たちのことを話すと、大人おとなたちは困った顔をして、母は泣いてしまう。

「あの子は神かみ隠かくしに遭あって気が触れてしまった。おかしな幻まぼろしの話ばかりしているらしい」

　大人たちが自分の噂うわさをしていた。

　周囲の言葉に傷つき、塞ふさぎがちになった自分は、奇異な目を向けない愉快な友人とだけ話すようにした。

　そんな自分を家族は怖おそれ、一族の間でも変わり者扱いだった大おお叔お父じの家に行ぎよう儀ぎ見習いの名目で預けられていた。

　十数年前まで英えい国こくに留学していたという大叔父は、奇妙な友人の話を面白がって聞いてくれた唯一の大人だった。

「なるほど、その庭石の上には蝶ちようの翅はねが生はえたご婦人が座っていらっしゃるのか。それでは『お会いできて嬉うれしい、不ぶ調ちよう法ほう者ものゆえ貴女あなたの美しい翅を賛さん美びできぬことがとても残念だ』と伝えてくれないか？」

　彼は自分の言う奇妙な友人のことを一度も否定しない。彼が大好きだった。

　そんな大叔父は病びよう臥がすることが多くなる。布団の中で彼は、時折英国時代に手に入れたという懐かい中ちゆう時計を見せてくれた。

「雅まさ彦ひこ、これは私がロンドンにいた時に英国の友人がくれた時計だよ。彼曰いわく、この時計には青い妖精が憑ついていて、日本に行ってみたいと言っていると。私には見えないが、日本に来た感想を一度聞いてみたいものだよ」

　そう懐中時計を優しく撫なでる大叔父の枕元には、いつも青いドレスを着た金きん髪ぱつの幼よう女じよが座っていた。

『主様、日本は楽しゅうございますユエ！　早く病やまいを治なおされて、主様ともっといろいろなところに行ってみとうございますユエ！　主様のお傍そばにいとうございますレバ！』

　結局、大叔父は床についたまま、青いドレスの幼い妖精の願いを叶かなえることもなく亡なくなった。

　葬そう儀ぎの日、預けられていた自分を母が迎えに来た。

　久方ぶりに会った母は、後ろめたいような悲しいような顔でこちらを見ている。

　大叔父の形見として受け取った懐中時計を握にぎりしめ、愉快な友人たちと話すことをやめると決めた。
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　痛む脇腹を押さえ寝返りを打ち、ぼんやりと目を開けると庭先に寝転がっていた。

　はて、こんなところで昼寝でもしたのだろうか？　顔を横に向けると、烏え帽ぼ子しをかぶり真しん紅くの狩かり衣ぎぬを着たスラリとした優やさ男おとこが自分を覗き込んでいた。

「……神かん主ぬしさん？」

「あなや、小こ僧ぞうが目を覚ましおった。──主ぬし様さま、主様～」

　神主のような姿の男が声を上げると、桜はムッとした顔をしながらも小走りで現れた。

　彼女の不機嫌そうな顔を見つめ、ようやく米田は庭に寝転んでいる理由を思い出す。

　すっぽりと腕の中に収まる彼女は、細くて柔らかくいい匂いがした──不ふ埒らちな感想を考えていると、桜はゴミを見るような目で米田を見下ろした。

「あのようなふざけた真ま似ね、二度とするなよ！」

　嫌けん悪おも露あらわに吐き捨てる桜に、慌てて米田は釈しやく明めいする。

「申し訳ありません、しかし不可抗力です！　急にねずみが大量に現れて……ねずみ？　いやコウモリ的な？　むしろ虫っぽい？」

　果はたしてあれはねずみや虫の類たぐいだったのだろうか？　米田は言い立てながら自分が見た「小さな生き物」の姿を思い出そうと試みる。

　──ねずみよりも小さいのもいたし、猫くらいの大きさのも……そもそも見たことないような生き物だった気がする。……こう、茶ちや碗わんとかに足が生えた感じの……。

　自分が見たものを説明しようとすれば、恐ろしく非現実な描びよう写しやになってしまうことに頭を抱えていると、桜はヒョイと手を伸ばし何かを摑む。

「これのことか？」

「そうそう、そんな感じの──ええぇぇ～～ッ！　何なのそれぇ～～ッ!?」

　桜の白い指がつまんでいるのは、お猪ちよ口こにバッタのような脚が生えた、なんとも奇妙な生き物だった。

「お猪口っぽい虫？　虫っぽいお猪口？　いやいやいやいや動いてるし、なんなの!?」

　お猪口虫（米田命名）に興奮していると、桜はそれを逃がしてから答えた。

「今のは可べく杯はいだ。下に高こう台だいがないため自立しない盃さかずきで、酒を注そそぐと置くことができず、手で持ち続けないと溢れてしまう。つまり置きたかったら注そそがれた酒は全部飲み干せ、というなんとも厄介な盃だ。そのためか可杯の付喪神つくもがみもあのようにじっとしていられない」

　桜の手から逃れたお猪口虫改あらため可杯バッタは、ぴょんぴょんとバッタのように跳ね回っている。

　米田は呆気に取られたまま可杯バッタが物陰に隠れるのを眺めるだけだった。

「付喪神って……本当に？」

「鳥山閣下に任務の概がい要ようをお聞きしなかったのか？　我われ々われの使命は強い付喪神の依より代しろである骨董を探すことだと」

「聞きました！　聞きました、けど……まさか、本当に付喪神なんて……」

　改めて異い形ぎようの存在を突きつけられ、米田は動揺する。

　あれらは「いないもの」のはずだ。家族は誰ひとり、あれらを見ることができなかった。あれらを「いる」と言えば、周囲にはホラ吹きだと笑われ、母には泣かれた。

「だって……そんなの、みんなはいないって──」

　不安定な米田の声に桜の胸はズキリと痛んだ。

　彼の怯おびえはそのまま桜の怯えでもあった。異能ゆえの孤独、それはその力を崇あがめられ重ちよう用ようされた桜からも消えることはない。

　──この人は私と同じ形の寂しさを知っている。同じ孤独を味わった仲間なんだ。

　だからこそ──桜は彼の目をじっと見つめ口を開いた。

「いる」

　米田の言葉を遮り、桜はきっぱりと言い切った。

「確かに付喪神は万ばん人にんに見えるものでもないし、受け入れられるものでもない。この任務が極秘なのはそういった理由もある。でも、彼らは存在している。だから、自分が視みえることを否定しなくてもいい。──ちゃんと私も視えている」

　彼らは存在している。ちゃんと私も視えている。──彼女の口から出た力強い言葉は、大おお鉈なたとなって米田を縛っていた「普通」という鎖くさりを叩たたき切った。

　他人が視えぬモノが視えてしまう。そのことをひたすら隠し続け、視えぬふりをして自分を偽いつわってきた。どんなに偽っても偽りが真実になることはなかったが……。

　そんな自分を苦しめた「異端であること」が、桜の言葉で許されたのだと思えた。

　米田はようやく胸元の隠しから金の懐中時計を取り出し、その表面を撫でる。

「じゃあこれも、俺の妄もう想そうじゃないんですね」

　いつの間にか米田の足元にいた幼女に桜は微笑ほほえんだ。

「お初にお目にかかる。時計の付喪神殿。青いドレスがお似合いですね」

　桜の言葉に青いドレスを着た西洋人形のような金髪の幼女はぴょこんと飛び上がり、頰を染めた。

『あるじサマ、美しき女によ人にんが計はかりのドレスを褒ほめてくだされたユエ！　そこな女人はできた方でありますユエ！』

　自分の幻覚が生んだ存在だと言い聞かせてきた『見えないお友達』の計が他人に認められる。米田は喜ぶ計の姿に、不覚にも少々涙ぐんでしまった。

　視えることを否定し続けた米田に、存在を否定されながらも計は寄り添い続けてくれた。悲しい時も嬉しい時も、米田の隣にずっと一緒にいた家族のようなものでもある。

「俺、この任務、頑がん張ばります。あいつのこと見えないふりをしなくていいなら、俺……」

　そこで言葉を切った米田はしゃがんで、『お友達』だった頃の目の高さに合わせる。すると計は満面の笑みを浮かべ、かつてのように彼の頭を撫でた。

　そんな米田と計を見て、桜はにこりとゆっくり笑った。

　初めて見せた彼女の微笑みの美しさに、米田の頰は自然と赤くなってしまう。

　──俺、この任務、本当に頑張ろう！

　彼の決意を知ってか知らずか、桜はまた冷たいまでに静かな表情になると、黙もく々もくと作業に没頭するのであった。



















　二人は倉庫の整理と目もく録ろく作りに励はげむ。

「室むろ町まち時じ代だいに記されたという付つく喪も神がみ絵え巻まきの冒ぼう頭とうには『陰おん陽よう雑ざつ記きに云いふ。器物百年を経へて、化かして精せい霊れいを得てより、人の心を誑たぶらかす、これを付喪神と号ごうすといへり』と記されている。付喪神発現の条件は、奇くしくも骨董の定義と同じだ。百年を経ることが骨董と呼ばれる条件であり、付喪神の依より代しろとなる条件でもある。我々は骨董商として怪あやしまれぬよう活動して、より多くの骨董を集め判定し、野に眠る付喪神憑つきの古器物を徴収するのだ」

「え～っと、つまり、骨董屋として名を上げて、流通を活発にすると多くの骨董と接する機会が増えるから商売も頑張れ、って意味ですか？」

「……まぁ、そういうことになるな」

　キィキィと騒さわぐ小さな付喪神たちに囲まれ、桜は帳面付けに勤いそしんでいる。

　思いのほか早く運び出し作業は終わり、在庫を種類ごとに仕分けると米田にはやることがなくなってしまった。

「俺も手伝います」

　と、見よう見まねで品目を書き記し始めると、先ほどの神主らしき男がどこからともなく現れ、米田の手元を覗き込んだ。

「あなや！　なんと乱雑な！　これは字ではなく毛虫の写生に違いありません！　見ているだけで気分が悪くなりまする。主様、あやつの文、私に収めることなどゆめゆめなきよう、しかとお頼み申しますぞ」

「なっ!?　なんなんですか？」

　いきなりの失礼すぎる物言いにムッとして男の顔を見ると、逆に呪うような険しい顔で睨にらみつけられる。

「生なま意い気きな若造が……！」

「す、すみません……」

　条件反射で謝あやまると、男は勝ち誇ほこった顔で桜のもとに駆かけていった。

「主様ァ～、あやつ、ほんに情なさけのう男にございますよ。当世の男おの子こは斯か様ような軟なん弱じやく者ものばかりでございましょうか？」

　甘あまえた声で訴うつたえる男に、目録を書いていた桜は大きなため息をつくと、彼に目録の帳面を押しつけた。

「小箱、遊んでないで少しは手伝って」

「然しかし乍ながら、命が下っておりませんゆえ」

　首を傾げかわい子ぶった男の仕草に、傍ぼう観かん者しやの米田はイラッとしてしまう。

「ならば命じましょう。小箱よ、筆を持ちて、名を記すことを赦ゆるす」

「御ぎよ意い」

　小箱と呼ばれた男は、桜から恭うやうやしく筆を受け取ると恐ろしい速さで文字を認したため始めた。

　到底人間には不可能な筆運びに、米田は彼が人間ではないことにようやく気づく。

「草薙少佐……彼は一体……」

「小箱は文ふ箱ばこの付喪神だ。長く書に関わっていたため、あのようなこともできる」

「ほへぇ～～、すごいっすねぇ」

　庭で蝶を追って遊んでいる計を横目に米田が感心すると、小箱は得意げに微笑んだ。

「この小箱めは、平へい安あんの昔より伝わる黒くろ漆うるし螺ら鈿でん流りゆう水すい紅葉もみじ蒔まき絵え文ふ箱ばこ。宮中にて雲うん上じよう人びとの御み手てからなる書を収めた由ゆい緒しよ正しいお道具にございますゆえ、斯様な南なん蛮ばん渡りの新参カラクリと比べられても……それこそ酷こくというもの。器物にも持ち主ぬしに相応ふさわしい格というものがございますからなぁ」

「これ小箱、口が過ぎますよ」

　皮肉な口調で計と米田を馬ば鹿かにする小箱を、桜は怖い顔で叱しかりつけた。

「申し訳ございません、主様。久方ぶりの筆に、小箱は少々はしゃぎすぎたようにございます。許してたもれ。──そこな、小僧もすまんな」

　シュンとした小箱は桜に甘えながらへりくだり、米田には吐き捨てるように詫わびる。形だけの謝罪を済ますと、小箱はニコニコと桜の隣で記録を続けた。

　──字が汚いくらいで、なんであんなに敵視されてんの!?

　恐ろしく嫌われたらしい米田は、腹は立ったが桜の手前文句もつけられず「気にしてませんよ」と口の中でモゴモゴ言うだけだった。




　その夜、米田はまったく眠れず、落ち着かないでいた。

　万葉堂は小さな二階建ての町家だ。一階は玄げん関かんと店てん舗ぽ、奥に上がりの帳場と茶の間に奥座敷。台所などの水回りと土間で、珍しく内風呂がついている。二階に上がると襖ふすまで仕切られた六畳じよう間が二つ。

　夫婦ふたりが暮らすにはちょうどいい、こぢんまりとした造りだった。

　二階の二間をそれぞれの自室として割り当てられ、米田は少ない荷物を解ほどく。

　布団や簞たん笥すはあらかじめ用意されていたので、それもすぐ終わってしまったが。

　出来合いで簡単に晩ご飯をすませ、風呂に入るとすっかり夜も更ふけていた。

「明日も引き続き仕分けと環境整備を行う。起き床しようは六時。何かあったら、すぐに声をかけるように。──それでは、消灯！」

　昼間と変わらぬ口調でそれだけ言うと、桜はピシャリと襖を閉める。

　つまり、襖一枚に隔へだたれ、米田は桜と眠ることになるのだ。

　襖の向こうから聞こえる衣きぬ擦ずれの音に耳を澄すまし、米田は何度も寝巻きの襟えり元もとを直しては布団の上で座り直す。

　──も、もしかしなくても……今日は、初夜というやつでは……！

　これはとても真面目な任務で、そんなことを考えている場合ではない！　と理解はしていても、米田は健康な若い男子である。否いや応おうなく高まる期待の中で、襖の向こうにいる桜の気配に全神経を注そそぐ。

　──ずっと思ってたけど、やっぱり『草薙少佐』って呼び方おかしいよな……だいたいこれって極秘任務なんだから、軍人ってことも隠さないといけないし。なんといっても俺たち夫婦だし!!

（いくら可愛いからって桜ちゃんには手ぇ出すなよ？　あくまでも任務上の夫婦の『フリ』だからな！）

　鳥山中将のありがたいご忠告がすっかり抜け落ちた頭で、米田は初夜の行動計画を入念に策さく定ていしていた。

　──草薙少佐だって若い女の子で絶対に緊張してるはずだから、まずは優しく声をかけて……く、口吸い、いや英国風にいうキスをして、それから……あぁ～～～!!　俺のほうが緊張する!!　うまく出来るのか？　とりあえず、桜って優しく呼ぶ練習をするか!!

「さ、さくら……さ、桜、桜……桜！　桜ァ!!」

　大真面目な顔で発声練習をしていると、魅み惑わくの襖がカタンと動く。スルスルと開くと、そこには麻の葉柄の浴衣ゆかた姿の桜が無言で立っていた。

　湯上がりの長い黒髪は濡れた輝きに満ち、白い肌はだは真しん珠じゆのように艶つやめいている。

「さ、桜ぁ!!」

　転がるように桜に駆け寄り感極まって名前を叫ぶと、彼女の眉み間けんに深いシワが刻きざまれた。

「無む駄だ吠ぼえをするな、ウルサイ！　さっきから桜桜と何度も何度も……『さん』くらい付けろ、この駄だ犬けんがッ!!」

「グェッ……」

　本日二度目の鳩尾への衝撃で米田は波乱の一日を終え、安らかな夢の世界へと旅立つのであった。




　畳たたみの上に倒れ伏した米田を見下ろし、桜は大きなため息をついた。

「まったく……若い男子というものは、こうも落ち着きがないものでしょうか。何を考えているのやら……私にはわかりません」

　軍人らしいキリリとした表情と口調を緩ゆるめ桜が呆あきれてつぶやくと、小箱は憤ふん慨がいして、眠る米田を睨みつけた。

「主様のように美しいおなごを嫁にして舞い上がらぬ若い男子など居おりますまい。此こ奴やつめ、これ以上不ふ埒らちな振る舞いをしようものなら、この小箱が成せい敗ばいしてくれるわ……。ほんに、このようなチンクシャが主様と同じ屋根の下……まして婿むこなど……あな憎にくし……呪うてやる……」

「小箱、落ち着いて。これは任務。たかが同居に何を騒ぐことがあるのです」

　嫉妬に震える小箱を宥なだめ、桜はもう一度ため息をつく。

「市し井せいに潜んで暮らすのは軍命としても、結婚に関しては完全にこちらの事情……米田少尉を恨んでも仕方ないでしょうに……」

「しかし！　おなごにとって、結婚は一大事。それをこのように……あな、悔くやし」

「何にせよ任務とあらば、遂すい行こうするだけ。夫婦であれと言うならば、この草薙桜、完かん璧ぺきな妻を演じてみせましょう」

　桜は寂さびしく笑い米田の傍そばに膝ひざをついて、その頰に指先だけで触れた。米田の温かな体温を感じる。

　初めて彼を見た時、柴犬のようだと思った。

　癖くせのある柔らかそうな髪と、豊かな表情。

　健康で真まっ直すぐな精神を示すように、彼を包む空気は穏おだやかで清い。

　桜は彼が昼間見せた懐中時計の付喪神・計への柔らかな視線を思い出し、ほぅっと息をついた。

「きっと、いい人なんでしょうね。健すこやかで、温かな……優しい目をしているから」

　桜は小さく微笑み、書しよ机づくえの上に置かれた懐中時計に語りかける。

「時計さん、私はあなたのご主人を危険な目に遭あわせるかもしれません……。先に謝っておきます。本当にごめんなさい」

　桜の声に応こたえるように書机の上で懐中時計は仄ほのかに光り、青いドレスの計が姿を現した。

『ご心配召めされるな、主様は強きマスラオにございますユエ！　野良猫やカラスから計を何度も守りましたユエ！』

　計の語る米田の武勇伝にクスリと笑い、桜は傍まで寄ってきた計の頰を優しく撫でる。

「ありがとう。あなたもご主人と同じにお優しいのですね。おやすみなさいませ、計殿。どうか、ご主人の眠りをお守りください」

　桜の美しい手に計は頰を染め、嬉しそうに頷いた。

「まずは、一ひと夜よ。今宵こよいを無事過ごすことに集中しましょう。──小箱、行あん灯どんに火を入れて。これより三日、絶たえることのないように番を立ててちょうだい。米田少尉には隠おん形ぎようの法で気配を悟さとられぬように」

「御意。式しき神がみどもに陣を張らせましょう」

　主人に恭うやうやしく礼を取ると、小箱の姿は搔き消える。残された桜はもう一度米田の頰に触れ、聞こえぬほど小さな声で囁ささやいた。

「三日間を乗り切れば……この儀式が成立したら……その時はちゃんと」

　その先を思うと……桜はひどく悲しく微笑む。

「ごめんなさい。明日からは妻らしく尽つくしますからね──旦だん那な様」

　桜は気を失った米田に布団をかけてやると、厳しい表情に戻り襖を静かに閉めた。
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　境けい内だいの石いし畳だたみの上で鞠まりをついていた。

　大人おとなばかりのこの場所には、友達がいない。一人で数え唄うたを歌い鞠つきをしても面白くもない。

　誰か、一緒に遊んでくれたら──そんなことを思っていると、ひんやりとした風が頰を撫ぜた。

　夜風のようだ。そう思い顔を上げると、いつの間にか目の前に夜空のように玲れい瓏ろうとした、白い直衣のうしの男が立っていた。

「一人で遊ぶのは楽しいかえ？」

　冷たくも麗うるわしい低音の声は、人外じみた美貌の男によく似合う。

「ううん、一人だとつまらない」

　正直に答えると、男は幼い自分を抱き上げ、ゆっくりと笑った。

「ならば、我われが遊んでやろう。飽あきるまで、ずうっと一緒じゃ」

　低く甘く囁ささやく男の目は月のように金色に輝き、とても美しいが、少し怖いとも思った。

「あ、鞠が」

　抱き上げられた拍ひよう子しに落とした鞠に手を伸ばすと、男は優しく諭さとす。

「そなたにはもっと美しい鞠をやろう」

　あの鞠は父様がくれた大事な鞠なのに。

　どんなに訴えても、美しい彼はそれを最後までわかってはくれなかった。
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　雀すずめのさえずりを寝起きのぼんやりした頭で聞く。

　畳たたみの上で目を覚ました米よね田だは知らない天てん井じようと部屋を見回し、大あくびをしながら伸びをすると──

「イッ、ででででで」

　体を捻ひねったとたん鳩みぞ尾おちが痛んだ。痛みの原因を思い出し、昨日きのうからの出来事が夢ではないことを再確認する。

　帝てい都と防ぼう衛えいにおける特とく殊しゆ器き物ぶつ徴ちよう収しゆう作戦、潜せん伏ぷくのための結婚、付喪神つくもがみの宿る骨こつ董とう品ひん。

　冗じよう談だんにしてもタチの悪い、米田の理解を超えた現実に笑うしかない。

「もう、こっちが夢じゃないの？　こう霞かすみかかってるし……、モクモクとコゲ臭い煙がいっぱいで煙けむいし……って煙すぎないっ!?　──少しよう佐さッ!!」

　米田は慌あわてて飛び起きて、続き間の桜さくらの部屋を確認した、が、彼女の姿はない。そのまま転がり落ちるように階段を下った。

「草くさ薙なぎ少佐！　ご無事ですか？　どこです!?　返事をしてくださいッ！　──桜ッ!!」

　一階はすでに煙が充満して真っ白。むせながら窓を開け、煙を逃がし、火元を探す。

　一番煙が充満していた台所にはなぜか火の気はなく、開け放たれた勝手口から煙が供給されている。

　米田は血相を変えて外に飛び出す。と、そこには変わらぬ様子の桜と小こ箱ばこがいた。どうやら二人に火事の被害はないらしい、米田はほっと胸を撫なで下ろした。

　そんな米田にお構かまいなく、二人は難しい顔をして、朦もう々もうと煙を上げる七輪を覗き込んでいた。この七輪が煙の源みなもとらしい。

「主ぬし様、これはさすがに焼きすぎでは……」

「いいえ、生なま焼やけは食中毒のもとと軍医殿も仰おおせでしたもの……もう少し焼いたほうが」

　二人が覗き込む七輪の網あみの上には、ブスブスと煙を上げる炭たん化かした何かが……。

「……朝から、炭すみ作づくり、ですか？」

　米田はおそるおそる尋たずねると、桜は小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「フン、厨ちゆう房ぼうに入ったことのない男子は、これだから困る……わからぬかもしれぬが、朝食のメザシを焼いておるのだ」

　米田は二度三度瞬まばたきをして「朝食のメザシ」と桜が主張するものをじっと見た。

　通常のメザシよりふた回りほど小さくなった「ソレ」は、水気や脂あぶらが完全に飛ばされ、立派な固形炭になっている。箸はしでつまんだら、すぐさま炭たん粉ぷんになるだろう。

　桜の完璧な炭作りの腕前に何も言えずにいると、彼女は胸を張った。

「もう少し待っていろ。すでにご飯はんと味み噌そ汁しるはできている」

　そう言い桜は炭作りに戻る。米田は引きつった笑みを浮かべてそっと台所に引き返し、置いてあった鍋とおひつを開けた。

　中のご飯は見るからに生煮えで、鍋の中にいたっては、何か得体の知れないこげ茶色のどろりとした液体で満たされている。

　味噌汁、と呼ばれたモノからは、なぜか甘あま酸ずっぱい刺激臭が漂ただよい、だしや味噌の香りは完全にかき消されていた。

　──コレ、絶対にダメなやつだ……！

　米田は鍋の中を見なかったことにして蓋ふたを戻し、しばし考え込んだ。

　朝食を用意してくれた彼女を傷つけることなく、この生命の危機になりかねないモノを口に入れない方法。

　米田の脳はかつてないほどの速さで演えん算ざん処理をした。

「少佐～、俺、朝は少食なほうなんです。え～っと、もっと軽めにしませんか？」

　苦しまぎれの米田の提案に、メザシを焼き終えた桜は少し首を傾げ、何かに気づくとおひつの蓋を開けた。

　味見皿に取ったご飯を一口食べた彼女の顔はみるみる歪ゆがむ。

「……ゴリっとする」

「あ、あの、俺、演習の時よく炊すい事じ係がかりやっていたんで！　ご飯炊くの得意だし、好きなんです！　大丈夫です!!」

　黙だまって肩を落としてしまった彼女に何度も「大丈夫です」と声をかけ、米田は手早くだしをとって芯しんの残るご飯を土ど鍋なべで炊き直した。

　桜が用意したらしい大根の葉を刻きざんで散らし、溶とき卵を落とすと、あっという間に卵たまご雑ぞう炊すいを完成させる。

　米田はしょげ込んだ桜を宥なだめて食卓に着かせ、美お味いしそうな香りを漂ただよわせる土鍋から、中身を椀によそった。

「朝食の仕し度たく、朝早くからありがとうございました。冷めないうちに、どうぞ」

　台所のそこかしこに残った苦戦のあとに桜がどれほど懸けん命めいに朝食に取り組んだのか、米田にもわかっている。

　──ちゃんと作ってくれたものを食べるのが本当かもしれないけど、食べて倒れたら余計傷つくだろうし、少佐がご自身の料理で倒れられたら、それはそれで困るし……。一生懸けん命めいがんばってくれたのに、ごめんなさい。

　心の中で謝罪しながらも、米田は素そ知しらぬ顔で手を合わせ雑炊を食べ始めた。

「……いただきます」

　桜も暗い顔のまま雑炊をノロノロと一ひと匙さじ口に入れた。

「～～～～～っ!!」

　パァァァっと桜の顔が明るくなる。頰を赤らめ、一生懸命雑炊を食べだす。

「……あ、ありがと」

　小さな声で礼を言うと、彼女はまた雑炊を食べた。

「い、いえ……」

　──もうっ！　なんなの!?　可か愛わいすぎるでしょ!?　俺、少佐のために毎朝味噌汁作る人生を過ごしたい……。

　米田も顔を赤らめ、二人はお互い赤くなりながら朝食の時を過ごすのだった。




　米田が朝食の片付けをしていると、朝食の失態を取り戻そうとしたのか、桜が座敷の掃そう除じを始めた。

「こう見えて、掃除は得意なのだ、──ハァッ！」

　桜は得意げな顔でそう言うと、箒ほうきを薙なぎ刀なたのように構え、畳たたみの上を薙なぐように振り回している。

　気合十分な掛け声とともに埃ほこりが舞い散ってはいたが、一向に綺き麗れいになる様子はない。

「その……そう、じ……をされて、いるんですよね？」

　基本に立ち戻った質問をする米田に、桜は真ま面じ目めそのものな表情で答える。

「他に、何をしているように見えるのだ？」

　薙刀の演えん武ぶ、という答えを米田は奥歯ですり潰つぶして吞み込んだ。

　米田が改めて座敷を見回すと、直じか置おきの水を張りすぎ畳を濡ぬらすタライに、絞りきれてない雑ぞう巾きん、なぜか床とこの間まに立てかけてある叩はたき……。

　掃除をしようという意気込みは伝わるが、どうにもうまく回っていないことも同時に見えた。
















「自分、官舎でも掃除当番をすることが、多かったので……え～っとなんというか、掃除も得意なんで……」

「……すまない」

　今度は素直に米田に箒を渡す。肩を落とす桜の姿に胸が痛んだが、この際と米田は口を開いた。

「草薙少佐、自分は付喪神や骨董のことはさっぱりわかりません。もちろんこれから勉強しますが、今は帳場に座っても店番するのが精一杯となるでしょう。しかし、家事は得意です。──どうでしょう。効率を考えて適材適所でいきませんか？　少佐は骨董屋の店主として表に出る。自分は主おもに家事をする。そのほうが自分は助かります」

　米田の提案に、桜は何か言いたげに口をモゴモゴしたが、そのままこくりと頷うなずいた。

「……わかった。そうしよう……私は店てん舗ぽに残った器物の仕分けをしてくる」

　そう言って桜はトボトボと店先へと去っていった。

　桜のしょげた後ろ姿を見送り、米田は腕まくりをする。

「頑張ってる少佐から仕事取り上げたんだから、綺麗に掃除しなきゃな……」

　箒を壁に立てかけると床の間の叩きを取り、米田はこれ以上ないくらい真剣な表情で埃を落とし始めた。







「近所の八や百お屋やさんに行ってきます」

　掃除を手早く済ませると、米田は買い物かごを持って出かけていった。

　一方、桜は店先に残った器物の仕分けをしながら、大きなため息をついている。

　軍の命令と桜の事情で夫となった米田のために、妻らしく身の回りの世話を！　と意気込んではみたものの……。

　惨さん澹たんたる結果に我がことながら驚いてしまう。

「これほど何もできないなんて……自分でも呆あきれてしまいます」

「何を仰おつしやいます！　そもそも主様のように尊とうといお方が家事などしようというのが間違いでございます。そのようなこと、あの小僧にさせるのが当然というもの！　主様には素晴らしいところがたんとありますゆえ、家事くらいできずとも問題ありません」

　小箱の励はげましにも桜は暗い顔のままだった。

　女子教育の基本理念は良き妻賢かしこき母である。

　いくらリベラルな女学校であっても、女子の当然の嗜たしなみとして家政の授業に多くの時間を割さいている。

　だが、陰陽頭おんみようのかみの娘である桜は、幼おさない頃から強い霊力が備そなわって生まれ、その才を伸ばすべく、一族によって市し井せいの娘たちとは違う教育を施ほどこされ育てられた。

　天文のための高等数学ができても、美味しい味噌汁は作れない。過去の暦こよみを読み解とくため漢文に通じても、廊ろう下かを綺麗に磨みがくことはできない。退魔の符ふが書けても、愛する夫の浴衣ゆかたを仕立てることはできそうにない。

　女子として当たり前のことを、桜は何一つ上手くできないのだ。

　料理も掃除も張り切った割には大失敗し、米田の作った雑炊が美味しかっただけに、余計落ち込んでしょう。

「米田少尉はあんなに手早くできたというのに……。私の作った味噌汁、なぜ糸を引いたのかしら……」

　桜の料理の過程を見守っていた小箱は、料理の出来についてあえて言及をしなかった。

「あ、あの小僧も家事がしたいと申していたではありませんか。小僧も厨くりや番ばんができ、喜んでおるはず……」

「……そう、だといいのだけれど」

　桜はうなだれたまま木箱を開け、中の茶碗を取り出して箱書きの特徴と違いがないかを確認した。

　──骨董の年代や真しん贋がんの鑑かん定てい。そんなことが得意な女子よりも、美味しいご飯を作れる女子のほうがいいに決まっているわ。

　知識ばかりで何もできない自分が、ひどくみすぼらしく思えた。

　張はり子この虎とらのように、地位と見てくればかりが立りつ派ぱ。それが桜自身の自己評価である。こうして自分が偏かたよっていることを再認識すると、その歪いびつさが嫌いやになってしまう。

　──せめて、普通の女の子みたいに可愛らしく振る舞えたら……

「この結婚の秘密を知られたら、私の身勝手さを怒るのかしら、笑うのかしら」

　桜の憂ゆう鬱うつなつぶやきに、小箱は悲しげに微笑ほほえみ何も言わず彼女の頭を撫でた。







　米田は昼近くに帰ってくると、私物だという白の割かつ烹ぽう着ぎを着て昼食の準備をしていた。

「通りに出るところの茶ちや漬づけ屋やのおばさんが、売り物のかき揚あげをくれたんですよ。あと筋向いの奥さんに胡瓜きゆうりのぬか漬けと一緒に糠ぬか床どこを少し分けていただいて。八百屋さんで人にん参じんをおまけしてもらったんで、さっそくやってみますね」

　買い物かごいっぱいの細こま々ごまとした食品と、風ふ呂ろ敷しきに包まれた葱ねぎと醬しよう油ゆの一いつ升しよう瓶びん。

　八百屋に行っただけとは思えぬ大量の荷物に、桜は目を丸くした。

「一体、どこに行っていたのだ？」

　桜の問いに米田はにこりと笑った。

「まずは蕎そ麦ば買ってご近所に引っ越しの挨あい拶さつ回りを。仲良くしてくださいってお願いしたらいろいろいただいちゃって……。ついでに、万まん葉よう堂どうの宣伝もしてきました。珍しいものがあったらぜひお持ちくださいって」

　米田の腰の軽さに驚いていると、彼は少し硬かたい表情になった。

「で、八百屋さんで立ち話をしてる時に怪かい談だんじみた奇妙な噂うわさを聞いたんですよ──何度捨てても必ず戻ってくる古こ鏡きよう、って話なんですが……」

「必ず戻ってくる、古鏡？　──続けてくれ」

　桜は米田の話に興味を示すと、上がり框かまちに座り込み、先を促うながす。米田は葱を片手に持ったまま、噂の概要を説明した。

「とある成功した実業家がいるそうなんですが、なんでもその家の主人が呪のろわれた鏡を持っているそうで。たいそう立派な細さい工くの古めかしい鏡で、そいつがどこの骨董屋に売り払おうと、必ず主人の手元に戻ってくると。一回目は何かの手違い、二回目は奇妙な偶然。でも三回も続けば、さすがにおかしい。気味が悪くなった主人はゴミとして鏡を処分しました。しかし──」

　米田はそこで間を溜ため、不ぶ気き味みな表情をした。

「翌日には傷一つない状態で、枕元に戻ってきていたそうです……」

　葱を両手で握ったまま、米田はおどろおどろしい話を締めくくった。

　桜は少し考え込むと、ふむと頷いた。

「……確かに奇妙な話だな」

「ですよね。まぁ、『町外れの辻つじで狐きつねに化ばかされた』みたいな類たぐいの眉まゆ唾つばだとは、思いますが」

　米田が軽く笑い飛ばして葱を置くと、桜はますます考え込んだ。

「いや……そういうことではなく。なぜその実業家は古鏡を売り払おうとしたんだろうな。そもそも古鏡はいつから実業家の手元にあって、どういった経けい緯いで処分という決断を下したのか。実業の資金繰ぐりの問題か、それとももっと別な何かか……」

　そう言ったきり桜はじっと黙り唇くちびるに指を当て、考え込んでいる。

　考え込んでる顔も可か愛わいい……。米田は桜の人形めいた美しい横顔を頰を染めうっとりと眺ながめていた。すると、

「小僧、遊んでおらんと主様の昼餉ひるげを早はよう用意せい」

　いつの間にやら隣に立っていた小箱が、恐おそろしい形ぎよう相そうで米田を睨にらんだ。

「～～ヒィッ！　はい、ただいま……」

　いそいそと荷物を片付け、米田は昼食の準備に取りかかった。

　おすそ分けでいただいたかき揚げと、余った引っ越し蕎麦を茹ゆでて並べる。

「……古鏡、気になるな」

　桜はポツリと呟き、小さな口で蕎麦を啜すすった。

「はへ？　さっきの話ですか？」

　米田はのんきにかき揚げをかじり、首を傾げる。

「あぁ、件くだんの鏡とやらを見てみたい。店の整理は後回しだ。午後からはこの地域の状況確認を含め、古鏡の調査もしよう。米田少尉も同どう伴はんするように」

　まだ整理のつかない店先では開店することもままならず、といっても骨董屋は客が押し寄せるような商売でもない。

　──随ずい行こうでの界かい隈わいの状況確認ってことは、少佐と夫婦として一緒に街をぶらつくってことだよな……それって、もしかしてデ、デェトというやつでは……！

　上官の命令に疑問をはさむわけもなく、米田は勢いよく頷いた。

「はい、米田少尉、地域の状況確認及び古鏡の調査をいたします」

　見えない尻尾しつぽをブンブン振り回し、残りの蕎麦を急いで食べた。







　米田はまず最初に饅まん頭じゆう屋やに行き、いくつか包んでもらった。

「何をしているのだ？」

　書生のような袴姿の米田はカバンに饅頭の包みを入れると、笑いながら答えた。

「え？　古鏡のこと聞いて回るんでしょ？　いきなり知らない人が『鏡のこと教えてくれ』って言ったって答えてくれる人あんまりいないじゃないですか。引っ越しの挨拶に来た、って話のきっかけ作りましょうよ。──しかし、これって、経費で落ちるのかな……」

「な、なるほどな……」

　桜が米田の交渉能力の高さに感心していると、彼はちょっと頰を赤らめて注文をつけた。

「あのずっと気になってたのですが、自分たち一応『新婚夫婦』って設定なんで、お互いの呼び方もそうしたほうが……あとですね、少佐の口調も……それらしく……」

　もごもごと照れる米田に、桜の頰も自然と赤くなる。

「そ、そうだな……いや、そうですね……だ、旦だん那なさま」

　旦那さま、の呼称の思った以上の破壊力に米田の耳は真っ赤に染まり、掌てのひらに大量の汗が滲にじみ始める。米田は袴で拭ぬぐってから、桜に手を差し出した。

「じゃ、じゃあ行こうか、さ、さ、桜」

　昨夜の練習の成果を披ひ露ろうすると、桜の眉がぴくりとはねた。

「……『さん』ぐらい付けろ、この駄だ犬けんめ！　……ですことよ」

「申し訳ありません！　さ、桜さん」

　耳をぺたりと伏せた犬のように、情なさけない顔になる米田に桜はクスリと笑う。

「ならばよし。──では、さっそく参りましょう」

　頼りなくも憎にくめない米田の腕にそっと手を添え、桜は引っ越しの挨拶という名目の聞き取り調査へと向かっていった。




　一番初めに古鏡の噂を聞いた八百屋に立ち寄り、米田は親しげにおかみさんに声をかけた。

「おかみさん、さっきは人参ありがとう。いい糠床が手に入ったからさっそく漬けてみるよ。──あと、こちらが家か内ない」

「初めまして、近くで万葉堂という骨董屋を営いとなむ米田のつ、つ、妻の、桜にございます。このご町内のことはまだ何も存じませんので、ご迷惑をおかけしますがお、おっ……お、夫共々どうぞよしなに」

　新にい妻づまらしくしようとするも悪戦苦闘する桜のぎこちない挨拶に、米田はぽっと赤くなる。それを見たおかみさんは「新婚さんはいいねぇ」と米田をからかった。

「コホンッ。えっとですね、ウチも骨董屋をやってるもんで、さっき聞いた古鏡の話が気になって。……曰いわく付きって言うんだから、実は名品かもって家内とも話してて……本当にあるものならお目にかかりたいと。──で、おかみさん事情通っぽいし、何か知らないかなぁって聞きに来たわけですよ」

　ほどよく人ひと懐なつっこく米田が尋ねると、おかみさんは少し声を潜ひそめて話し始めた。

「アタシもあの話は又また聞ぎきなんだよ、けどあの鏡の話は帝都の古道具屋のあいだじゃ、ちょっと有名な話なんだってさ。大たい枚まい叩はたいて買い取ったお宝が夜中になると姿を消しちまうってんだから、商売あがったりだろ。だから今じゃあ古鏡って聞いただけでどこの店もお断りらしいよ。アンタんとこも気をつけるんだね」

　ふむ、と桜は唸り考え込んでから口を開く。

「又聞きだと仰いましたが、奥方様はそのお話をどなたからお聞きになりましたか？」

　奥方様と呼ばれた八百屋のおかみさんは「アタシゃ、奥方様なんて初めて呼ばれたよ」とケタケタおかしそうにひとしきり笑い、ようやく答える。

「すぐそこの酒屋の嫁よめさんさ。なんでも、旦那の妹が古道具屋に嫁入りして、そっちからの話っていうんだから、本当っぽいだろ？」

　有ゆう益えきな情報を提供してくれたおかみさんにお礼を言って、米田と桜は目と鼻の先にある酒屋を訪ねることにした。

　しかし。生あい憎にくと若奥さんは不在で、帳場にはつまらなさそうな顔をした旦那さんが座っているだけだった。

「どうも、近くに越してまいりました。万葉堂って骨董屋の米田と申します。以後お世話になりますので、どうぞよろしくお願いします──酒屋さんに祝い酒持ってくるわけにもいかないんで、饅頭なんですが」

　米田はニコニコと挨拶をして、店番をしていた旦那さんに饅頭の包みを差し出すと、訝いぶかしむ隙すきも与えず、やや強引に押しつけた。

　すると、米田のことを「見知らぬ余よ所そ者もの」から「町内の若い衆」に格上げしたらしく、いい暇ひまつぶしの相手が来たと旦那さんの表情は明るくなる。

　どこから越してきたのか、酒は飲むのかと、興味津しん々しんの旦那さんに米田は調子よく答え、まるで以前からの知り合いのように親しげな会話が弾む。

「──で、オイラがその修しゆ羅ら場ばに一升瓶四本抱かかえて駆けつけたって寸法だ」

「大将、さすが江戸っ子だなぁ。俺なんか、喧けん嘩かって聞くとどうにも腰が引けて」

　大いに盛り上がる二人に、桜は米田の手腕に呆れるやら感心するやら……。

　──それにしても、ついさっきまでは見も知らなかった人間と、少尉はよくおしゃべりできるわね。……私だったら二～三言話したら、もう続かなくなってしまうわ。

　米田の人懐っこさに嫉しつ妬とじみたものを感じつつ、桜は彼の斜め後ろで新妻らしくしようと、必死にひきつった微笑ほほえみを浮かべ二人の様子を見つめていた。

　しかし、調査から遠のいた関係のない話ばかりが続くことにしびれを切らし、桜はこっそりと米田の脇腹をつつく。

「あっ、と……そうそう、そこの八百屋のおかみさんに聞いたんだけど、大将の妹さん、ウチとご同業なんだってね。近所のよしみってことで紹介してもらえないかな？　正直、このあたりの同業者とまったくつてがなくて困ってるんだ。こういう商売、横の繫つながりがないと何かと厄やつ介かいでさ、大将、助けてくれないかなぁ」

　米田がそう言って手を合わせると、旦那さんは「合がつ点てんだ」と笑い、桜が拍ひよう子し抜けするほどあっさりと妹の嫁ぎ先の屋号と住所を教えてくれた。

「困った時はお互い様よ。うちも贔屓ひいきにしてくんな」

　旦那さんは米田に小ぶりの徳とつ利くりを持たせ、店を出る二人を機嫌よく見送っていた。

　片手に徳利を提げた米田と桜も挨拶をして店を出ると、二人は並んで歩きだした。

「芝しば、冥みよう加が屋や、か……場所柄からして、それなりに古くからある古道具屋だと推測されます。一応、特殊器物の有う無むも併あわせて調査することとしよう」

「了解しました。──芝だからちょっと距離があるなぁ。この酒を置きに戻ったほうがいいのかなぁ」

　のんきな米田の呟きを聞き流し、桜はぼんやりと彼のことを考えていた。

　──この人は、どうしてこうも簡単に人の懐ふところに入ってしまうのかしら。なんの躊ちゆう躇ちよもなく笑顔で話しかけて、他人が怖くないのかしら？

　隣を歩く米田の横顔を盗み見して、彼の経歴を思い出してみた。

　帝都の霊的防衛強化計画を進めるにあたり、任務遂すい行こう適任者の条件に「幼時に神隠しを経験していること」との要項がある。

　米田も六歳の頃、ひと月ほど行方ゆくえ不明になっていた。失しつ踪そうした場所や帰還時の状況からして、彼は高い確率で神隠しに遭ったと思われた。

　神隠しに遭うとなんらかの霊的能力に目覚めることが多い。家族などの証言から推察すると、彼は霊視と対話の能力が備そなわったようだ。

　帰還後、人には見えぬモノと対話するようになった彼が、周囲と距離ができ孤立したことぐらい桜にも容よう易いに想像できた。

　それなのになぜ、彼は疎そ外がい感かんに打ちのめされ、他人との間に壁を作らなかったのだろう──桜がそうであるように。

　ふと桜が歩を緩ゆるめると、米田は少し立ち止まってから足取りをのんびりとしたものにする。

　自分よりも頭ひとつ分背の高い彼が、桜の歩幅に合わせゆっくりと歩いていることにようやく気づき、耳が熱くなっていくのを感じた。

　恥ずかしいような、照れくさいような。苛いら立だつような、嬉うれしいような。

「……嫌な人」

　桜は聞こえないようにつぶやいて、彼の気遣いなど素知らぬ顔のまま歩を速はやめた。







　神田から芝までそこそこに距離もある。二人は馬車鉄道に乗ることにした。

　停車場で米田は桜の顔を見てから少し考え、口を開く。

「一等車を待って、それに乗りましょう」

「いや、二等車で！」

　桜は慌てて彼を止めると、まだ車両も見えないうちから手を挙げた。

「二等車に乗ってみたいから」

　桜は珍しく年頃の娘らしく屈くつ託たくなく笑い、期待に満ちた目で馬車鉄道が来るのを待っている。

「二等車、狭せまいし座席も悪いですよ？」

「だが、初めて乗るなら二等車がいい！　あの屋根がない夏用車は涼しげで、景色もよく見えるだろうからな」

「もしかして、馬車鉄道自体が初めてなんですか!?」

「ああ、いつも自宅の馬車だったものでな……」

　自分がとても世間知らずなことを明かすようで、語尾がだんだん弱くなる。

　深しん窓そうの令れい嬢じよう。そう言えば聞こえはいいが、桜は実質軟なん禁きんのような生活を強しいられていた。多くの人間に囲まれ、物質的にも満たされていたが、いつも息苦しくどこか不自由だった。

　そんな桜には、市井の人々が乗る屋根のない二等車はとても眩まぶしく見えたのだ。

　桜の言葉に米田は少し驚いた顔をしたが、すぐに笑顔になった。

「じゃあ、俺はその記念すべき第一回目の同乗者ってことですね──次来る車両、夏用車両だといいですね」

　米田は桜に微笑み、桜と一緒に手を挙げ、馬車の鐘かねの音を待つことにした。

　しばらくすると、軽快な鐘と蹄ひづめの音を響かせ馬車鉄道が到着した。生あい憎にくと二人の期待を裏切るように、車両は屋根のある普通の二等車両だった。

「次の車両を待ってみますか？」

　落らく胆たんした表情の桜に米田が苦笑いすると、彼女は首を横に振る。

「いや、このまま行くとする」

　そう言いつつも桜は行先とは逆の浅あさ草くさ方面に走る夏用車を、残念そうに見送っていた。

「今度」

　米田は桜の手を取りステップに上がると照れた笑みを浮かべる。

「今度、また一緒に馬車鉄道に乗りましょう。次は時間を気にせず夏用車両を選んで乗って日に本ほん橋ばしにでも行ってみましょうよ」

　桜の手を握る米田の手に少しだけ力が籠こもった。それがとてもくすぐったく感じて、桜は返事もせず、頷くことしかできなかった。







「ごめんくださ～い」

　米田が声をかけて年季を感じさせる古道具屋に入ると、ご隠いん居きよという風ふう体ていの老ろう爺やが木箱の埃ほこりを払っていた。

「はい、いらっしゃい。ゆっくり、見ていっとくれ」

　桜はざっとあたりを見渡し、付喪神の気配を探さぐる。力の弱い小さな付喪神たちは数多くいたが、大きな力の気配は感じない。

　徴収するような器物が存在しないことを確認すると、桜はそっと米田に耳打ちした。

「米田少尉、先ほどのようにあのご老人から情報を引き出してくれ」

　小さな声で囁ささやくと、米田はくすぐったそうに肩をすくめる。

「～～っ！　……了解。米田少尉、いたします」

　少し頰を赤らめた米田は上官に倣ならい、桜の耳元に小声で囁いた。フゥっと耳にかかる米田の吐息に、桜は思わず飛び上がる。

「なっ！　近いっ!!　ゾワゾワするから、もっと離れろ！」

「だって、ご自分もやったじゃないですか！」

「私は耳に息なんかかけてない！」

　桜は顔を真っ赤にして叫ぶと、米田も赤い顔のまま反論する。

　本人たちは真剣だったが、傍はたから見るとイチャイチャしているように見えたらしい。

「はっはっはっは、若いっていいねぇ。新婚さんかい？」

　好こう々こう爺やとしたご隠居の笑い声に、二人の顔はますます赤くなってしまう。

　意い図とせず向こうから話しかけてきたことを二人は素直には喜べず、お互い赤い顔のまま「はい」と仲良く声を合わせ頷いた。

「お騒がせしてすみません。俺は神田で万葉堂って骨董屋を始めた米田と申します。あ、これ、つまらないものですが」

　米田は挨拶をするとさらりと饅頭を渡し、ご隠居にこの店に来た経緯を簡単に説明した。

「なにかい、ウチのおみよの兄あにさんのご近所かい。そりゃ、こちらも邪じや険けんにするわけにはいかないね。けど、生憎とおみよも倅せがれも外に出ちまっててね、ドレ、このジイさんでよければなんでも聞くがいいさ──まぁ、お上がりよ」

　ニコニコと笑いながらご隠居は帳台の奥の小さな座敷に招いてくれた。




「へえ、そうかい。あの古鏡をお探しと。やれ、若いのに酔すい狂きようなこって……」

　ご隠居は自分で淹いれた茶を啜すすり、一息ついた。

「その古鏡は帝都の古物商のあいだじゃ知らねぇ者がないくらい評判になっちまったみたいでね。実はウチにも持ち込まれていろいろと難なん儀ぎしたよ」

「それは、買い取った品物が消えて損をした、という意味でしょうか」

　真面目な顔の桜にご隠居は首を横に振った。

「いや、違う。その古鏡を買い取った晩から店に幽ゆう霊れいが出てさ……夜な夜な白い影みたいなのがべそかきながら家中うろうろするんだよ。けど、月の明るい晩を境にフッと幽霊もろとも古鏡が消えちまって……」

「～～ひっ」

　米田は絶句して、サッと青ざめた。

「その幽霊をご主人は見られましたか？」

　にこりともしない桜にご隠居は生ぬるく笑うと小首を傾げる。

「あぁ、そのへんフラフラする奴やつこさんに出くわしたよ。最初は泥棒かと思って肝きもを潰したが、幽霊だったから逆に安心したくらいさ。でも仕舞いには古鏡盗とられちまったな」

　ご隠居の笑えない冗じよう談だんに米田がプルプルと震ふるえだす。対照的に桜は身を乗り出すほど、ご隠居の話に食いついていた。

「その幽霊、具体的にはどんな姿をしていましたか？　女だったとか男だったとか……どんな装しよう束ぞくをまとっていたとか」

「そうさなぁ、白い着物で……といっても死しに装しよう束ぞくじゃないよ。白い洋装に白いほっかむりの……たぶん女だとは思うけど、なんせ顔がなかったもんでね」

「……顔がない、ですか？」

「そうさ、顔がなかった。目も鼻も口もない、……のっぺらぼうみたいに」

「ぎぃっ！」

　桜とご隠居二人の会話に、米田は恐怖のあまり奇妙な悲鳴を上げてしまう。

　米田の怖がり様をご隠居は可お笑かしそうに笑うと、温ぬるくなり始めた茶を啜った。

「まぁ、商売柄、たまにそんな曰いわく付きにあたることもあるのさ……この話が奇妙なのはこっからでね。幽霊が出て品物が消えるなんざ、どういうわけだと売主に談だん判ぱんしに行ったんだよ。そしたら先様は、何も言わねェうちから銭ぜにを丸ごと返してくれてよ。『品物が帰ってきたので金をもらうわけにはいかない』ときた──結局謂いわれも何もわからねェまま、幕引きさね」

「確かに……奇妙なお話ですね」

　桜は相あい槌づちを打つと、唇に指を当て考えている。

「古鏡を売ったのは、お金のためではない……もっと別の理由ってことですね」

　桜の小さな呟きにご隠居は頷いた。

「そこよ……幽霊騒ぎまで起こして勝手に戻ってきたなんて代しろ物ものをあっさり引き揚あげて、代金まで返す。金きん子すが要いり用っていうなら、ほっかむりしてとぼけりゃ済むし、邪魔っけだったらそんなおっかないモノ無理にもアタシにおっつけるだろ？」

　ご隠居も考えながらもう一口茶を啜った。

「冥加屋さんが怖い思いをしただけで、古鏡もお金も全部元あった場所に返って誰も損はしなかった……。被害がなくてよかったって、思えばいいんですかねぇ」

　米田は青くなりながらもそう述べ、ようやく終わった怪談話に安心したのか、お茶を啜り出されたあられをかじった。ご隠居は米田の感想にクスリと笑う。

「まぁ、それだね、『誰も損をしなかった』。だからこの話は業界でも大して騒ぎにならなかった。実際にブツを扱った店はウチの他に二～三軒ってとこみたいでね。ただ『実はこんな話があってね』ってお客さんをちょいと脅おどかすにはぴったりのネタだったから……。評判になるほどみんなしゃべくっちまったんだな」

　ご隠居もあられを口に放り込む。ニコニコとあられを頰ほお張ばる二人をよそに、桜は難しい顔で考え込んでいた。

「その古鏡の姿の写しは取られましたか？」

「まだ写しはとっちゃいなかったが……、箱を注文するのに寸法やらと箱書き用の文言を書き付けといたから、たしかこの辺に……」

　ご隠居は棚を漁あさり一冊の分厚い台帳を取り出し、頁をざっとめくると、

「ここだ、ここだ」

　達者な筆書きで古鏡の詳細が記してあった。

「円えん形けい、唐から草くさ葡ぶ萄どう文もん様よう、半円鈕ちゆう孔こう、渡り六ろく寸すん八はち分ぶ、一いつ斤きん八はち十じゆう匁もんめ」

　指でなぞりながらご隠居が読み上げると、桜は目を閉じその形を想像してみた。

　青く錆さびた円形の銅鏡、裏面には蔦つたのように絡からまる葡萄が刻まれて真ん中に半円状の紐ひも通どおし穴あながある、両掌よりも若じやつ干かん大きく、ずしりと手に重い。

「年代はいかほどに見立てられましたか？」

「アタシの見たとこ、江戸の初期、寛かん永えい年間あたりだね……鏡面は完全に曇くもっちまってたが文様の状態は良かったよ。丁寧な仕事はしてたが元げん禄ろくにしちゃそっけない図案だったからさ」

　十七世紀中期の作の文様の美しい鏡。

　ご隠居の見立てが確かならば、件くだんの鏡は作成からすでに二百年は経過している。付喪神が発現していてもおかしくはない。

「……ご主人、古鏡の所有者を紹介していただけませんか？」

　桜は思い切ってご隠居に申し出てみた。

　顧こ客きやくの名簿は骨董商の命ともいえる。犯罪者でもない限り、その情報は同業者といえども共有しない。

　古鏡の持ち主は確かに要注意人物というくくりかもしれない。

　しかし、骨董商の組合にまだ入ってもいない桜たちに情報を開示してくれるかどうかは、ご隠居の胸むな先さき三さん寸ずんだ。

　最悪、軍の名を出してでも聞き出そう。桜が穏やかではない方法について検討していると、ご隠居は小首を傾げしばし考え、手元の紙に麴こうじ町まちの住所と黒くろ岩いわ善ぜん次じ郎ろうという名前を書き付けた。

「いいんですか？」

　ご隠居の行動に、申し出た桜のほうが驚き戸惑ってしまう。

「はっは。先様も古鏡を処分したがってたし、お二人さんが引き取ってくれるなら願ったり叶かなったりさ。──アンタたちが店に入ってきてから骨董どもがやかましい。連中に好かれる性た質ちなら、悪い人ってこともなかろうね」

　ご隠居は二人を見ていたずらっぽく笑っていた。

「けどね、あの古鏡に関わっても儲もうけにゃならねえようだから、気をつけな。ほれ、これを先方に見せるがいいよ」

　ご隠居はそう言って紙をもう一枚取り出し、『知り合い故ゆえどうぞ宜よろしく』と一言書くと『冥加屋文右衛門ぶんえもん』と署名をして渡してくれた。

「一応、アタシからも黒岩様に知らせておくよ。そのくらいして、やっと饅頭ひと箱分のお代ってとこかね」

「「ありがとうございます！」」

　米田と桜は声を合わせお礼を言う。ぴったりと合ったタイミングに二人は顔を見合わせ、互いに照れ笑いをした。

「仲のいいこって……」

　ご隠居は楽しそうにつぶやき、包みを開けると、中の饅頭をひとつ取り出しパクリとかじった。




　冥加屋を出るとすでに日は傾き、街並みはすっかり橙だいだい色いろに染まっていた。

　さすがに今から麴町に向かうわけにもいかない。桜たちは家路を急ぐ人々に交まじり、並んで歩いていた。

「すっかり遅くなってしまいましたね。どうしましょう、今から帰っても夕飯の支度をしていたら遅くなってしまいます。せっかく芝まで来たんですから、銀座に出て洒落しやれた洋食でも食べませんか？」

「しゅーあらくれーむ！　私はしゅーあらくれーむが食べたい！」

「いや、そういうのじゃなくて……ビフテキとかカツレツとかコロッケとかの洋食の──」

「では、しゅーあらくれーむのある店に！」

　二等車に乗りたいと言った時のように、桜は目を輝かせ米田を見上げている。

　いくらハイカラな洋食屋といっても、本格的な洋菓子の置いてある店は少ない。帝てい国こくホテルのような格の高いところに行かないと無理だろう。

　期待に満ちた表情の桜をしばらく見つめ、米田は奇妙な声を漏もらした。

「ンンンンンンンンン～～～～ッ！　……シューアラクレームのある店、探してきます」

　桜の可愛らしさに身み悶もだえながら、米田は洋食屋の扉とびらを開けては「シューアラクレーム、置いてありますか？」と聞いて回ることとなった。




　結局、シューアラクレームは駄だ目めだったので、プディングのある店に入った。

　女じよ給きゆうに案内され窓辺の席に座ると、桜は物珍しそうにキョロキョロと周囲を見回す。

「洋食店、初めてですか？」

「いや、家の者とはあるが……」

　米田の手前、余裕ぶって微笑んではいたが、緊張で声が裏返ってしまう。

　日も落ちたこんな時間帯に家族でもない男子と一緒に外食をするなど、「二人はただならぬ関係です」と宣伝するようなものだ。

　心なしか周囲の視線が痛いような……。桜はメニューに目を落とすふりをして、米田を盗み見する。すると、こちらをじっと見ていた米田と目が合った。

「……さ、桜さんは、決まりましたか？」

　そういえば私たちは「夫婦」だった。頰を染めながら桜の名を呼ぶ米田に、そんなことを改めて思い出し赤くなってしまう。

「あ、あの……それでは、このコロッケ、を」

「じゃあ、俺はポークカツレツ、で。──あ！　あとプディングを二つ」

　照れながらモゾモゾと注文する二人に、女給は生ぬるい笑顔を浮かべて応じた。




　料理を待つあいだ、米田は昨日からの奇妙すぎる生活のあれこれと草くさ薙なぎ桜という上官である女の子について考えてみる。

　昨日よりも桜はいろいろな表情を見せてくれるようになった。

　ツンと澄ました少佐としての顔しか見せてくれなかったのに、時折十代の女の子らしい素が覗く。

　──少しは親しくなれたってことなのかなぁ。任務とはいえ夫婦になったのも何かの縁なんだし、高たか嶺ねの花なんてことはわかってるけど……。もっと仲良くなりたいなぁ。

　可愛らしい女子への男子としての下心は否定できなかったが、米田は草薙桜という人間にもっと近づきたいと思っていた。

　ぼんやりと窓の外のガス燈とうを眺めていた桜の横顔を見る。すると、彼女は米田の視線に気づいたのか、気まずそうに俯うつむいた。

「米田少尉はすごいな。誰とでも仲良く話せて。私はああいったことが苦手で、何を話したらいいのか、いつも困ってしまう」

　話しかけるでもなく、独ひとり言ごとのような桜の言葉に米田はハハと笑い軽く答えた。

「少佐は色んなものいっぱい持ってるし、ちゃんとしてるからそう思うんですよ。俺は大したことないし、今さら馬鹿だって思われるの平気だから、知らない人ともどんどん話せちゃうんです」

「……私は、別に何も持ってはいない」

「え？　俺の目には草薙少佐はいろんなことに恵まれてると思いますが」

　桜の暗い声に米田は首を傾げる。彼女のように才能にも美び貌ぼうにも恵まれた女の子が、悲観するようなことがあるのだろうか？

　米田の何気ない一言に、桜は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……そうだろうか？　私ができるのは見えないものに関わることぐらい。……料理や掃除もできない、人と接するのも不得意、そのうえ──」

　そこで言葉を切ると、桜は黙り込んでしまう。

　米田も黙り、顔を上げない桜をじっと見つめてみた。

　自分よりも随ずい分ぶんと小さく細い手に、彼女が少佐という立派な肩書きを持ちながらも、まだ十八の少女であったことを改めて意識する。

　──時々すごく悲しい顔するけど……今もそんな顔してるのかな。なるべくなら笑っていてほしいけど。

　俯いている彼女の旋毛つむじが妙に愛らしく、米田は自然と笑っていた。

「もし草薙少佐が料理や掃除が得意だったら、俺はこの任務でのやることも居場所もなくって辛いです。少佐が人と接するのが上手じようずなら、いらない嫉妬をしてしまいそうです。だから、俺にとって少佐のそういうところは、嬉しい誤算ってやつです」

　力強く言い切った米田に思わず桜が顔を上げる。

「……変な奴だな」

　自分の顔を見て微笑む米田に桜は憎まれ口を叩き、耳まで赤くしてまた俯いてしまうのだった。




「ぷでぃんぐとやらも、なかなかどうして……」

「俺も初めて食べましたが、甘い茶ちや碗わん蒸むしみたいで美味しかったですね」

　デザートのプディングに大満足な二人は、帰路につく。

　明日は朔さく月げつということもあり夜空に月の姿はなく、光を放つのはガス燈のみ。夜道を照らす人工の光を頼りに、米田と桜は自宅までの夜の散歩を楽しんでいた。

　ふと、冷たい風が桜の頰を撫でた。その瞬間、総毛立つような恐怖を感じ、思わず腕にしがみつく。

「～～ッえぇ!?」

　突然の桜の接触に米田が奇妙な声を上げると、彼の懐ふところの中からキンキンと懐かい中ちゆう時計の時打ちの鐘が鳴り、騒ぎたて始める。

　呼んでもいないのに計はかりは顕けん現げんし、米田の前に立ちはだかると必死に両手を広げて通せんぼをした。

『あるじサマ、あるじサマ！　逃げるユエ！　早はよう、早う！　ここから立ち去られよ!!』

「え？　何？　なんなの？」

　米田は動転しながらも咄とつ嗟さに桜を背に庇かばい、あたりを窺った。

　計が通せんぼをするその先に目を凝こらすと、夜にもかかわらず風景が陽かげ炎ろうのように揺らめき歪んでいた。

「騒がしいのぉ、……去いね」

　恐ろしく美しい男の声が夜闇の中に静かに響く。その声と同時に計の姿と声が搔き消え、うるさく鳴っていた時打ちの鐘も停止した。

「計!?　どうしたんだ！」

　懐から懐中時計を取り出すと、さっきまで動いていた時計は針を止め、沈黙している。米田は狼狽うろたえ計の名を呼びながら懐中時計を何度も撫でたが、何も起こらなかった。

「い、や……来ないで」

　いつもは凜りんと強気で涼すずしげな桜が、まるでか弱い小動物のようにカタカタと震え米田の背にしがみついている。

　何が起こっているんだ？　米田は混乱しながらも懐中時計を握りしめ、桜を背にジリジリと後退する。

　空気は温度を下げ、静せい謐ひつな気があたりを満たしていく。震えるほどの神聖な気が──

「……また隠れ鬼で遊ぶのかえ？」

　米田たちの前に音もなく青白い靄もやが現れ、仄ほのかに光り次第に人の形を作る。

　ゆらり──空気が震えるとそこには何かが立っていた。

　それは、白い直衣のうしをまとった男の形なりはしていたが、現実離れしたあまりに美しすぎる姿に、人とは認識できなかった。

　神こう々ごうしい何かの化け身しんは、金色に輝く目を二人に向ける。

「────ッ！」

　ただ視線を向けられただけではあったが、恐ろしい圧あつを感じ息も吸えず膝ひざが折れそうだ。

　米田は酸欠で霞かすむ意識の中、必死に桜を守ろうと両手を広げ背中にを隠す。

　目の前の事態がなんなのかまったく把握できないが、それが桜を怯えさせる敵であるということだけはわかった。

「こちらにおいで」

　ひどく優しい声でそれが手招きすると、震え続けていた桜は米田の背から離れ、フラリと招き寄せられる。

　人形のように生気のない表情の桜は、米田の隣をすり抜け、ヨロヨロとそれに歩み寄っていく。

　白い直衣の男は満足げに桜へと微笑みかけた。

「良い子じゃ」

　意思などなくしてしまったかのような彼女の動きに、米田はわけもわからない激しい憤いきどおりを感じた。

　人間をこんなふうに扱うことはひどいことだ。自由であるはずの彼女の意思を折り曲げ、彼女たらしめる大事なものを消し去って、それを笑っている目の前の存在を許すことができない。

　憎悪にも似た怒りが米田を支配した。

「行くな！　桜ッ!!」

　硬直を打ち破り、腹の底から叫び、手を伸ばす。無む我が夢む中ちゆうで桜を後ろから抱きしめると、彼女の躰からだはビクリと跳ねた。
















「……少尉」

　弱々しい桜の声からは、ちゃんと彼女の意思が感じられていた。

　二人のささやかな抵抗に、白い直衣の男はゆっくりと口の端はを上げ、下か弦げんの月を形作る。

「……そなたはほんに我われを退屈させぬ」

　そう囁くと男の輪りん郭かくは揺らぎ、そのまま闇の中に溶けていった。

　あたりを覆おおっていた静謐は搔き消え、生ぬるい風と共に雑多な空気が戻る。

　それでも米田は安心できず、腕に捕らえた桜の存在を確かめるように力を込めた。

「……く、るしい」

　桜が米田の胸の中で呻うめきながらもがく。

「すすすすすすみません!!」

　米田が慌てて彼女を解放すると、桜は米田の腕から跳ねるように飛び出し、振り向き真っ赤な顔で叫んだ。

「うら若き乙女おとめに何をする！　恥を知れ!!　それと、ちゃんと『さん』を付けろと言っているんだ！　この、駄犬めッ！」

　生気を取り戻した桜の元気のいい叫びに、米田は安あん堵どして力なく笑う。

「何をニヤついている!?　痴しれ者ッ!!」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　不可抗力です！」

　キャンキャンと騒ぐ桜に謝っていると、いつの間にか米田の足元に計が蹲うずくまっていた。

　急いで抱き上げると、計はすいよすいよとのんきな寝息を漏らし眠っている。

『主様ぁ……今の時刻は、午後七時四十六分三十八秒でございますレバ……』

「まったく……何言ってるんだよぉ」

　ウトウトと寝言で時を告げる計に米田は心底ほっとして、しばらくその場に座り込んでいた。




　なんとか二人が万葉堂の玄関に辿り着くと、そこには小箱が待ち構かまえていた。

「いま、何時だと思っておられる？　妙みよう齢れいのおなごを連れ回すには、少々遅すぎではございませぬか……？」

　乱れた髪を一筋咥くわえ、猫背で恨うらめしくこちらを睨む姿はそんじょそこらの幽霊が悲鳴を上げて逃げるような、鬼気迫せまるものがあった。

「ヒィッ！」

　怖くて飛び上がると、小箱はだらりと垂たらした両手を米田に差し向けてゆっくりと近づいてくる。

「あな、恨うらめし……恨めしや……」

　地を這はうような小箱の低い声は情感たっぷりで、米田の肝が縮ちぢみ上がる。本格的な悲鳴を上げる半歩手前で、桜が小箱を遮さえぎった。

「小箱、米田少尉で遊ばない。それよりも……あの御おん方かたが現れたわ」

　桜の一言に小箱が顔色を変える。

「な……、しかし、今宵こよいはまだ……」

「そのおかげなのか、こうしてここに戻ることができたわ。しかしあちらにとっては、その程度なんの支障もないということでしょうね」

　桜と小箱の暗い表情に、二人が話すことが先ほどの「白い直衣の男」に関係することぐらい米田にもわかった。

　しかし、あまりにもピリピリとした二人の緊きん迫ぱくした空気に、一体どういったことなのかと尋ねることをためらってしまう。

「あ、俺……先に着替えてきます」

　すごすごとその場を逃げ出し、米田は階段を上がって自室の襖を閉めた。

　一人きりになったことを確認してから、懐から時計を出し、計を呼ぶ。

　現れた小さな計は畳の上にちょこんと座り、米田を見上げている。

『あるじサマ、今日の夕餉ゆうげは豪勢でござりますレバ、桜様の言う〝衆しゆう荒あらくれ者もの〟と申す猛たけ々だけしきモノ、計もご一緒に食べてみとうござりますユエ。お次もお供しますレバ』

「衆荒くれ者、じゃなくてシューアラクレーム、な。嫌だよ、そんな戦国武将みたいな名前のデザート」

　ニコニコする計の金の髪を撫で、米田は少し笑ってから真剣な表情になる。

「計、さっきの白い男、何者だ？」

　その問いに計は突然落ち着きをなくし、あたりを見回して怯えた顔になる。

『あるじサマ、あの御方と関わるのはダメでござりますレバ！　皆が申しております！　あるじサマからコメやらムギやら出てきてしまうと！　おそろし、おそろし！』

　意味のわからぬことを言いながら計は米田にしがみついた。

「米やら麦ってなんのことだ？」

　プルプルと震える計は怖がるばかりで、それ以上何も聞き出せない。

　米田は怯える計を宥なだめて時計に戻すと、ゴロリと寝転がり天井を見上げた。

　──一体、何が起こってるんだ？　少佐たちは何に怯え、何を隠しているんだ？

　米田は天てん井じよう板いたの木目を見つめ、この任務の違和感について思いを巡らせていた。




　その夜、米田の部屋の明かりが消えたのを確認してから桜はこっそりと自室に戻る。

　眠っているだろう米田が起きてしまわないように、静かに白い単ひと衣えに着替え、符の準備を整える。

　並べた人ひと形がたの符に桜の身代わりとなるべく呪しゆを書き付けていく。守り刀でもある短刀を取り出し白しら木きの鞘さやから抜くと、奥歯を嚙みしめてから煌きらめく刃やいばで人差し指の先を少しだけ傷つけた。

　流れ出た赤い血を人形に押し当て印しるしをし、桜はふっと息を吹きかけ仮かり初そめの魂たましいを与えた。

「お前たち、どうか米田少尉を守り隠して」

　祈りにも似た命を唱となえると、紙人形たちはカサカサと小さな音を立て部屋の外に飛び去っていった。

　式の結界や隠おん形ぎようの術が相手に対しどこまで通用するのか、正直わからなかった。

　こうして桜がもがくことすら、相手は見物して楽しんでいるのかもしれない。

　しかし、何もせず彼の為なすがまま流れに身を委ゆだねることもできない。

　桜は小さくため息をついて、机に灯ともしたランプの光を見つめた。

　幼い頃より世のために身を尽くすことを教えられてきた。その教えが尊とうといものだとも理解している。

　世のために尽くすには、自分がこの世界に存在しなければならない。桜は現うつし世よに留とどまらなければならない。

　しかし、桜には世界に対する強い思いがない。命を懸かけても守るべき大事なもの、そう教えられたからそう思っている。が、実感は乏とぼしいままだ。

　──これほどまでして、私はこの世界にしがみつかなければならないのかしら？

　いつも胸の奥にある埋うずみ火びのような疑問が、またくすぶりだした。

　──いっそ、連れ去られてしまえば、楽になれるのかもしれない。

　その時、ふっと米田の顔が脳のう裏りに浮かんだ。桜と同じ孤独を抱えているはずなのに、彼の笑顔はいつも朗ほがらかで温かい。

　──どうしてあなたは、そうやって自然に笑えるの？　あなたといたら、私も同じようになれるのかしら？

　桜は無意識のうちに米田との部屋を仕切る襖ふすまに手を当てていた。

「少佐、まだ起きておいでですか」

　向こうから米田の小さな声が聞こえた。

　桜はとっさに「草薙少佐」の顔を作り、襖から手を離す。

「米田少尉、何か？」

　感傷を押し隠し、上官としての冷静な声を出した。

　ゴソゴソと布団から起き上がり、膝を擦すって彼が襖に近づいてくる音がする。だんだん明確になる米田の気配に、桜は息苦しいほど緊張した。

「今日の帰りに出会った白い直衣の男についてお聞きします。彼は一体何者ですか？」

　米田の問いに桜はびくりと震えてしまう。

「明らかに少佐を狙ねらっていました。その理由を少佐はご存知ですか？　彼は……いや、あの存在は、この任務と何か関係があるのですか？」

　桜はぐっと両手を握りしめたまま俯き、襖から目を逸らした。どう答えればいいのか、何も頭に浮かばず黙っていることしかできない。

　しばらくのあいだ、沈黙が二人を支配する。ランプの芯が立てるわずかな音だけが聞こえる。

「……少佐」

　先に沈黙を破ったのは米田だった。

「いつか話せる時が来たら、俺にも聞かせてください。俺はその時まで待ってます。……だけど、一人で抱え込んだりしないでください。理由なんて知らなくたって、俺はあなたの部下です。あなたの命令には何があっても従います。だから……ちゃんと俺を使ってよ、桜さん。任務とはいえ、俺はあなたの夫でもあるんです」

　優しい米田の声に桜は泣いてしまいたかった。

　泣いて全部を打ち明けて。そうして、私を助けてと縋りついてしまいたい。

「米田少尉、襖に手を当てろ」

　桜の短い命令に、米田は返事もせずに従った。

　音を頼りに桜は襖越しに米田と手を重ね合わせる。米田の体温がわずかに伝わるような気がして、桜はそっと頰を寄せる。

「明日、全部終わったら……ちゃんと話します……だから、しばらくこのままで……」

「……はい、桜さん」

　襖を隔てて掌を重ねたまま、桜は唇を嚙みしめた。そうしていないと、余計なことを言ってしまいそうだった。
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　爽さわやかな朝、味み噌そ汁しるの香りとトントンとまな板を叩たたく軽快な包ほう丁ちようの音。

「美お味いしくできたかなぁ」

　白の割かつ烹ぽう着ぎに頭には姉あねさん被かぶりの手ぬぐい。米よね田だはとてもいい笑顔で茶ちや碗わんにご飯をよそっていた。

「冥みよう加が屋やのご隠いん居きよに紹介状と、口くち利ききまでしていただいた。この機運に乗り、本日は黒くろ岩いわ氏の自宅を訪ね、情報収集及び器き物ぶつの見み極きわめを行う。場合によっては買い取りという形で器物の徴ちよう収しゆうも実じつ施しする。活動資金は軍から支給されているが、経費節減を意識し、適正価格での取引が望ましい。米田少尉も心がけるように。──今け朝さの味噌汁は小こ松まつ菜なと油あぶら揚あげか」

　桜はそう言ってから米田の作った味噌汁を啜すする。

「つまり、本日の予定は黒岩氏宅訪問、ということでよろしいですか？　あ、だし巻き卵、甘あまめにしときましたが大丈夫ですか」

　米田は頷うなずきながらぬか漬づけの皿を出し、桜さくらの湯ゆ吞のみにお茶を注つぐ。

「小こ僧ぞう、なんだこのぬか漬けの適当な盛り付け方は？　人にん参じんの赤が藍あいの染そめ付つけに映はえるようにもっと美しく並べぬか！　それにだし巻き卵を青あお織おり部べとは……そこは黒こく釉ゆうの皿に盛るのだ！　まったく、わかっておらぬ!!」

　小箱は器うつわや料理の盛りつけに一通り文句をつけると、桜の隣に座る。

「これ、小こ箱ばこ。米田少しよう尉いを困らせるものではありません」

「申し訳ありませぬ、主ぬし様ぁ。──すまんな、小僧」

　炊たきたてのご飯を食べていた桜が叱しかると、とてもいい返事をした後も小箱は米田を睨にらんでいた。

　姑しゆうとめの嫁よめいびりかよ……。米田は肩をすくめ、席に着くと手を合わせ朝食を食べ始める。

　味噌汁を飲んで、チラリと桜の様子を確認する。美味しそうにだし巻き卵を食べる桜を見て、米田は安心してほっと息をついた。

　昨夜ゆうべ、襖ふすま越しに聞いた桜の声は不安に揺れていた。直接見ることはできなかったが、きっとひどく怯おびえた悲しい顔をしていたのだろう。

　品よく朝食を食べる今け朝さの桜からはそんな気配はまったくない。うまく不安を隠しているだけなのかもしれないけれども……。

　──とりあえず、元気にご飯はんが食べられるならまだ大丈夫。少佐の言うように、全部終わるのを待ってみよう。

　心配がないわけではないが……。

　大丈夫と自分に言い聞かせ、桜好みに焼けただし巻き卵を頰ほお張ばった。







　二人が出かける時、小箱は玄関先でスーツ姿の米田を睨みつけていた。

「小僧、今日は陽のあるうちに戻るのだぞ……昨日のように調子に乗った時間に帰ってきてみよ……煩ぼん悩のうを祓はらうありがたい経きようを消せぬ墨すみで貴様の顔にみっしり書き込んでやるぞ……」

　何それ怖こわい。米田が引きつった笑みを浮かべると、小箱は桜に駆かけ寄った。

「主様ぁ～、留る守す番ばんばかりでは小箱は寂さびしゅうて、このままでは白しら露つゆのようにはかなく消えてしまいまする。小箱を哀あわれに思うなら早はよう帰ってきてくだされぇ」

「今日はそれほど遅くはならないと思うから。小箱、いつも留守を任せてごめんなさい。礼を言いますよ」

「あなや！　礼など、滅めつ相そうもございません！　小箱は果か報ほう者ものにございますぅ～」

　甘えた声で桜にまとわりつきながらも、小箱は恐ろしい目つきで米田をじっとりと睨んだままだった。

　もう怖いからこっち見ないで。米田は小箱の視線を避けるように顔を背そむけ、逃げるように表へと出ていった。

「早く行きましょうよ～」

　情なさけなく声をかける米田に桜は少しだけ笑った。

「それでは参る」

　桜はいつもどおり凜りんとしている。米田はその隣で背筋を伸ばして歩いていく。

「俺たち、ちゃんと夫婦に見えてますかねぇ？」

　米田が何気なくつぶやくと、みるみる桜の顔が真っ赤になった。

「私の偽ぎ装そうは完かん璧ぺきなはずだ！」

　桜はそう言うと、米田の腕にぎゅっとしがみつく。

「どこから見ても夫婦に見えるはず！」

　もしかして、腕を組んでるつもり？　そうとも聞けず、かといって間違いを指摘して直すには惜おしい距離なので、米田はあえて何も言わなかった。

「少佐の妻の偽装……完璧だと思います！」

　幸せを嚙かみ締めながら米田は答える。確かに傍はたから見ると二人は完璧な、浮かれた新婚さんだった。




　冥加屋のご隠居から貰った書き付けを懐に、桜と米田は古こ鏡きようの持ち主が住む麴こうじ町まちへと向かう。

　通つう商しようを営いとなみ古鏡の持ち主でもある黒岩善ぜん次じ郎ろうという人物は大変な成功を収めているようだ。彼の自宅である新しめの煉れん瓦が造りの立派な洋館に、米田は「ほぉ～」と気の抜けたため息が漏もらした。

「貿易商って儲もうかるんですねぇ……こんなお屋敷を一代で建てちゃうんだから、相当ですよね……」

　なんとも俗ぞくで実に正直な米田の感想に、桜は呆あきれたと言わんばかりの表情になり、軽く睨んだ。

「言っておくが、我われ々われの調査目的は彼の所しよ得とくではないからな」

「……申し訳ありません」

　苦笑いでネクタイを直し、米田は改めて洋館を見上げてから家か人じんを呼び出した。

「芝しばの冥加屋文ぶん右え衛も門ん様からご紹介いただきました、神かん田だで骨董商を営む米田と申します。黒岩様がお持ちの古鏡に大変興味がありまして……。ぜひ、ご主人にお取り次ぎ願いたいのですが」

　紹介状を渡すと相手は鏡という言葉に顔を少し強こわ張ばらせた。

　確認するので少々お待ちください。そう言って屋敷の奥に引っ込んだ使用人は、ほどなく戻ってきた。

「どうぞ……旦那様がお目にかかります」

　陰気なほど物静かな家人に応接室へと案内される。

　室内は豪ごう奢しやに彩いろどられ、立派な暖だん炉ろのマントルピースには西洋アンティークの磁じ器き人にん形ぎようが並び、黒岩氏の成功を余すことなく語っていた。

「こんなに立派な調ちよう度どがたくさんあるのに……なんか、この部屋、変に静かですね……」

　深緑のベルベットが張られたロココ調のソファーに居い心地ごこち悪そうに座る米田は小さな声でつぶやく。

「……確かに、奇き妙みような空気だな」

　桜もあたりを見渡し、付喪神つくもがみたちの気配を探さぐった。

　そこかしこに飾られる骨董や絵画はどれも真作で、付喪神というべき存在が宿っているものも多い。

　しかしなぜかそれらは怯えるように息を潜ひそめ、異様な静けさを醸かもし出していた。

「直接聞いてみるか」

　桜は暖炉に歩み寄り、マントルピースの上で微笑ほほえむ葡ぶ萄どうを持った少女の人形に話しかけてみる。

「こんにちは、お嬢じようさん。お友達とご一緒なのに、お静かですね」

　葡萄を持った少女は黙もくし、その隣の花かごを持った少女が代わりに答えた。

『ヤメテ！　その子は前の持ち主のおうちに帰りたくて、毎日泣いてるの。そっとしておいて。アタシだって、帰りたいの。こんな悲しいおうち、もうイヤ』

　それだけ言うと、花かごの少女も黙ってしまった。

「悲しい、おうち？」

　桜は首を傾げた。手入れの行き届いたこの屋敷にありながら、陶人形が「悲しいおうち」と評するほどの何かが、この屋敷にはあるのだろうか？

「やぁ、お待たせして申し訳ない」

　桜がマントルピースの前で考え込んでいると、黒岩氏が先ほどの家人を従えて入室してきた。

　貿易で成功した成なり金きん、と勝手に恰かつ幅ぷくのいい中年男性を想像していたが、実際の黒岩氏は顔色が悪く頰ほおがこけ、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きをした四十代後半の紳しん士しだった。

　彼は暖炉の前に佇たたずむ桜に目を向けた。目が合った桜は優雅に会え釈しやくする。

「ケンドラーモデルのガーディナーシリーズ、これほど揃ったものは初めて拝見しました。素晴らしいですわね」

　桜がマイセンフィギュアのコレクションを褒ほめると、黒岩氏はわずかに微笑んだ。

「ケンドラーをご存知とは……まだ日本でも知る人は少ないと思っていたが、うら若きお嬢さんなのになかなかお目が高い」

「いえ、私も骨董商ですので……」

　桜はそう言って笑い米田に目め配くばせをする。米田は慌てて立ち上がり、ぺこりと頭を下げた。

「突然お訪ねして申し訳ありません。私どもは神田に万まん葉よう堂どうの名で店を構える骨董商の米田と申します。こちらは妻の桜、目め利ききもしております。芝の冥加屋さんから黒岩様の古鏡のお話を聞き、ぜひ拝見させていただきたく伺うかがいました」

　米田がピシリと背筋を伸ばし口こう上じようを述のべると、黒岩氏は苦く笑う。

「ならば、顚てん末まつもご存知でしょう……それでも興味があると？」

　黒岩氏は昏くらい目で米田を一いち瞥べつした。とても疲れたひどく寂さびしい目だった。

　これが一代で財を成なし、立派な洋館まで手に入れた男のものなのだろうか？　米田は黒岩に疑問を感じていた。

「は、はい、もちろんそちらも承知です」

「それならばいい。──末すえ吉よし、物置から例の古鏡を取ってこい」

　黒岩はあっさり頷き、家人はその命に青ざめながらも「かしこまりました」と返事をし退室した。







　布にくるまれたものを持ってきた家人は、その中身がよほど嫌いなのだろう。

「旦だん那なさま、こちらにございます」

　そう言うとサッとテーブルの上に置き、部屋の一番隅にまで逃げてしまう。怯える姿に黒岩氏は小さくため息をつき、彼に下がるよう命じる。

「末吉、ここはもういいから仕事に戻れ」

　黒岩氏の言葉を聞くと家人はあからさまにホッとした顔をして、挨拶もそこそこに部屋から出ていった。

「いろいろあってね……この古鏡は屋敷の者たちにえらく嫌われているようだ」

　黒岩氏は独り言のようにつぶやくと厳重に巻かれていた布を解き、中身を取り出した。

　鏡の背には緑ろく青しようの錆さびが浮き、しかし葡萄の蔦つたが絡からむ文もん様ようの美しさは損そこなわれていない。

　桜は厳しいほど真剣な目で古鏡を見つめている。わからないながら米田も桜に倣ならい古鏡をじっと見ていた。

「手に取ってもよろしいですか？」

「ああ、構わないよ」

「それでは……失礼します」

　桜の申し出に黒岩氏はやや投げやりに答える。白い手袋をはめ慎しん重ちように古鏡を扱う桜を眺め、彼は自じ嘲ちよう気味な笑い声を漏らしソファーに深く座り直した。

「そんなに丁寧にしなくてもいいさ。海に投げ捨てても勝手に帰ってくるくらい頑がん丈じようなんだ。君が手荒に扱ったところで疵きずもつくまい」

　古鏡を大事にしないその言葉に桜の眉がぴくりと動く。

　なんとなく桜の怒りを察した米田は慌てて強引に話を逸そらした。

「あ、え～っと、それにしても立派なお屋敷ですね！　羨うらやましいな～！　黒岩様は欧おう州しゆうとの貿易で成功されたと伺いましたが……すごいなぁ～！」

　米田のよいしょに黒岩氏は皮肉な笑みを浮かべたが、大人おとなの対応として付き合ってくれる。

「私の家は代々幕ばく臣しんとして通つう詞じ（通訳）をしていてね。私も父の跡あとを継ぐべく蘭らん語ごや英語を学んでいたんだが、倒幕だのなんだので結局私の家は取り潰つぶされてしまった。かといって新政府の役人にも潜もぐり込めず、仕方なく培つちかった語学を使って貿易の仕事を始めたのさ……今となってはそれでよかったのかもしれないが」

「それでは、黒岩様は長なが崎さきの出で？」

「あぁ。出で島じま役やく人にんの小こ倅せがれさ」

「長崎は異国情じよう緒ちよ溢れる美しい街だと聞きます。一度は行ってみたいなぁ」

　米田が長崎を褒めると、黒岩氏の顔は苦しく歪んだ。

「あの街が私にとって美しかったことなんて一度もないよ。……長崎から抜け出せて、清々してるくらいだ」

　自分の故郷に恨みでもあるのか彼は憎にく々にくしげに吐き捨てると、また自嘲する。

「私は過去を美しく懐なつかしめるような、そんな思い出を持てなかった実につまらない人間でね……せっかく気を使って長崎を褒めてくれたのに、申し訳ない」

「あ……いえ……」

　黒岩氏の苦々しい口調にさすがの米田も返事に詰まり、気まずく目を泳がせた。

　そんな米田の苦戦を横に桜は真剣な顔で鑑かん定ていを続けている。

　文様の様式や古びの具合から、冥加屋のご隠居の見たとおり江え戸ど初期の作、状態もいい。しかし、鏡面は曇くもりきって光を反射せず、まったく像を結ぶことができない。

　これは光こう沢たく面めん保護のためガラスの裏面に金属を蒸じよう着ちやくさせたまだ裏面鏡と違い、金属面を磨いて光を前に反射させる表面鏡の持つ宿命ともいう弱点だ。

　鏡面である金属面は磨き手入れを続けないとすぐに酸化し曇ってしまう。

　この銅鏡は鏡として長く使われていない。そのため道具としての機能を失っているのだ。

　桜は古鏡から顔を上げ、黒岩氏に向き直る。

「この銅鏡はおそらく江戸初期の作、嫁入り道具の類たぐいではないかと見立てておりますが、黒岩様のお宅に代々受け継がれたものですか？」

　桜の問いに黒岩氏は首を横に振る。

「そのような大したものではない。二十年ほど前、当時の住まいに小こ包づつみで届いたものだ」

「失礼ですが、前の所有者とは、どのようなご関係ですか？」

「……あぁ、古い……知り合いだ」

　少しだけ言葉を濁にごし答えると、黒岩氏は桜の手元の銅鏡をじっと見つめてから、不意に目を逸らした。

「……その間、今回のような『幽ゆう霊れい騒さわぎ』は起きなかったのですか？」

「ああ、起きていない。といっても、私も仕事で海外を行ったり来たりしていて、その古鏡は当時住んでいた家に置きっぱなしだったからね。……ようやく事業も軌き道どうに乗り、日本に腰を落ち着けて三年前に屋敷を建てしばらくしたら、この幽霊騒ぎだ」

「……それで、この古鏡を売り払おう、と」

「そういうことだ」

　古鏡のしっかりとした来歴まではわからなかったが、幽霊騒ぎが始まった時期は特定できた。桜は別の疑問を投げてみることにした。

「もう一つ、お聞きします。──なぜ、屋敷に戻ってきた古鏡を手元に置いて、冥加屋さんに返金したのですか？」

　すると黒岩氏の表情がわずかに曇る。

「私はその幽霊を一度も見ていない、だからそんなもの信じてはいないが……あえて言うならば……罪悪感、かな？」

　黒岩氏はそれ以上は語らず、黙り込んでしまった。

　桜は曇った鏡面にそっと触れ、古鏡に宿る気配を探った。

『どなたか、いらっしゃいませんか？』

　桜は口の中だけで呟き、問いかける。しかし古鏡はなんの反応も見せず、沈黙したままだった。

　二百年以上の時を経た器物で、しかも幽霊騒ぎを起こすほどの古鏡。なんらかの力を持っているはずなのに、古鏡からは付喪神の放つ独特の気を感知できない。

　──付喪神が憑ついていないとしても……どうしてこの鏡はこんなにも静かなのかしら？

　桜は疑問を感じ、鏡面を覗き込む。

　仮に幽霊騒ぎがなんらかの勘かん違ちがいだとして古鏡に何も憑いていなかったとしても、これほど周囲の人間に「幽霊憑きの古鏡」と畏おそれられれば、自然と何らかの力を帯びてしまうはず。

　──こんなにも何もないのは……逆に不自然だわ。

　桜が影しか映らない鏡面を見つめていると、黒岩氏との会話に息苦しさを感じていた米田も隣から鏡を覗き込んだ。

「あれ？　俺の顔、全然映らないな。目鼻が失なくなっちまったかな？」

　米田が冗談めかして言った瞬間、古鏡がわずかに反応した。

『……ど……して……の』

　幽かすかなさざ波が鏡面を震ふるわせる。

　桜は慌てて気配を追ったが、揺らぎはすぐに消え、古鏡はまた沈黙に戻るのだった。




（この古鏡、徴収だ）

　桜は米田の袖そでを軽く引き、小声で指示を出す。

（了解）

　米田も小声で答えると、すぐさま笑顔を作り黒岩氏に向き直った。

「この古鏡、大変興味深いお品です。どうでしょう、私どもにお譲ゆずり願えませんか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出すと、黒岩氏は片眉を上げ意地の悪い顔を作る。

「冥加屋に話を聞きながら買い取りを望むとは、何が目的だ？　──君たち、古道具屋にしては少々空気が剣けん吞のんすぎる……何者かな？」

　成功した実業家らしく、黒岩氏は米田たちの違和感を見抜いていた。

　ごまかす言葉が見つからず口くち籠ごもってしまった米田と桜に、黒岩氏は意地の悪い顔のまま笑い、すぐに質問を撤回した。

「ハハハ、すまない。ちょっと意地悪なことを言ってみたかっただけだ。君たちの正体なんて、はっきり言ってどうでもいいんだ。──私はね、その鏡に振り回されるのにもう疲れたんだよ。使用人どもは幽霊だ祟たたりだと騒いで、退職者まで出る始末……。売り払おうにも勝手に鏡は帰ってくる……。もうウンザリだ」

　陶人形の「悲しいおうち」という言葉を裏付けるような自じ暴ぼう自じ棄きにも見える黒岩氏の態度に、桜は眉を顰ひそめた。

「この際だ、金はいらない。私にとって、それはゴミ同然だ。さっさと持って帰ってくれ」

「しかし、それでは──」

　米田が異議を唱となえようとすると、黒岩氏は大きなため息をつく。

「戻ってくるたびに返金するのも面倒なんだよ……。私はこれ以上それを手元に置きたくない。君たちがその鏡をしっかり引き取ってくれるなら、成功報酬として差し上げよう。そういうことではダメかな？」

　疲れきった黒岩氏の声に、米田は何か言いたげだったが結局何も言わなかった。

「それでは、そのように然しかと承うけたまわりましょう──この古鏡はいただいていきます」

　桜はきっぱりと言い切ると、古鏡を包み直した。




　古鏡の包みを抱えた桜は肩を怒いからせずんずんと歩いていく。

「少佐、待ってくださいよ！」

　米田は先行する早歩きの桜をゆっくりとした足取りで追いかけた。

「なんでそんなに怒ってるんですか」

　桜は立ち止まって米田を睨んだ。

「怒らずにいられるか！　愛着がないとはいえ……あんまりではないか!!」

　叫ぶように怒ど鳴なると、桜は鏡の入った包みをぎゅっと抱きしめた。

「……でも幽霊が出るなんて言われたら、手放したくなるのも仕方ないんじゃ……」

「それでも！　それでも、もう少し惜おしんでやってもいいはずだ！　それを『ゴミ同然』だなんて……黒岩氏から見たら厄やつ介かいなただの物かもしれないが……こんなの、古鏡がかわいそうだ！」

　物は美術的価値でも見み出いだされない限り、壊れたり古くなればいつか捨てられてしまう。それは仕方のないことだ。

　しかし、人の役に立つためにと作られた物だからこそ、最後は感謝で送ってやるべきではないのか。

　この古鏡は黒岩氏にとって日用品でもなく美術品でもなかった。

　だが彼の手に渡るまで大事にされてきたからこそ、二百年以上も美しい姿を保ってきたのだ。

　この古鏡を愛してきた人々の思いを踏みにじる「ゴミ同然」という黒岩氏の言葉が、桜には許せなかった。

　桜は肩を震わせ俯く。

「あの男には物の声は聞こえない。だから物に心が宿るなんて知らない……それでも」

　桜の声に悲しみが滲んでいた。

　震える桜の肩を見つめ、米田は意を決して彼女の手を握る。

「こんな時、何を言えばいいのかわかりませんが……あそこに茶屋がありますから、ちょっと休きゆう憩けいしていきませんか？」

「え、何を!?」

　少々強引に手を引く米田に文句を言うタイミングを逸いつした桜は、モゴモゴと口の中だけで彼の無礼を責めた。




　茶屋の店先にある縁えん台だいに座っても、手を握られた驚きで桜の心しん拍ぱく数すうは上昇したまま元に戻らない。

　桜の気も知らず、米田はのほほんとした顔で壁に貼られた品書きを眺めていた。

「少佐も甘あま酒ざけでいいですか？」

　ドキドキしながら桜が頷くと、米田は甘酒を二つ頼んだ。「はぁ～い」と店員が返事をして行ってしまうと、二人のあいだに妙な沈黙が流れる。

「あ、あの！　……お天気、いいですね」

「何を今さら……」

　米田のセリフに思わず噴き出すと、彼も照れたように笑った。

　あ、この笑い方、好き。──自然とそんなことを考えていた自分に驚き、恥ずかしさで体温が二～三度上がる気がした。

　ほどなく甘酒が運ばれてきた。湯気を上げる温かな甘酒をフゥフゥと息を吹きかけ冷まし、少しずつ啜る。トロリとした甘さに、お腹の中から躰からだがじんわりと温ぬくもっていく。

　隣を見ると、米田も同じように湯吞みにフゥフゥと息をかけ甘酒を啜っている。その姿を見て、桜はふんわりと微笑ほほえんだ。

　先ほどの怒りと悲しみはいつの間にか和らいでいる。

　桜はようやく落ち着きを取り戻しホッと息をついた。

　──この人といると調子が狂くるってばかりなのに……。

　膝の上に置いた古鏡の包みに手を添え、桜はぼんやりと考えていた。

「まだ、さっきのこと怒っていますか？」

　米田は桜の機嫌を探るような、少々情なさけない調子で声をかけてきた。

「別に……もう怒っておらん！」

　先ほど自制できず激げつ昂こうした未熟な自分を思い返し、桜は反省はした。が、そんな姿を米田に曝さらしてしまったことが恥ずかしくて、つい強い口調になってしまう。

　桜の声に米田は肩をすくめたが、またすぐにニコリと笑い甘酒を飲んだ。そして一息つくと、おもむろに口を開く。

「……少佐はまた怒るかもしれないけど……俺、黒岩って人、そんなに責める気になれないっていうか……嫌いになれないんですよ」

「～～ッ、なぜだ？　あの男──」

　その言葉に桜が目を剝むくと、米田は慌てて補足する。

「ごめんなさい！　でもあの人、自分の生まれ故郷である長崎が美しくないって言ってたんですよ。過去の思い出も懐かしめないって……。それって、とても悲しいことなんじゃないか、って思うんです。自分の歩んできた今までについて、そんなふうに否定するってとても不幸なことなんじゃないかな……だから俺は嫌いになれないっていうか……かわいそうだなって……思って」

　米田は反論しようとする桜を見つめ、少し悲しい目をした。

「黒岩って人、寂しくて悲しそうな人ですよ」

　彼の静かな声に桜は陶人形の「悲しいおうち」という言葉を浮かべた。

「悲しいというなら……彼は何をそんなに悲しんでいるのだろうな？」

「わかりません……でも黒岩氏の態度から、この古鏡と何らかの関係があるような気もします」

　米田の言葉に、桜は黒岩氏との会話を思い返した。彼にはこの幽霊騒ぎの原因について心当たりがある、桜にはそう見えた。

　米田は桜の膝の上の包みを眺め、首を傾かしげる。

「この古鏡に聞けばわかるんだろうけどなぁ。……付喪神になら何かしゃべるかも──計はかり、お前、ちょっと聞いてみてくれるか？」

『ハァイ、聞いてみますユエ』

　いつの間にか顕けん現げんし米田の隣に座っていた計は、チョコチョコと桜の傍に歩み寄ると古鏡の包みに小さな手を乗せた。

『モシ汝なんじ、汝は誰だが子ゾ』

　計は問いかけ、しばらくすると首をコテンと傾ける。

『主様、このモノ、口がないユエ答えられませぬユエ』

　計の答えに、今度は桜がコテンと首を傾げた。

「口がない？　……のっぺらぼうだから答えられない、ということか……？」

「チョッ！　のっぺらぼうって……ややややや、やめて」

　米田が青ざめると、桜は苦笑いして古鏡の包みを撫でた。

「とにかく、この古鏡には何かが宿っていることはわかった。──なぜ口を閉ざしているのか……。──調査開始だ」

「はい、米田少尉、致します」

　桜は気持ちを改め顔を上げ直す。凜としたその表情に、米田も姿勢を正し返事をした。





[image: ]






　陽のあるうちに戻るのだぞ。小箱のお達しを守るべく夕焼けになる前に万葉堂に戻ると、奥座敷には式典用の正装姿の鳥とり山やま中ちゆう将じようと彼の秘書官がいた。

「おう、お帰り。早かったな。先にやってるぞ」

　やたら姿勢のいい秘書官に酌しやくをさせながら鳥山中将は笑い、酒を飲んでいた。

　なぜか床の間には御ご幣へいが置かれ、鯛たいの塩焼きや赤せき飯はんなど祝い事のような料理も箱はこ膳ぜんで並べられている。米田は呆あつ気けに取られ、ぽかんと口を開けた。

「今日の夕飯は、里さと芋いもの煮にっころがしとアジの干ひ物ものの予定なのに……」

　米田が思わず呟つぶやくと鳥山中将はガハハと笑った。

「そいつは酒の肴さかなにもいけそうだな、今から作ってくれても構わねぇぜ？」

　軽口を叩き機嫌よく飲んでいる鳥山中将とは対照的に、いつにも増して目つきの鋭い秘書官が無表情のまま米田を見み据すえた。

「何をしている。さっさと着替えてこい」

「は、はい！　致します！」

　秘書官の冷たすぎる声に米田は慌てて敬礼し、大急ぎで自室に戻った。




「チョッ！　どうなってるんですか？　なんで鳥山閣かつ下かがいるんですか？　あのご馳ち走そうなんですか？　着替えるって何に着替えるんですか!?」

「落ち着け、いっぺんに質問をするな！　──今夜は私たちの祝しゆう言げんを挙げる。閣下はその斎さい司しで、馳走は披ひ露ろうのためだ。着替えは軍服で構わないが、祝いの場なので正装にしろ。以上」

「いや、『以上！』って……」

　二階の部屋の前で桜を問い詰め、とりあえずの回答は得られたが抜本的にはわからぬままだった。

　そもそもこの結婚は「偽装」である。すでに夫婦としてこの万葉堂に越してきている。

　それなのに披露宴をする意味がわからない。──一体、誰だれに披露するというのだ？

　混乱する米田に桜は小さく笑い、彼の目をじっと見つめた。

「お願いだ。今こ宵よい、私と祝言を挙げてくれ」

　悲ひ壮そうなほど真剣な眼差まなざしの桜に、米田はそれ以上追及することはできなかった。

「……米田少尉、軍命により草薙少佐との祝言を、致します」

　少尉として硬い声で答えた米田に、桜は少し傷ついた目をする。

「……あぁ、よろしく頼む」

　少佐として桜は答えると、そのまま自室へと入っていった。




　複雑な気持ちで儀ぎ典てんの正装をして階段を下り座敷に行くと、同じく正装をした桜が彼を待っていた。

　キリリとした表情で前を見据え、緊張しているのか白い頰がわずかに赤みを帯びていた。彼女は珍しく紅べにを引いていて、それがひどく艶なまめかしい。

　正座する桜の袖そでには星せい章しよう二つ線章一本が輝いていた。

　米田は彼女が少佐という階級にいることを改めて思い知る。

　──やっぱり桜さんって、高たか嶺ねの花なんだなぁ。

　そう思うと急に胸が苦しくなり、彼女の隣に座ることに躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「おっ、ご両人さんが揃そろったな。米田くん早く座んなよ」

　敷しき居いの前に立ったままの米田に着席を促うながし、上座の鳥山中将は持っていた杯さかずきを飲み干す。

　二人が並んだことを確認すると、彼はそれまでのだらけた表情を消し、恐ろしい程真剣な顔になった。

「全員、平へい伏ふくしろ」

　米田は周りに合わせ畳たたみに手をついて頭を下げてみる。

　鳥山中将は座りなおし背筋を伸ばすと、床の間に置かれた幣ぬさに向かい静かに二度頭を下げる。顔を上げ姿勢を正すと、大きく息を吸い込んでから高らかに二度手を打ち鳴らした。




「掛かけまくも畏かしこき八や百お万よろずの大おお神かみ等たちの大おお前まえに鳥とり山やま是これ嗣つぐ恐かしこみ恐かしこみも白まおさく、八十日やそかびは有あれども今日きようを生日いくひの足日たるひと選えらび定さだめて、鳥山是嗣の媒なか妁だちに依より、大おお神かみ等たちの崇すう敬けい者しやと仕つかえ奉まつる米よね田だ雅まさ彦ひこと、草くさ薙なぎ桜さくらと、大おお前まえにして婚嫁とつぎの礼いやわざ執行とりおこなはむとす」




　朗ろう々ろうとした声で鳥山中将は祝詞のりとを奏そう上じようする。彼の声が響くに連れ、部屋の空気は張り詰め、異様な静けさを生む。




「永ながき契ちぎりを結むすび固かためて、今いまより後のち、天あめなる月つき日ひの相あい並ならべく事ことの如ごとく、地つちなる山やま川かわの相あい対むかへる事ことの如ごとく、互たがいに心こころを結むすび力ちからを合あわせて相あい助たすけ相あい輔あななひ、堅磐かきわに常盤ときわに変かわる事こと無なく、移うつろふ事こと無なく、神かむ習ならひに習ならい奉まつらむと誓詞うけいごと白まおさくを平たいらけく安やすらけく聞きこ食しめして、行ゆく末すえ長ながく二人ふたりが上うえに霊たま幸ちばひ坐まして、高たか砂さごの尾上おのえの松まつの相あい生おいに立たち並ならびつつ玉たま椿つばき八や千ち代よを掛かけて、家いえ門かど広ひろく、家いえ名のな高たかく、弥立いよよたち栄さかえしめ給たまへと、恐かしこみ恐かしこみも白まおす」




　鳥山中将は神事を終えると深く一礼し、そのまま深く深呼吸をする。

　ようやく顔を上げると、彼は末まつ座ざに控えていた秘書官に目配せをした。

「じゃ、二人に三み日か夜よの餅もちを食ってもらうか」

　色とりどりの餅が並べられた盆ぼんを秘書官は恭うやうやしく桜と米田の前に置くと、祝いの場とは思えぬほど険しい表情で彼を睨ねめつけた。

「歯を立てずに三つ食え」

「は？　歯を立てずに？」

　米田は言われたことの意味がわからず、思わず素すで聞き返すと、秘書官の目つきはいよいよ凶暴さを増した。

「……嚙み切らずに餅を三つ食うんだ。できそうにないなら早く言え。すべての歯をへし折って食べやすくしてやろう」

　──この人は要人の秘書官なのに、なんでいつも暴力的なの？　怖すぎるよ。

　米田はカクカクと何度も頷き、餅を手に取った。

「ゆっくりで構いません。くれぐれも喉に詰まらせないように」

「……老人じゃないから、大丈夫ですよ」

　心配そうにこちらを窺うかがう桜に笑って答え、米田は盆から小さめの餅を手に取り口に入れた。

　甘く柔らかなそれを歯を立てぬように気をつけて立て続けに三つ食べると、桜も盆に手を伸ばし、桃色の小さな餅を取り口に入れた。

　少し恥ずかしそうに米田から目を逸らし、吞み込むと、

「これで……私は、あなたの妻です」

　桜は顔を背そむけたまま小さな声で言う。米田の躰からだに桜の声がジワジワと広がり、喜びを上回る緊張に頰が強こわ張ばっていく。

「あ、ありがとうございます、よろしくお願いします」

　どうにも締まらないセリフで答えると、桜の頰は真っ赤になり、そうして頷いた。

　互いに赤い顔で俯く二人を前に、鳥山中将は厳しい表情で宣言した。

「おめでとう、お二人さん。──これで婚儀は成立し、草薙桜は米田雅彦の妻となった。何なん人ぴとたりも、たとえ神であろうとも、これより草薙桜を娶めとることは相あい成ならん」

　鳥山中将が言い切ると、唐突に座敷の空気が異様な圧を持つ。

　米田の胸元で懐中時計がキンキンと鳴りだした。

『あるじサマ、あの御おん方かたが参られるユエ！』

　勝手に顕けん現げんした計は悲痛な声を上げた。

「小娘！　お主ぬしは引っ込んでおれ！　今度こそ消されようぞ」

　すると、いつの間にか桜の後ろに控えていた小箱が米田よりも早く反応し、計に向かい符ふを投げつける。

『ふみゃっ！』

「しばらくおとなしくしておれ」

　本体である懐中時計が紙人形に包まれると、計の姿が消えた。

「計に何を!?」

　米田が声を荒らげると、逆に小箱に怒鳴りつけられた。

「壊されるよりマシじゃ！　あのような小さき童わらわを戦わせる気か!?」

　そうしているうちにミシリミシリと家鳴りが起こり、遠くより何かが断ち切られる音がする。

「結界がもう持ちませぬ」

　小箱が悲鳴のような声を上げると、桜は黙ったまま硬い表情で守り刀を握る。

　鳥山中将も軍刀を握り、鍔つばに親指をかけ鯉こい口ぐちを切った。

「香か取とり、奴やつこさんが来たら迷まよわず斬きれ」

「御ぎよ意い」

　秘書官・香取は鳥山中将を背にして立つと、日本刀の鞘さやを投げ捨てた。軽く腰を落とし脇わき構がまえを取ると、深く呼吸をする。

「米田、貴様は姫を援えん護ごしろ」

　香取は米田に短く命じると、フツフツフツと小さく唱えながら剣先を震わせた。剣先が揺れるたび、パチパチと音を立て静電気のような細かな光が集まっていく。

　異様な光景に米田には何が起こっているのか見当もつかなかったが、ただならぬ状況だということは言われなくともわかる。

「──致します」

　米田は桜を庇かばうように立ち、軍刀を構えた。

「こんな時にですが……一体何が来るんです」

　誰ともなしに米田が尋ねると、鳥山中将は口の端はを歪めて答えた。

「桜ちゃんに振られた、自称婚約者様だよ」

　その時、空間がぐにゃりと曲げられた。息苦しいほどの神気が漂い、空気の温度が急激に下がっていった。

「やれ、めでたい。賑にぎ々にぎしく祝いわい寿ことほぐ。めでたや、めでたや」

　昨晩聞いた声だ。

　低く美しい声こわ音ねは嘲あざけりを含み、彼がこの祝言を寿いでいないことなど明白だ。

　米田は畏い怖ふで震える手をごまかすように軍刀を強く握り締める。空間の歪みの中心にも青白い光が集まり始め、米田はそこから目を逸らさず睨み続けた。
















「封！」

　小箱は印を切りながら、集まる光に大量の紙人形を飛ばす。だが光を覆おおい隠そうとしたそれらは、届くことなく霧む散さんした。

「ぅぐっ、うぅ……」

　紙人形がすべて消えてしまうと、小箱は苦しげに胸を抑え唸うなりながら蹲うずくまる。

「～～ッ、小箱ッ!?」

　桜が名を叫んでも、彼女の忠実な従者は震えて唸り声を上げるだけ。

　その間にも、光はゆっくりと人の形をとる。

「シャァッ！」

　気を吐きながら香取は恐ろしい形ぎよう相そうで光の集合を逆ぎやく袈け裟さに斬った。

　ブツリと音を立て、光の集合は両断される。真まっ二ぷたつになったソレは徐々に光を失い、放っていた強い神気も弱まっていく。

　やったのか？　米田が目を凝こらしていると、斬ったほうの香取が口から血を漏らし、どうっと前のめりに倒れた。

　倒れ伏した香取は、死んでしまったようにピクリとも動かない。

「人の子に霊剣・布都ふつの御み魂たまを降ろし戦わせるなど……恐ろしいことをする。我が斬られれば、其そ処こな子は神殺しの鬼になれたのにのぉ」

　可お笑かしそうに笑うと、光は再び集まり完全な人の形を取った。

　白い直衣を翻ひるがえし、男は震えながらも守り刀を構える桜を見る。

「おいで、桜」

　人と人じん外がいが倒れ、なお二振りの刃を向けられている状況にもかかわらず、白い直衣の男は薄く笑いながら桜に手を差し出した。

「他人の嫁よめさんには手ぇ出すなって、偉い大だいな姉上様には教わりませんでしたかな？」

　鳥山中将は吐き捨てるように言うと軍刀を上段に構え、男の手首を斬り飛ばす。

　ゴトンとそれが落ちた。が、白い直衣の男は気にした様子もなく鳥山中将を一いち瞥べつする。

「相も変わらず、姉上の僕しもべどもは決まりごとに煩うるさく、つまらぬ者ばかりよの」

　そう吐き捨てると、眼がん光こうを強め鳥山中将を見下ろした。

「去いね、下げ郎ろう」

　言葉とともに鳥山中将は何かに押さえつけられ、べしゃりと床に這はいつくばる。

「ク、ぅぅぅぅ……」

　鳥山中将は苦しそうに呻き声を漏らしながらも、なお男を睨みつけていた。

　この場に立っている者は男の他には桜と米田だけになってしまう。

「少佐、下がってください」

　脂あぶら汗あせを滲にじませ、米田は軍刀を構え続けた。

　この場で一番訳もわかっていない米田に、目の前の敵と対抗する術すべなどない。それどころか、彼は敵の正体さえ知らない。

　そんな米田を楯たてにする。桜は心苦しさに唇くちびるを嚙かんだ。

　倒れ伏す鳥山中将たちを見回し、桜は恐怖に囚とらわれながらも必死に守り刀を構えて立つ。その足はガクガクと震えている。

　男はもう一度手を差し伸べた。鳥山中将に斬られたはずの右手は、いつの間にか元通りの形になっている。

「さぁ桜、一緒に戻ろうぞ。我の許もとに居おれば、何も憂うれうことはない。そなたに過大な期待をする者も、宿命を背負わせる者もいない。──我はそのままのそなたが欲しい。そなたも我の許なら自由じゃ」

　その言葉に桜の心は強く揺さぶられる。金色の目が輝き、桜の意識を吞み込んでいく。

「……そのままの私……自由に」

　幼い頃より優秀な巫み女こであることを求められていた。強い霊力を持つ者の役割として、桜の生きるすべてはあらかじめ定まっている。

　桜が自分自身のことで決められることは何もない。──自分の命を懸かける使命ですら、他人に課せられたものだ。

　しかし、こんなにも尽つくして最後に自分には何が残るのだろう。もしも霊力を失ったら、自分が存在する意味はあるのだろうか。

　──きっと私は誰にも必要とされない。ただの桜は誰も必要としない。

　桜の心の片隅に巣くう不安が一気に拡ひろがっていく。

　桜の背骨を支ささえていた「責務」が力を失なくし、姿勢がぐにゃりと撓たわんだ。守り刀を握る手が緩ゆるむ。と、その時──

「桜、ちゃんと後ろに下がって！　俺、弱いんだから、しっかりと守られてくれなきゃ守れないよ!!」

　米田は男を睨みつけたまま、苦しい息で叫ぶ。

「アンタ、なんだよ!?　桜の意思を無視しといて、自由なんてこと言うなッ！」

　米田はギリギリと歯を食いしばり、男に軍刀を向けた。

「祝言挙げたんだから、桜は俺の妻だ！　俺の大事な人なんだよ！」

　米田の声が桜に強く響く。桜を自分の妻だと言い切った瞬間、白い直衣の男と二人の間の空間の気にピシリと亀き裂れつが入った。

「言ことの葉はで縛るとは──面白い」

　男は目を細め、陰いん惨さんな笑みを浮かべた。

　米田の声に、揺らいでいた桜の意識が再びしっかり動きだす。陰っていたその瞳に光が戻った。

「……『さん』を付けろ、駄だ犬けんが」

　桜は呟くと守り刀を強く握り、米田を睨んだ。

「さ、桜さん！」

　情けなく慌てる米田にわずかな笑顔を見せると、桜は大きく息を吸った。

　──大事な人、そう言ってくれた気持ちだけは裏切りたくない。

「今宵、妻つま問どいと三日夜の餅の儀ぎ式しきに則のつとり、私は神前にて米田雅彦の正式な妻となりました。これを無理にも覆くつがえすは、誓いを認めた八や百お万よろずの神々への反逆。そうみなされる行いでしょう。──どうかお引き取りを。私はあなたのものではない……私は米田雅彦の妻！　誰にも文句は言わせません！」

　桜が大きな声で宣言すると、男はくつくつと笑いだす。

「……然さ様ようか、なんとあっても我を拒むか」

　金色の目が異様な光を放つ。濃のう密みつな神気に人である桜たちはうまく息が吸えずにむせたが、家中の骨董たちは共鳴を起こし、キィキィと甲かん高だかい悲鳴を上げていた。

「ならば致し方ない。我われとて高たか天まが原はらの一ひと柱はしら、これ以上姉上の機嫌を損ねるも厄介じゃ……ここは一いつ旦たん引こう」

　そう言うと男の輪りん郭かくがぼやけていく。

「ほんに、そなたは我を退屈させぬ。──力欲しくば我を呼べ、宵よい月づきの扉はいつも開いておる」

　青白い光はパッと散り、その光もやがて消える。あたりを支配していた神気は完全に消失し、元の世界が戻ってきた。







「いてててて……ひでぇ目に遭あったな」

　苦く悶もんの表情で這いつくばっていた鳥山中将は腰をさすりながら起き上がると、転がっていた杯を拾い、手て酌じやくで再び酒を飲んだ。

「米田くんよ、奴さんはもう行っちまった。これでしばらくはいいだろうよ」

　まぁ、その「しばらく」が三日なのか三年なのかは、わからないけどな。鳥山中将は胸の中だけで付け加え、桜の前で軍刀を構えていた米田に声をかけた。

　すると緊張の糸が切れたのか米田はへなへなとその場にしゃがみ込む。ようやく振り返ると桜の様子を確認した。

　桜は興奮しきっているのか、いまだに宙を睨み守り刀を構えている。その姿は手負いの猫のようで、心なしか髪が逆立っていた。

「草薙少佐、敵は退却しました。──桜さん、もう大丈夫みたいだよ」

　これ以上刺激しないように柔らかな声を出す。ゆっくりと立ち上がって桜に近づき、守り刀を固く握りしめている右手にそっと自分の手を添えた。

「もう大丈夫だから……こんな怖いもの、離しましょうよ」

　優しく手を重ね温めるうちに、桜の指から次第に力が抜けていき、守り刀が畳に落ちた。

「……怖かった」

　ポツリとつぶやく桜を抱き寄せると、彼女は無言で米田の胸に顔を押しつけた。

「桜さん、よく頑張ったね」

　米田はカタカタと震えだした桜を怖がらせないようにそっと抱きしめ、その頭を何度も撫でた。

「ごめんね……俺、もっと強くなるね……桜さんが怖がらなくてもいいように、守れるように……ちゃんと強くなるからね」

　誓いにも似た米田の言葉に桜は黙ったまま頷き、守り刀を握っていた手で米田の軍服をギュッと握った。




「お～い、もういいかぁ～？　そろそろ俺もウチのカワイイ秘書官殿を起こしてやりてぇんだが？」

「～～～やっ！」

「いやっ！　違います！　誤解です！」

　鳥山中将の声に桜と米田は慌てて離れ、真っ赤になって気まずく俯いた。

「おっさんは野や暮ぼですまねぇな……お～い、香取、生きてるか？」

　赤くなる二人に苦笑し、鳥山中将は倒れている香取の傍ににじり寄る。

　桜と米田は蹲うずくまる小箱と倒れたままの香取に改めて驚き、慌てて声をかけた。

「こ、小箱！　大丈夫か!?　香取さん、しっかりしてください!!」

「小箱！　目を覚まして」

　桜が駆け寄ると、小箱は苦しそうに呻きながら起き上がり、真っ先に米田を睨んだ。

「……小僧、調子に乗りおって……何が『俺の妻』だ……あな憎し……」

　──アンタ、結局どっちの味方なんだよ!?

　そんな言葉を無理やり吞み込み、米田は意外と元気な小箱の様子にほっと息をついた。

　桜は泣きそうな顔で小箱に縋すがりつき、彼の無事を喜んでいる。

「小箱が無事で……本当に、よかった」

「これほどに主様がご心配してくださるとは……小箱めは果か報ほう者ものにございます」

　胸元の桜の頭を撫でながら、小箱は勝ち誇ほこった顔で米田を見やる。

「あ～小箱サンが無事で、俺も嬉うれしいデス……」

　米田は大きなため息をついてから、棒読みで小箱の無事を祝った。

　一方、香取の意識はまだ朦もう朧ろうとしているらしく、鳥山中将が起き上がれない彼の世話を甲か斐い甲が斐いしく焼いていた。

「おい、香取よ、どこをやられた？」

「……腹が、減りました……」

「いや、そうじゃなくて……」

「……羊よう羹かんが食いたいです」

　謎のやり取りをした後、鳥山中将は肩をすくめ、倒れたままの香取の口に饅まん頭じゆうを突っ込んで、また酒を飲み始めた。







　ようやく全員の無事を確認し、米田はざっと座敷を片付け、改めて茶を振る舞った。

「そろそろ説明を願います──先ほどの男は何者ですか？」

　白い割烹着を着た米田が正座で鳥山中将を見み据すえると、彼は少し口くち籠ごもってから事情を説明した。

「あの御方は、夜を統すべる神、三さん貴き神しんが一柱、月読命つくよみのみことだ」

　予想もしていなかった大きな名前に米田は絶句する。

「確かに相手は三貴神ではあるが、朝ちよう廷ていが拝はいする天照大御神あまてらすおおみかみに退しりぞけられた荒あら御み魂たまでもある。望まれたからといって朝廷側の巫女である桜ちゃんを差し出すわけにはいかない」

　そこまで言ってから鳥山中将は茶を飲み干し、空からになった湯ゆ吞のみに手酌で酒を注ついだ。

「ま、そいつは建たて前まえだ。実情としちゃ、霊力の高い巫女にはいろいろと使い道がある。そんな利用価値の高い巫女を、神様とはいえそう安く渡せねぇってのが本ほん音ねだ。だから、あちらに取られないように、地上の楔くさびとして人間との結婚って手段を採とった。──米田くんよ、お前さんがその楔の花はな婿むこ役ってわけだ」

　この結婚には何か裏があるとは思ってはいたが、想定外の重い役柄を与えられていた事実に、米田は今さら困惑する。

「ちょっと待ってください、そんな重大なこと言われても……気持ちとか……」

　焦あせる米田に鳥山中将は姿勢を正し頭を下げた。

「すまない。荒御魂と対たい峙じさせるような危険な任務に騙だまし討うちで放り込んだ。全部俺の一存だ。責めるなら、俺を責めろ。……妻問いとして三日間女の許に通い、最後の夜に餅を食って夫婦になったと披露する三日夜の餅って結婚の儀式を成立させれば、とりあえず巫女の防衛作戦は成功だ。お前さんはこの任務をここで降りても責任は問われない、なんなら褒ほう賞しようとして特進させて──」

「そういうこと言ってるんじゃないんですよ！」

　米田が声を荒らげ鳥山中将の言葉を遮った。

「草薙少佐の気持ちはどうなんだって言ってるんですよ！　こんな利用価値だの結婚だのって……あんまりじゃないですか。一番怖い目に遭うの草薙少佐なんですよ？　それなのに……閣下たちのやってること、さっきの神様と一緒じゃないか！　草薙少佐だって……桜さんだって、嫌だとか怖いとか思う心がある普通の人間なんですよ！　こんな駒こまみたいに扱っちゃダメでしょう!?」

　軍人として逆らうことなとありえない階級の鳥山中将を、米田は席を立ち責める。

「もういい！　米田少尉やめろ!!」

　桜が米田を制したが、彼は止まらなかった。

「やめません！　……怖かったって、震えてたのに……こんなのひどすぎるだろ！」

「私はやめろと言っている。これは命令だ！」

　桜の厳しい口調に米田は悔しそうに膝を折り、小さな声で「申し訳ありません」とだけ呟いた。

「部下の指導が足らず、申し訳ございません」

　桜が深々と頭を下げ謝罪すると、鳥山中将は肩をすくめ苦笑した。

「やめてくれよ。桜ちゃんに頭下げさせたら、俺が悪役じゃねぇか」

　湯吞みの中の酒を空あけると鳥山中将は席を立ち、まだ起き上がれない香取秘書官を肩に担かついだ。

「まぁ、今夜は俺もコイツも満まん身しん創そう痍いってやつだ。悪いが、今日のところは俺たちも引かせてくれ。今後のことはまた話し合うってことじゃ、ダメか？」

　鳥山中将の申し出に桜は「承知いたしました」と答え、米田も渋しぶ々しぶ頷く。

「じゃ、また改めるな。桜ちゃん、悪いがそこまで見送ってくれ」

　まだ納得していない様子の米田に手を振り、秘書官を担いだまま鳥山中将は玄関を出た。

　万葉堂の外に出ると送りに出た桜を振り返り、にっこり笑う。

「……アイツ、いいやつだろ？　このまま本当に結婚しちまってもいいんだぜ？」

　その言葉に桜の耳が赤くなる。

「世を守るだの帝都の守護だの、そういう大義は大事さ。でもな、守るべきものの中に自分の幸せも入れとかなきゃ、全部絵空事になっちまうぜ？」

「……おじさま、私……」

「じっくり考えな。俺は霊力の有う無むだけでお前さんの婿役を選んだわけじゃねぇからさ」

　鳥山中将は優しく言うと、桜の返事を待たずに背を向けた。

「しかし、香取よ。お前、こんなに重かったか？」

「……十八より変わっておりません」

「俺が年取ったって言いてぇのかよ……」

　秘書官を肩に担いだままの鳥山中将は、見送る桜に大きく手を振り夜道を歩いていった。







　微妙な空気の中で米田は一方的に嫌われている小箱と部屋に取り残され、仕方なく黙って座っていた。米田と同様に小箱も気まずいらしく、不機嫌そうに明後日あさつてな方向を睨んでいる。

　──空気が……非常に重いです。桜さん、早く戻ってきてよ!!

　祈るような気持ちで表の方向を見ていると、突然小箱が咳せき払ばらいをした。

「んんッ！　……あ～、まぁ、なんというか……先ほどは、すまぬな」

「……は？」

「だから！　先程は主様のために、相すまぬと申しておるのじゃ！」

　小箱は苛いら立だちも露あらわに叫ぶと、米田から顔を背そむけた。

「主様は幼おさない頃からご自分の意見を言えるお立場ではなかった。どのような命めいにも是ぜとしか答えられぬ。……嫌だとは言えぬ主様のために、嫌だと言うてくれたこと、この小箱から礼を申す。──かたじけなし」

　小箱はぼそぼそと小さな声で礼を言うと、ムッとした顔のまま、また黙ってしまう。

　さっき以上に気まずそうな小箱に米田は思わず笑い、懐から懐中時計を取り出した。

「こっちこそ、ありがとう。計を守ってくれて。──ところで、この紙って破って剝はがしていいものなの？」

　紙人形に包まれたままの懐中時計を見せると、小箱は「あなや」と小さく呟いた。

「すっかり忘れておったわ。──解かい」

　小箱が指を横に動かすと紙人形は剝がれ落ち、転がり出るように計が顕現した。

『あるじサマぁ～ご無事でぇ～～』

　泣きながら抱きついてきた計を宥め、米田は笑った。

「泣くなよ、お前こそ無事でよかった。──小箱にもお礼を言うんだぞ」

『アヤツ、計をギュウギュウにするし、ドワーフの如きとんがり帽ぼう子しが妙なので、嫌いでございますレバ……』

「これはとんがり帽子ではなく立たて烏え帽ぼ子し！　この小箱とてお主のような雅みやびもわからぬ童わつぱは嫌いじゃ！」

　不服そうな計の物言いに小箱は憤ふん慨がいし、きぃきぃと喚わめいていた。

　喧けん嘩かというには微笑ましいやり取りを眺め、米田は「月読命」と呼ばれた男について考えていた。

「なぁ、『月読命』ってどんな神様なの？　俺、名前しか知らないけど、ツクヨミってぐらいだから月の神様だろうけど──」

　何気なく尋ねると、計と小箱の顔色が変わった。

『みだりに名を呼んではなりませぬユエ、名を口にすれば縁えにしが深まってしまいますレバ！』

　計の怯おびえぶりに米田が慌てて口を噤つぐむと、小箱が重々しく口を開いた。

「あの御方は我ら付喪神とは違い、はじめから神として顕あらわれた最も尊とうとい存在。『古事記』では伊弉冉尊いざなみのみことの治める黄泉国よみのくにから伊弉諾尊いざなぎのみことが逃げ帰り、禊みそぎ祓はらえをした時に左目から天照大御神、右目から月読命、鼻からは建速須佐之男命たけはやすさのをのみことの三さん貴き神しんが生まれたとされておる。『日に本ほん書しよ紀き』では伊弉諾尊と伊弉冉尊のあいだに生まれたとも、伊弉冉尊が右手に持った白ます銅みの鏡かがみから成り出いでたとも……。諸説はあれど、高天原の頂点である天照大御神と並ぶ存在であり、月と夜を統すべる偉大な神霊であることは変わらぬ。──そして、気分を害したという理由で五ご穀こくを司つかさどる保食神うけもちのかみを殺した荒御魂でもある。神々の間でも禁きん忌きの神殺しをし、それを許された、そういう恐ろしい御方じゃ」

　そこで話を切ると小箱は少し口を閉じ、苦い表情を作る。

「……あの御方は一度『神隠し』で主様を拐かどわかした。主様は機転を利きかしてあの御方の檻おりから逃げ果おおせたが、それがきっかけで主様はあの御方のお気に入りになってしまわれた──神に戯たわむれの相手として選ばれ、縁を結ばされて……」

　戯れという言葉に米田はギリギリと奥歯を嚙んだ。あの金色の目は桜が怯える様を楽しんでいた。恐怖に震えながらも必死に抗あらがう桜の姿を、面白がり愛めでていたのだ。

「神様なのに……なんでひどいことを」

　呻くように苦しい言葉を漏らすと、小箱は皮肉に笑った。

「神にとっては善も悪もない。人の子の都合に合えば善、合わなければ悪。そう呼ばれる、ただそれだけのこと……もとより神は気まぐれなもの」

　米田は何も言えず暗い顔で俯うつむくと、計が心配そうに彼の袖に触れて寄り添った。

「あの御方は主様が十八になったら娶ると、勝手に契約されたのだ。……本来ならば主様も、もっと強固な結界に籠り身を守ればよい。しかし一族の中には主様をあの御方に贄として差し出すことを望む者もおるのじゃ。是嗣殿が軍を巻き込んで此こ度たびのことを画策してくれなんだら、主様は……」

　小箱は痛みを耐えるように握り拳こぶしを震わせる。

「主様は人の都合にも神の都合にも振り回されておる。……主様も阿あ呆ほうじゃ。そんな勝手な者どもの期待に応えようと、常に身を削って……いつかその身がのうなってしまうわ」

　ようやく桜が背負っている重荷が見えた。しかし、それはまだ一端でしかないのだろう。

　少佐としての責務、巫女としての使命、それを果たさねばならないという期待と重圧。あの細い肩にはたくさんの重荷が載せられている。

「……そういう重いもの、俺にも少しぐらい分けてくれたらいいのに」

　無意識のうちに小さく呟く。米田の微かな声を聞き留とめた小箱は、少しだけ目元を和やわらげた。







　騒乱の祝言の夜は更ふける。

　非日常の戦いのあとではあったが、桜はいつものように布団を敷いて眠る準備をした。米田も同様に支度をしているようで、がさごそと物音がしている。

　この生活もいつまで続くのだろう。ふと不安になり、桜は部屋を仕切る襖を眺めた。

　万葉堂という家か屋おくを用意し、任務と称してままごとのような結婚生活をしたのもすべて、古式に則った婚姻に見立てるためだ。

　儀式が成立した以上、この状態を続ける理由はなくなった。明日、新たな軍命でこの暮らしが終わったとしても不思議はない。

　──米田少尉の作った里芋の煮っころがし、まだ食べてないのに……

　そんなことを考える自分がいることに、桜は少し驚いた。

　作戦遂行のため、一緒に行動しただけ。それだけの関係でしかないのに……。その時、

「草薙少佐」

　襖の向こうから米田が声をかけてきた。突然のことに、肩が震える。

　桜は少佐の顔を繕つくろい、冷静な声を出すように意識をする。

「何か用か？」

　内心の動揺を押し隠し、彼の返事を待っているとしばらくして声が返ってきた。

「明日も……明日も特殊器物の調査と徴収、がんばりましょうね！　俺、……」

　無駄に元気な調子でそう言うと、米田はまたしばらく黙ってからポツポツと話した。

「俺、優秀でもないし、霊力があるって言われたって何ができるわけでもないけど……この任務がんばります。なんでも命じてください、ちゃんと従います。草薙少佐の部下としてで構わないから……これからも傍そばに、置いてください」

　米田は緊張しているのか、声がわずかに震えていた。桜は静かににじり寄り、襖に手を当て尋ねた。

「……どうして？」

「……草薙少佐は俺に視みえてもいいって言ってくれたから……あなたの傍にいれば、俺は自分を騙だまさなくていい……そんな場所、俺にはもうあなたの傍しかないんです。俺の勝手な都合でごめんなさい、でも俺にはあなたが必要だから……」

「私は米田少尉に必要、なのか？」

「はい……必要です」

　米田の真しん摯しな声が桜の胸の奥を温めていく。

　桜は襖の引き手にそっと手を伸ばし、わずかに引いた。

「……手を」

　音にならないほど小さな声で囁くと、米田は襖の間から手を出した。

　骨張って大きな米田の手に桜は自分の手を重ねてみる。温かく、少し硬い手触りに桜は目を閉じた。

「手を握ってくれ」

「……はい」

　指を絡からめて手を握り合う。米田の掌は汗ばみ、それがなんだかおかしかった。

「今夜は、手をつないで眠ってもいいか？　その……私たちは、夫婦だからな」

　上うわ擦ずる声でそう言うと、米田の指には力が籠り、手を強く握り返された。

「は、はい……夫婦、ですしね！」

　灯あかりの消えた部屋の、わずかに開いた襖のあいだからは、暗くて互いの顔は見えなかった。ひどく上気した顔を見られないことに、桜は安あん堵どの息をついた。



















　その夜、店先に置かれた古鏡の包みに蛍ほたるが留とまった。

　青白くそして金色に輝く蛍は怪しい光を二度三度放ち、不意に消える。すると闇はまた静けさを取り戻し、静かなまま。

　光を反射させるモノ、円い鏡は今はまだ眠りの中にいる。




　同時刻、一人の男が苦く悶もんの表情を浮かべ眠っていた。眠りながら、男は寝しん台だいの中でもがき苦しんでいる。

　恐ろしい夢の世界で男はひたすら走り続ける。

「……どこに、いる……私を置いて……行くな」

　追いかけても追いつかぬ影を、それでも追いかけ、男は悲痛な叫びを上げる。

　何度名を呼んでも、あの影は振り返らぬ。それをわかっていながら、男は苦痛に耐え、必死で影を追い走り続けた。

「────ッ！」

　かつては一緒に暮らした愛いとしい名であった。今は彼を支配する絶望の名でもある。
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　爽さわやかな朝は米よね田だの鼻歌で始まった。

「せっかくのご馳ち走そうだったのに、ホントもったいないな～」

　惜おしむようなセリフとは裏腹に米田の声は弾はずみ、様子を窺うかがうのがバカバカしくなるほどの上じよう機き嫌げんだった。

　刺身は醬しよう油ゆ漬づけにして夕飯の時に焼いて、赤せき飯はんは蒸し直してご近所にもおすそ分け、尾お頭かしら付つきの鯛たいの塩焼きはご飯はんと一緒に炊たいて鯛めしと、残りは潮うしお汁じるに。

　米田は昨夜の宴えん席せきの残り物をてきぱきと調理しながらも時折、桜さくらと握にぎり合って眠った左手を見つめてはニヘニヘと笑っていた。

「夫婦～、ふうっふ～、俺たち、夫婦～」

　デタラメに歌いながら、手早く鯛の下処理をして潮汁を作る。

『あるじサマが嬉うれしいと、計はかりも嬉しゅうございますユエ！』

　米田の歌に合わせ青いドレスを揺らしはしゃぐ計に、台所に現れた小こ箱ばこは忌いま々いましそうに鼻を鳴らした。

「フンッ！　浮かれおって……朝からイライラするわ！　小こ僧ぞう！　下へ手たな歌など歌っておらず、しっかりと働け！」

　憎にく々にくしげに喚わめきながらも、小箱は茶の間に茶ちや碗わんや箸はしの用意をする。

　桜はまだ下りてこないが、米田は見えない尻尾しつぽをブンブン振りながら朝食の準備をしていた。

　鯛めしのいい香りが一面に広がる、もうすぐ炊き上がりだ。米田は潮汁の味を確かめ、小箱に声をかけた。

「もうすぐご飯できるから、少佐を起こしてもらえますか？」

「気軽にこの小箱を使うな!!」

　プリプリと怒りながらも、階段を上がり桜の部屋に声をかけた。

「主様、おはようございます。朝にございますよ、小僧が膳ぜんの用意をしております。起きてくだされ」

　優しく声をかけるも、桜からの返事はない。

「主様、失礼いたします」

　部屋に入ると、桜は布団を被かぶって震ふるえていた。

「小箱、今け朝さは後きぬ朝ぎぬということなのかしら？　こんな時はどんな顔をして会えばよいのでしょう!?　さっきから息苦しくて顔が熱い……風か邪ぜかもしれないから……このまま寝ていたほうがいいと思うの」

　桜の言い分に小箱は複雑な表情でため息をついた。

「主様、小僧を庇かばう気は毛もう頭とうございませんが、あの程度のことで後朝と言われてしまっては、さすがに気の毒というもの……普通の顔でお越しくださればいいですし、息苦しいのも暑いのも布団を被っておられるからで風邪ではございませぬ。……手を握っただけではありませんか」

「殿方と長時間、手を握ったのよ！」

　桜は布団の中で叫ぶと、ううぅと呻うめき丸まった。

「……昨夜の私は何を考えていたのでしょう。なぜあのような慎つつしみのないことをしたのかしら……自分でもわからないわ」

　数多くの恋文を運び様々な色恋を見守ってきた平へい安あん生まれの小箱は、桜の独ひとり言ごとに微妙な気持ちで笑う。

「それでは後ろ髪が引かれるような熱ねつ烈れつな後朝の文ふみでも代筆しましょうか？　小箱がすぐに届けますゆえ──ほれ、あやつがすかした顔で『思ひのほかに心こころ憂うくこそおはしけれな』と来る前に、お支し度たくなされ！」

「～～ッもうっ！　起きればいいのでしょ！」

　源げん氏じの君きみと若わか紫むらさきの後朝を引き合いにからかわれ、桜は憤ふん慨がいしながら飛び起きた。




　美お味いしそうな朝食が並ぶ茶の間に桜がおずおずと現れると、米田は満面の笑みを浮かべ、細々と動きだす。

「……おはよ、う……」

「おはようございます、今朝は鳥とり山やま閣かつ下かにいただいた鯛でご飯炊いてみました！　冷めないうちにどうぞ、どうぞ」

　甲か斐い甲が斐いしくご飯をよそい茶を出すと、割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの米田は今日も朝から元気よく働いている。彼のいつもと変わらぬ様子に、桜はなぜか腹が立った。

　──私はこんなに動揺してるのに、平気な顔してるなんて……。まさか、昨夜のようなことは慣れている、とか……！　破は廉れん恥ちです！　帝国軍人が……嘆なげかわしい!!

　あらぬ疑いにジロリと睨にらむと、目を合わせた米田は頰ほおを染めつつも、わけがわからず小首を傾かしげる。

「あ、もしかして……鯛めし、お嫌いでしたか？」

「そうではない！」

「じゃあよかったです。自分で言うのもなんですが、美味しいですよ！」

　ホカホカと湯気を立てるおひつからは美味しそうな香りがする。正直な桜の腹は急に空腹を訴うつたえ、素直に箸を取るよう命じていた。

「い、いただき、ます」

　小さな声で言い箸を取ると、米田は少し不安そうなしかし期待に満ちた目で桜を見ていた。椀の潮汁を一口啜り、茶椀に箸を付ける。

「おいしい」

　それまで不機嫌だった桜の顔が笑顔になり、ニコニコと鯛めしを頰張る。

「おかわりもありますからね、たくさん食べてください！」

　桜の様子に米田は見えない尻尾をちぎれるほど振り回し、ようやく自分も食事に取りかかるのだった。




　結局桜は鯛めしを二膳食べ、米田を大いに喜ばせて朝食が終わった。

　食後のお茶を淹いれ直すと、桜は姿勢を直しキリリとした少佐の顔になる。

「それでは、特とく殊しゆ器き物ぶつ徴ちよう収しゆう作戦における本日の行動計画を策定する」

　その言葉に米田もピシリと姿勢を直した。が、顔のニヤケは止まらない。

「今日からも、作戦は続行されるんですよね」

「中止の命は下ってない。よって作戦は続行である」

　平静を装っていても桜の耳は赤く染まっていた。

「先日、徴収に成功した古こ鏡きようについて詳しい鑑かん定ていをするとともに、引き続き来歴を調べ、憑ついているモノの正体を突き止める」

「……のっぺらぼうの幽霊の正体を探さぐるんですね」

　浮かれていた米田は冷や水を浴あびせられたように急に顔色を悪くし、ご機き嫌げんだったニコニコ笑顔は引きつったものに変わる。

　桜はすっと立ち上がり、店先に保管してあった古鏡の包みをとってくるとちゃぶ台の上に置いた。白い手袋を米田にも渡し、自分も着けると布を丁寧に解ほどく。

　青銅色の円まるい鏡はくすんだ表面を鈍にぶく光らせている。幽霊、という先入観があったためか、米田は不気味さに生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「黒くろ岩いわ氏はこの古鏡を二十年前に知り合いから贈られた、と言っていたが、幽霊騒ぎは新しい屋敷に移ってからだ。しかし当該品と一番長い付き合いの黒岩氏自身は一度も幽霊を見ていない」

　桜は黒岩氏との会話を思い出しながら古鏡の置かれた状況を時系列に並べてみた。すると、気になる点がいくつも出てきた。

　この古鏡は名のある職人の作というものではない。しかし、それなりに美術的にも歴史的にも価か値ちのあるものだ。

　その証拠に冥みよう加が屋やのご隠いん居きよは、安からぬ買い値をつけた。

「黒岩氏は骨こつ董とうに対する知識も審しん美び眼がんもお持ちのようだ。この古鏡の価値もある程度わかっていたと思われる。──これは知り合い程度の相手に郵送するようなものではない」

「借金の代わり、もしくは担保という線もありますよ」

　米田の指摘に桜は首を横に振った。

「私もその可能性を考えたが、そうだとしたらますます郵送という手段に疑問を感じる。もし紛ふん失しつしたり破は損そんしたら？　金銭の代わりとするなら、確実な手渡しや代理人に持たせるなど、そのくらいの慎重さがないとおかしいとは思わないか？」

「う～～ん、確かにそうですよね」

　米田が唸ると、桜は唇くちびるに指を当て考え込む。

「すると今度は、この古鏡の旧所有者の思おも惑わくが疑問となってしまう。黒岩氏はその人物との関係については言葉を濁にごし、古い知り合いとしか答えなかった」

「明らかに何もしゃべりたくない、という態度ですよね」

　米田はちゃぶ台の上の古鏡を眺めた。なんの気配もなく、静かなまま。

「……古鏡が口を閉ざす理由はおそらく来歴に関わっている。一番長くこれに接していた黒岩氏が幽霊を見ていないのは、おそらく彼にだけ姿を見せない理由がある。そして彼も幽霊を見ていないのではなく、自分にだけ幽霊が姿を見せないということに感づいている」

　桜の推察に米田は首を傾かしげる。

「それは黒岩氏が、幽霊の正体についてある程度予測をつけている、とも聞こえますが」

　その言葉に桜は頷いた。

「そうだな、私はそう思っている。彼はこの幽霊騒ぎの原因を知っている、そして鏡を処分することでその因縁を断たち切ろうとしている」

　桜の言葉に、米田は黒岩氏が故郷の長なが崎さきについて語った時の苦しい表情を思い出した。

「あの人……故郷もそんな感じで断ち切っちゃったのかなぁ……そんな悲しいの、俺は嫌だな……あの人、寂さびしくないのかなぁ」

　米田はポツリと呟く。桜はその呟きに悲しく微笑み、古鏡の表面を撫なで柔やわらかく語りかけた。

「お前は、ずっと一緒にいてあげたのにね」

　その瞬間、古鏡の表面がゆらりと揺れた。曇くもった鏡きよう面めんに白い影がぼんやりと映る。

『……いっ……しょに、……たい』

　幽かすかな声に桜と米田は鏡に見入り、耳をそばだてた。

「古鏡殿、お話をさせてください」

　桜は慌てて呼びかけたが、古鏡はまた沈黙してしまう。

「小箱、追いかけて！」

「御ぎよ意い」

　桜は小箱を呼び出し古鏡に潜もぐれと命じる。しかし、小箱が古鏡に触れたとたん、その手は弾はじき返された。

「～～ッ！　こやつ、結界を張って拒こばみよったわ」

　小箱はぼやきつつ弾かれた左手を押さえ、顔を歪ゆがめた。

「結界を張る力があるほどとは……この古鏡は自分自身で結界に閉じこもり姿を隠していたのですね」

「おそらくは……しかし、文を結び付けておきましたゆえ、こやつに動きがあれば報しらせは届きまする」

「小箱、ありがとう」

　桜と小箱の会話が半分もわからなかった米田は、恥を忍しのんで手を挙げる。

「はい！　どういう状況なのか、素しろ人うとにもわかるようご説明願います」

　正直に尋ねると、小箱は勝ち誇ほこった顔でとても嬉しそうに笑い口を開いた。

「小僧は仕方ないのぉ。どれ、この小箱が教えて進ぜよう。──まず付喪神つくもがみにも格が有り、長い年月を経へたモノや強い思いを注そそがれたモノは付喪神自体の神格が上がり力も強い。当たり前ではあるが力が強ければ、それなりの術が使える。結界などはその類たぐいじゃ。その古鏡は結界を張った。主様の見立てでは作から二百年程度、よほどの強い思いを注がれたモノということになる」

「それ、何かまずいの？」

　米田の素そ朴ぼくな問いに小箱に代わり桜が答えた。

「強い思いとは執しゆう着ちやくのことだ。執着は……得てして恐おそろしいものだ」

　神に執着された桜が静かに告げる。米田は薄ら寒いものを感じ、改めて古鏡を見つめた。

　青く錆さび曇くもった鏡は何も映すことなく、不気味な沈黙を保っていた。







　古鏡の来歴を調べるにも、銅鏡も持ち主である黒岩氏もしゃべる気はないようだ。そこで桜たちは彼の周辺人物を探り、過去を調べることにした。

　麴こうじ町まちの黒岩邸の通用門が見える場所に身を潜ませ使用人を見張り、彼らに声をかけることにした。

「昨日きのうの今日きようですしね……あまり連日訪ねては怪あやしまれますから、変装して別人のふりでもしたほうが……」

　山やま高たか帽ぼうに丸メガネに付け髭ひげの紳しん士し風ふうの変装をした米田は勝手口から出てきた使用人ひとりひとりに話しかけてみた。が、なかなか成果は上がらない。

「すみません、ちょっとお尋たずねしてもいいですか？」

　変装をした米田が声をかけると、使用人たちはすっと目を逸そらし無言で足早に立ち去ってしまう。

「おかしいなぁ～、こんなに紳士的に聞いているのに誰だれも答えてくれないなんて……」

「……そんな怪しげな紳士は誰も相手にしないと思うが」

　呆れ気味の桜は米田の襟えり首くびをむんずと摑むと、付け髭を無理やり剝がした。

「イデデデデデ！」

「こんな見るからに怪しい髭を着けているから、……少尉はそれほど印象に残る男性ではない、そのままで大丈夫だ！」

「え？　……それって、どういう意味……」

　さりげなくひどいこと言われてない？　ショックを受ける米田をよそに、桜は真剣な顔で張り込みをしている。

「あ、来たぞ！　早く行け！」

　無む慈じ悲ひな上官殿の命令に涙目になりながらも、米田は門を抜け出てきた仕事上がりらしい使用人の女性に声をかけた。

「すみませ～ん、少し伺うかがいたいのですが？」

　桜の指示が功こうを奏そうしたのか、使用人の女性は米田の申し出にあっさりと応じた。




　ちょっとそこいらでお茶でも飲みながら……と茶ちや店みせに入ってみたらし団子をひと皿振る舞うと、黒岩家の女中お政まさの警戒はすっかり解け、米田の質問にも素直に答える。

「あの屋敷の住み込み使用人なら、ほとんど幽霊を見てると思うわ。みんな怖がって仕事覚える前に辞めちゃうくらいよ。アタシも二～三度見たことあるけど……」

「やっぱり、白いほっかむりをしたのっぺらぼうだったんで？」

　米田の問いにお政はくすりと笑った。

「ほっかむりって……アタシには洋装の、なんていうのかしら……西洋のご婦人が被かぶってる布があるじゃない、アレみたいな感じに見えたわ」

「ヴェール、ですか？」

　桜の補足にお政は「そうそう」と頷き、お茶を飲み直すとため息をついた。

「アタシもさぁ、独身の大金持ちが住んでるお屋敷に奉ほう公こうの口があるって言われて変な期待をして飛びついたんだけど、肝かん心じんの旦だん那な様は女を寄せつけない堅かた物ぶつだし、おまけに若い書生さんは幽霊怖がって居い付つかないし……まったく、目論見もくろみが外はずれたわよ。──ね、米田さんって若いのにもうお店持ってるんでしょ？　よく見たらいい男だし、今のお屋敷辞めたらアタシが身の回りのお世話してあげようか？」

　そう言ってお政は米田に色っぽく微笑みかける。「ハハハ、またまたぁ～」と米田が愛あい想そ笑わらいをすると、桜は無表情のまま彼の足を思いっきり踏ふんだ。

「イギャァッ!!」

「生あい憎にくと、主人の身の回りのことは私一人の手で足りておりますので」

　桜は米田のつま先を踏みにじり、「おほほほ」と品良く笑っている。

　気を取り直し（と言っても涙目のままだったが）米田はお政に黒岩氏をよく知るような古参の使用人がいないか尋ねてみる。

　お政は首を傾げ、考えながらゆっくりと答えた。

「長く勤めているっていうと執事の末すえ吉よしさんくらいかしら？　お屋敷が建つ前から旦那様に仕えてた女中頭がしらのお清きよさんが三年くらいいたけど、その人も幽霊騒動が起きる前にもう年だからとかって辞めちゃったしね……。アタシもお暇を取りたいんだけど、あのお屋敷、お給金がいいからふんぎりがつかなくてさ。でもね、みんなすぐに辞めちゃうから残ってるアタシたちが大変でねぇ。この前も新入りに仕事教えてたんだけど──」

　彼女は茶を啜りみたらし団子をかじると、聞いてもいない仕事の愚ぐ痴ちを始めた。結局みつ豆を追加して、桜と米田は彼女の職場の不満をたっぷり二時間聞かされたが、成果として、黒岩氏に長く仕えたという元女中頭の住所を知ることができた。

　まだ愚痴り足りなそうなお政と別れた頃には、陽は随ずい分ぶん傾いていた。

　家路を急ぐ人々を眺め、米田は何気なく桜に笑う。

「俺たちも暗くなる前に、うちに帰りましょう。遅くなったらまた小箱に叱しかられちゃいますしね」

　色気も何もないたったそれだけの言葉だった。しかし桜には嬉しくて優しい言葉だった。

　おうちに帰り、小さなちゃぶ台を挟はさみ一緒に食事をする。たわいもないおしゃべりをする相手が、すぐ傍にいる。

「はい、一緒におうちに帰りましょう」

　桜は米田は我が家に続く道を二人で並んで歩き始めた。







　夕飯が終わると、桜はちゃぶ台に古鏡と文ぶん献けんを並べ調べる。

　古代より鏡には神聖な力が宿るとされ、御ご神しん体たいとして祀まつる神社も数多くあり、特に名高いのは伊い勢せ神じん宮ぐうの八咫鏡やたのかがみである。

　黒岩氏の所有していた古鏡の制作年代は十七世紀中期、江え戸ど時代に入ってからだ。

　制作年代や様式から見て、嫁入り道具などの、少し贅ぜい沢たくに作られた日常雑器の部類であろう。

　──いくら思い入れがあったとして……二百年ほどしか時を経ていないモノが、千年からなる付喪神の小箱を退けるほどの強い結界を張れるものなのかしら？

　桜が考え込んでいると、米田は温かいお茶と一緒に落らく雁がんを盆ぼんに載せやってきた。

「甘いもの食べると、疲れが取れますよ」

　その言葉に桜は書物から顔を上げ、休憩を挟むことにした。

　米田は自分で座布団を敷くといつもの位置に座り、桜が読んでいた文献を覗のぞき込む。古語で書かれたそれらを見て、手伝いますという言葉を吞み込んだ。

「しかし、この古鏡さんはなんであのお屋敷に帰るんでしょうね。あのお屋敷の何にこだわっているんでしょう？」

　米田のもっともな疑問に桜も振り出しに戻って考えた。

「……持ち主と相互に信頼と愛着があり、互いに呼び合っている。そういった関係であればモノが物理的に動くような強い力が生じることもあるかもしれない。この場合、モノだけでなく持ち主の力も共鳴するからな……。しかし、黒岩氏に古鏡に対する愛着があるようには見えない」

「そうですよねぇ。そうなると、一方的に古鏡が帰りたいと思って、実行していることになりますよね」

　米田の同意に桜はますます考え込んでしまう。

「付喪神の力は経た時間の長さと持ち主の思いの強さに比例する。強い思いが込められたモノは、時に古い付喪神の力を上回ることがある。しかし、それは稀まれなことだ。どんなに持ち主が強く思っても、一人や二人の思いの丈たけでは千年という年月に打ち勝てない」

　千年という月日を経たという事実はとても重いものだ。

　それは千年間途切れることなく、慈いつくしみ、大切に扱い、時には修復を重ね、子々孫々がそれを守り伝える。千年の間大きく形を損なわずにモノが存在することは、そういった歴史をつなげた証あかしだ。

　長い年月、人々に愛され続けた、それが付喪神の力の源みなもとでもある。

「う～～ん……そうすると、たくさんの人にものすごく大事にされたモノかもしれないってことですよね」

「この古鏡は日常の中の生活雑器だ。いくらなんでも二百年そこそこで、それほど所有者を替え、しかもその全員に強く思われるものだろうか？　持ち主に愛着が生まれなければ強い思いも生まれない。──だからこそ、この古鏡の力の強さは不自然なんだ」

　桜は曇った古鏡を見つめてみた。確かに細さい工くの美しい鏡で骨董としての価値はある。しかしそれだけだ。

「じゃあ逆に、どんな状態だと短い年月で力の強い器物ができるんですか？」

　米田の問いにいつの間にか茶の間に現れた小箱が答えた。

「それは霊力の高い人間が作ったモノじゃ。霊力を注がれ自分の魂を削り作られたモノには最初から強い御み霊たまが宿る。古いにしえの刀かたな鍛か冶じや絵師などにそういった人物が数人おったが、当世には少ないのぉ。あとは御神体として多くの人に崇あがめられると、祈りの力で強い神性を帯おび本物の神になることがある──どちらにしても、千年からなるこの小箱を超える条件としては難なん儀ぎじゃのぉ」

　小箱の物言いには多分に優越感が含まれている。しかし、その嬉しそうな顔を見ると、米田には文句が言えなかった。

　小箱は千年間人に愛されたことを誇りにしている。だからこそ桜に愛や喜びを持って仕えているのだろう。

「小箱……お前って結構、可愛くていい奴なんだな」

「……なんだ、突然……気色悪い」

　男同士の妙なやり取りは放っておいて、桜は古鏡の強い力の謎なぞについて考えていた。

　小箱の言ったように、初めから念が宿るよう作ったと仮定する。

　この鏡は製造年代から推定して、土にヘラを押し当て文様を入れた型を作り、そこに溶とかした銅を入れ鋳ちゆう造ぞう。その後鏡面を研けん磨まし保護のため錫すずなどを鍍と金きんして作られる。

　いわゆる「一点物」のような製造過程では霊力を込めやすいが、鋳造という工程を持つ再元性の高いものに強い念を込めるのは難しい。たとえ込めたとしても、同じ型を使うほどに霊力が散り、弱まってしまう。

　──型を一度しか使わなかった。としたら……文様に特異性もないし、制作年代の技術から考えても、あえて型を一回しか使わなかった理由も見当たらない……可能性は低いですね。

　もうひとつ、ご神体であった可能性も考えてみた。

　しかし、その目的で作られたものにしては文様が葡萄だけで、神しん獣じゆうなどの図像もない。

　ただの生活雑器を御神体と崇あがめるような逸いつ話わがこの古鏡にあったと仮定し、制作時期が江戸の初期という時代の若さを補うほどの信しん仰こうがあったしても、黒岩氏の許に至いたる郵送という雑な手段と結びつきにくい。

「……何にせよ、謎なぞが多すぎる」

　桜は思考に行き詰まりを感じ、改めてため息をつく。

「まぁ、思い詰めずに、落らく雁がんでも食べて。──ただ、わかることはこの古鏡はあの屋敷にいたいってことですよね。何をしようと、あの屋敷にいなきゃいけない。そういう理由がこの古鏡さんにはあるってことですよね」

　皿を差し出す米田から落雁を受け取り、小さくかじる。口いっぱいに広がる甘味に桜は表情を和やわらげ、鏡を見つめた。

「そこに存在したい理由、か……」

　ふと桜は自分にそんな場所があるのか自問してみる。すると、瞬間的に今いる茶の間が思い浮かんでいた。

　──まだ、三日しか経たってないのに。

　のほほんとした顔で菓子を頰張り茶を啜る米田を見ると、わけもなく照れくさくなる。

　桜は前髪で顔を隠すように俯き、また落雁を口にした。







　夜よ更ふけ、パシリと大きな家鳴りが響ひびいた。

「じ、地震!?　雷かみなり!?」

　米田は慌あわてて飛び起き、部屋を出る。すると、廊下には同じように飛び起きたらしい浴衣ゆかた姿の桜がいた。

「下だ」

　短く言うと、桜は機き敏びんに階段を下りる。米田も急いで彼女の後を追い、階下の店舗に向かう。

「主様、古鏡が顕けん現げんしておりまする」

　そこにはすでに小箱が待機していた。桜は頷き、息を整える。

　廊下を進み、店舗を覗くと──

「～～～～ギィッ!!」

「シッ！　声を立てるな」

　悲鳴を上げかけた米田の口元を強引に塞ぎ、桜は彼の手を引き棚の陰に隠れた。

　白いヴェールを深く被かぶり、丈たけの長い白いドレスの裾すそを引きずる白い女は、ゆらゆらと揺れてさまよう。

　白い女の影は何かを捜すように、店の中をゆっくりと歩いていた。

「……白いヴェールに洋装……あれが古鏡の幽霊か」

　ひどく冷静な桜のつぶやきに、米田は震えながら何度も頷く。

　白い女の幽霊はフラフラと店の中を廻まわると、戸口へと向かっていく。

「で、出て、……いっちゃいますよ？」

「この敷地には私と小箱、二重の結界が張ってある。よほどのことがない限り破られることはないだろう。──小箱、結界の強化を」

「御意。──箱よ、閉じよ」

　小箱は姿を消し、顕現するための力を結界に注ぎ込んだ。

　とは言ったものの、絶対の保証があるわけではない。桜は結界が破られることも想定し、攻撃で足止めできるよう懐に忍しのばせた符ふを取り出した。

　白い女の幽霊が戸口に近づくと、結界の障しよう壁へきが発動し弾はじき返す。白い女は何度も拒こばまれながらも、外に出ようともがく。

　幽霊が痛みを感じるのかはわからない。それでも弾かれよろめきながらも前に進もうとする姿は、痛々しいものがあった。

「もう、やめなよ！　傷ついたりするの、痛いよ？　もうやめようよ……。今はここから出してあげられないんだ、ごめんね。できれば、あなたが帰りたい理由、教えてくれないかな？　何か、力になれるかも──」

　米田は白い女に話しかけながら無防備に近づいていく。

「～～ッ！　米田少尉、下がれ！」

　不用意な米田の行動に桜は符を構え声を上げる。すると、白い女は振り向き、米田を見上げた。

『待っテ……イラれ……ゴメ……ナ……い』

　雑音のようなくぐもった声を漏らし、白い女は顔を押さえ俯くと、溶けるように姿を消した。

　米田は白い女のいた場所をじっと見つめたまま動かない。

「米田少尉ッ!?」

　桜が駆け寄ると、米田は引きつった笑顔を浮かべたまま、唇を震わせ口を開いた。

「か、かかかかか、かお、顔が……なぃ」

　それだけ言うと、米田は腰を抜かしてその場にしゃがみ込み、「ヒィィィィィ」と情けない声を上げそのまま気絶した。




　真っ暗な店の中を一匹の蛍がフワフワと舞っていた。

　結界の壁に触れぬようゆっくり飛び回ると、やがて蛍は古鏡の包みに留まり、翅はねを休ませる。

『其方そなたノ願イ、叶かなエテヤロウ』

　蛍の青白い光に呼応し、古鏡がカタカタと震え音を立てる。

『あの人の苦しみが……れるように……』

　声にならぬ悲しい音はやがて青白い光に染まり、古鏡を包んだ。
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　翌朝は桜さくらのお説教から始まった。

「まったく……何もなかったからよかったようなものの……、あの古こ鏡きようは『力が強い』と再さい三さん言いましたよね。もし、攻撃的な反応をしたら、どうするつもりだったんです!?　何か対応策は用意しての行動だったのですか？　後先のない思いつきの行動は慎つつしんでください。こんなことが続いたら、私の心臓が持ちません！」

　一晩経たっても大変ご立腹な桜は、眉まゆを吊つり上げ米よね田だを叱しかる。

　興奮しすぎているのか、いつもの軍人らしい言葉遣づかいは消え、素すのようだ。

「申し訳ありません……本当に、ごめんなさい」

　素直に謝あやまる米田だが、桜の怒りは収まらない。

「私は誰だれかの心配をするのが苦手ですし、嫌いなんです！　ああいう無茶なこと、もうしないでください！　部下であれ夫であれ、私と一緒にいたいなら、それをちゃんと守ってください!!」

　桜は頭から湯気が出そうなくらい怒っていたが、彼女が説教するほど米田の顔はだらしなく崩れる。

　──それって、俺のことすっごい心配してくれてるってことだよね？　無茶苦茶気にかけてくれてるってことだよね！

　深く反省はしているが、どうしても笑みが浮かんでしまう。米田は頰ほおの裏側を嚙かんで、やにさがるのを我が慢まんした。

「何をニヤニヤしているのです！　もっと反省しなさい!!」

「ひゃい、反省してましゅ」

　桜の叱しつ責せきに、米田は血が出る勢いで歯を食いしばった。




　ようやく怒りが収まった桜と頰の内側を口こう内ない炎えんのように腫はらした米田は、引き続き古こ鏡きようの周辺及び来歴調査に出かけた。

　黒くろ岩いわ邸のお政まさから聞き出した、元女中頭がしら・お清きよの四よつ谷や見み附つけにある住まいは昔ながらの棟むね割わり長屋で、年老おいた彼女はそこに独ひとりで暮らしていた。

　いきなり訪ねてきた見ず知らずの二人に、至し極ごく当然だがお清は隠すことなく訝いぶかしげな表情を向ける。

　米田は無ぶ礼れいを詫わびつつ、骨こつ董とう屋やとしての自己紹介を簡単にし、早速本題を切り出した。

「私どもは黒岩様からお品を引き取らせていただきましたが、黒岩様もお屋敷の皆様も来歴をご存知なく……。こちらとしても素す性じようのわからぬ物は価か値ちが落ちてしまうので、何かお話を聞くことはできないかと、先様に長く仕えておられたというお清さんをお訪ねした次第にございます」

　米田が丁てい寧ねいに頭を下げると、お清は少しだけ警けい戒かいを解といた。

「立ち話もなんです、お上がりください」

　お清は二人を家に上げ、茶を振る舞う。

　女中頭を務めただけあって、お清はまるで武人のように隙すきがない。何か声をかけるべき隙がないかと米田が窺うかがっていると、お清は口を開いた。

「骨董のことと言われましても、旦那様が蒐しゆう集しゆうを始めたのは、お屋敷を建ててから。私は麴こうじ町まちに移って一年も経たたぬうちにお暇を頂いたので、何も存じません」

　取り付く島がない。

　あまりにもバッサリと会話の緒を断ち切られ、米田は一瞬反応できなかった。

「いえ、私どもは、黒岩様が古くから所有されていた、銅の鏡について教えていただきたいのです」

　桜の助け舟に米田は気を取り直し。乗った。

「え……ええ、そうです。あの古鏡にはなかなかの価値があるので、来歴を調べてもう少し作者や謂いわれを知りたいと思った次第で、す……」

　慌あわてて話を本筋に持っていくと、お清は一瞬、苦い表情になった。

「旦那様は……やっと鏡をお売りになるのですね」

　お清は小さくつぶやいた。複雑な色合いが含まれた声は、安あん堵どしているような、惜おしんでいるような。疲れた響きがあった。

「あの鏡について何かご存知なのですね」

　お清を見み据すえ、すかさず桜は質問ではなく確認をした。するとお清の顔は強こわ張ばり、すっと目を伏せて桜と米田からの視線を避けた。

「あの鏡から幽ゆう霊れいが出るという話はお聞きになりました？」

　桜が問い直すと、お清は目を伏せたまま何も答えない。

「白いヴェールを被かぶった女の幽霊が、夜な夜な何かを探しさまようのです。そのようなこともあって、黒岩様は古鏡を手放すことにしたと私どもはお聞きしました」

　淡たん々たんとした桜の口く調ちようにお清は深く俯うつむく。

　彼女は古鏡に関し、何か後ろめたい思いがある。──桜はそれを確信し、イチかバチかでお清に迫せまってみた。

「お清さんは、黒岩様にあの鏡を贈った人物とお知り合いですよね。──その人物と黒岩様の因いん縁ねんも……」

　お清の肩がびくりと跳ねた。ごまかしようのない反応にしばらく視線をさまよわせたのち、しかし首を横に振る。

「いいえ、何も存知上げません」

　そう答えるとお清は以降、口を閉ざした。







　万葉堂に帰ると、米田はきんつばを皿に盛り、作戦会議と称しようするおやつの支し度たくをした。

「あの人、絶対いろいろと知ってますよね」

「ああ、そうだな……」

　米田の話に生なま返へん事じをしながら、桜は考えていた。

　古鏡は二十年も前から黒岩氏の手にあった。しかし幽霊が出たのは一～二年前から。それ以前の騒ぎはない。

　お清が仕事を辞めた時期を境さかいに、怪かい奇き現象が始まった。時系列的にはそういうことになる。

　──お清さんが幽霊を封じていた？

　桜はその姿を思い出してみた。彼女からは霊力は感じなかった。

　しかし、確かにわかったこともある。

「お清さんは確実に、古鏡を黒岩氏に贈った人物を知っている」

　桜は声に出して言ってみた。すると米田が首をひねる。

「……つまり黒岩氏とお清さん、二人とも古鏡の送り主ぬしを知りながら隠している。ということになりますね」

「そうだな……。前の持ち主に関する情報を知られたくない。ではなぜ？」

　米田は唸うなって、情報を明かさない理由をひねり出してみる。

「例えば……実は黒岩氏とお清さんが共きよう謀ぼうして盗み出したものである、とか……」

「そうしたら、下へ手たに隠さずに『代々伝わる品である』とか『どこの誰それから買い受けた』ととぼけたほうが得策だ。中途半端に事実を語る意味がわからない」

「……じゃあ、二人は旧所有者との関係を伏せたい、とか？」

「それも、適当な噓うそでごまかせば……あ、罪悪感……！」

　桜は黒岩氏が口にした違和感のある単語を思い出した。

「罪悪感が……二人の口を閉じさせる」

「……なんすか、それ？」

「前の持ち主に対する、二人の感情」

　そう言ったきり黙って考え込む桜に米田は少し笑って肩を竦すくめると、茶葉を替えるため席を立った。







　その夜も深まると、古鏡から白い女が現れ店の中をさまよい始めた。

　あらかじめ待ち構かまえていた桜と米田は昨晩と同様に棚の陰に身を潜ひそめ、白い女の様子を窺う。

「今宵こよいも大丈夫でございますよ。昨夜と同じく小箱と主様の二重の結界が張ってありますゆえ、あの者では打ち破れますまい」

　小箱の自信満々な物言いに、米田は顔を曇くもらせた。

　昨晩のあの痛々しい行為をまた繰り返すのだろうか……。できれば、そんなことはしてほしくない。

　米田は祈いのるような気持ちで白い女の背に目を向けた。

　桜たちの監視中、白い女は一通り店をさまようと、戸口ではなく棚が置いてある西端の壁かべ際ぎわに歩んでいく。

　初めて見る動きに、桜の表情が険けわしくなった。

「昨日と、違う」

　白い女が手を伸ばし、指先で西端の棚に触れると結界の障しよう壁へきが発動した。

　チリチリと火花を散らし、白い女の指先を拒こばむも、その手は弾はじかれることなく、見えない壁を抜けていく。

「あやつ、結界の結び目を見切りおったわ！　主ぬし様、結界を編あみ直しますゆえ、足止めを願います」

　小箱の言葉に頷き、桜は捕ほ縛ばくの符ふを白い女の背に飛ばした。

　符は蜘く蛛もの巣に姿を変え、白い女を包み込む。網となった蜘蛛の糸は、そのまま白い女を搦からめ捕とる。

「動かないで！　おとなしくすれば、それ以上は──」

『邪魔しないで……私は行かなくちゃ……』

　明めい瞭りような発音で桜の申し出を拒否する。

　口がないはずの白い女のはっきりとした声──桜は硬かたい表情で女の背を睨にらんだ。

「……その力は、どこで手に入れたのです」

　桜の厳しい声に、捕縛を物ともせず白い女は振り返った。

『あの人の……傍にいかなきゃ……』

　その女には「顔」があった。ぽっかりと開いた眼がん窩かに青白く輝く目玉、耳まで裂さけた口はやはり青白い不ぶ気き味みな光を放っている。

　化ばけ物ものじみた顔になった女の目からは、赤い血が涙のように溢あふれ出していた。

「ヒィッ！」

　あまりの異様な容よう貌ぼうに米田は悲鳴を漏もらした。

　無理やりこじ開けたくぼみに嵌はめられている青白い瞳は、白い女の力を枯こ渇かつさせんばかりに吸い上げ、過か剰じような霊力に変えている。

「そんなもの……あなたには似合わない」

　桜は苦く呟くと、紙人形をばらまく。

「封ぜよ！」

　紙人形たちは一斉に襲おそいかかり白い女の顔に張りつく。女はよろめきながら顔に手をやりもがきだした。

「みんな、押さえて！」

　桜の号令に棚に身を潜ませていた小さな付喪神たちがキィキィと騒ぎながら、白い女に飛びついた。

「米田少しよう尉いも手伝う！」

「は、はひッ！」

　桜に押し出された米田も慌てて加勢する。

「女性に……申し訳ない！」

　謝りながらも米田は白い女を押し倒し馬乗りになった。

　顔を封じた紙人形のおかげで、白い女は無力化している。桜は急いで女の許もとに駆かけ寄った。

「押さえていろ、すぐに済ませる！」

　桜は白い女の傍に膝ひざをつくと、紙人形にくるまれたその顔に手をかざす。

「ごめんなさい……すごく痛いです」

　そのまま桜は女の顔に手しゆ刀とうを突き刺した。

「～～～～～ッ!!」

　桜は手を女の顔にめり込ませ、何かを摑つかむと一気に引き抜く。

「……こんなひどいこと、私にさせないでください！」

　怒りに満ちた声で呟くと、その手を開いた。

　桜の掌てのひらからフワリと蛍ほたるが飛び立つ。ぼんやりと青白い光を放ちながら、蛍は桜の周りを飛び回り、やがて姿を消した。

　蛍の青白い光が消えると、白い女の顔から紙人形たちがカサカサと音を立て剝はがれていく。

　まだぽっかりと眼窩を空けたままの女はうわ言のように、塞ふさがっていく裂けた口で黒岩氏の名を呼んでいた。

『善ぜん次じ郎ろう様、善次郎様……私を許して、善次郎様』

「俺、伝えますから！　だから、あなたの名前を!!」

　咄とつ嗟さに叫んだ米田に白い女は消えそうな声で答えた。

『……三み鈴すず……』

　それを最後に眼窩と口は完全に塞がり、白い女は元ののっぺらぼうに戻った。




「うわぁぁぁ～～！　スミマセンスミマセン!!　女性にスミマセン～!!」

　桜の術に動かなくなった女の上から、米田は謝あやまりながら飛び退のいた。

　異い形ぎように謝りまくる米田に桜は複雑な表情を浮かべたが、何も言わなかった。

「手荒なことをして、ごめんなさい。──解かい」

　桜も謝罪し縛いましめを解とくと、白い女・三鈴の輪りん郭かくは薄れ、やがて白い煙となり古鏡に吸い込まれていった。

　小さな付喪神つくもがみたちもいつの間にか棚へと戻り、万葉堂の中に静けさが戻る。

　ぺたりと座り込んだ米田は改めて桜に尋たずねる。

「……さっきの……あの蛍、なんですか？　三鈴って、あの幽霊さんの名前ってことになるんですよね？」

「……だから、いっぺんに質問をするな！」

　桜は疲れた顔で米田を睨み、答えた。

「蛍は……あの御おん方かたの悪いた戯ずらの類たぐいだろう」

　桜の口から出た「あの御方」という単語に米田の目つきが険しくなる。奥歯をギリギリ嚙かみしめ狂きよう犬けんじみた表情を見せた。

「落ち着け。もうお帰りになったことだ。あの御方のことはとりあえず放っておいたほうが賢けん明めいだろう」

　宥なだめる桜に、米田は苛いら立だつ気持ちを必死で抑えた。

「三鈴という名前は……この鏡の名、と考えていいのか……まだわからない」

　桜は銅鏡をじっと見つめ、考えながら口を開く。

「先ほど、三鈴と名乗ったモノ……付喪神らしくないような……そんな気がする。もっと、こう……違う存在のような……。しかし捕縛した感触や力の種類からして付喪神のような気もするのだが……」

　自分でも確証の持てないことに桜が口ごもる。米田は先ほどのことを思い出しつつ口を開いた。

「あの古鏡の、仮に三鈴さんとしておきますね。三鈴さんを押さえつけた時、『善次郎様』って黒岩氏のこと呼んでました。小箱や計は持ち主のこと『主様』って呼ぶから、名前呼びだとちょっと違う感じがして……むしろ親しい間柄の……その、恋人を呼ぶような、声の調子にそんな印象があって……」

　二人はそれぞれが抱いた印象をすり合わせ、首を傾げる。

「古鏡の『三鈴さん』とは、一体何者なのだろう……」

　桜が独ひとり言ごとのようにつぶやくと、米田はポンと手を打った。

「明日、黒岩氏に聞いてみませんか？」

「……え!?　何を……？」

「えっと、『三鈴さん』について……。それが一番手っ取り早いと思うので」

「ま、まぁ、そうだな……」

　桜の同意に米田は満足げに頷くと、大あくびをした。

「そうと決まったら、今夜はもう寝ましょう。明日も早いですし」

　米田はのんきにもう一度大あくびをすると、眠そうに目元を擦こすった。







　米田がちゃぶ台に朝食を並べていると、玄関の引き戸が叩かれた。

「はいは～い、今出ますよぉ～。少佐、庭の植え込みにお水をお願いできますか？」

「承知した」

　米田は割烹着の裾すそで手を拭ふきながら戸を開けると、そこにはだらしのない着流しの鳥とり山やま中ちゆう将じようとカッチリとしたスーツ姿の香か取とり秘書官が立っていた。

「ヨッ！　おはよーさん、ちょっくらいいか？」

　米田が返事をする前から鳥山中将は勝手に玄関をくぐり、茶の間に上がっていく。

「お、朝あさ飯めしは卵焼きにひじきの煮物か……いいねぇ」

　そう言いながら自分で座ざ布ぶ団とんを出してあぐらをかくと、香取秘書官がサッと差し出した新聞を開いた。

「昨日は接待でよぉ、しこたま飲まされたから俺は味み噌そ汁しるだけでいいわ……あ、大根のぬか漬づけはちびっとかじりたいからよ、切っといてくれ」

「米田、さっさとしろ」

「は、はい、致いたします！」

　香取秘書官の厳しい声に条件反射で返事をすると、米田は首をひねりながらも味噌汁をつけ小皿にぬか漬けを盛る。

「お待たせ致しました、どうぞ……」

「お、葱ねぎと豆とう腐ふの味噌汁か……いただきます、と。──うめぇな。お前さんいい嫁よめになれるぞ！」

　味噌汁を啜り、我わが家のようにくつろぎだした鳥山中将に米田がぽかんと口を開いていると、水みず遣やりから戻ってきた桜は迷惑そうに鳥山中将を睨んだ。

「おじさま、朝早くによそのお宅を訪ねるなんて非常識ですよ」

　いいぞ、もっと言え！　──至し極ごく真っ当な桜の抗議を内心応援していると、なぜか香取秘書官に睨まれた。

「まぁ気にすんなよ。おっさんは端はじっこのほうで勝手にやってるからよ」

　桜の抗議など意にも介さず、鳥山中将はぬか漬けを食べていた。




　米田が緊きん張ちようしながら居い心地ごこちの悪い朝食を終えて片付けると、鳥山中将はようやく本題を切り出した。

「昨日はあちらがちょっかいかけてきたんだってな──小箱が式神に手紙持たせて報しらせてくれたぞ」

　桜の顔色は悪くなり、頰ほおが強こわ張ばる。

「はい。……しかし、こちらはなんの被害もなく──」

「被害があったら大おお事ごとだから俺が来たんだろ？　そうピリピリしなさんな、再度襲しゆう撃げきがあったからって作戦が失敗だったって意味にはなんねぇよ。安心しな」

　その言葉に桜はホッと安あん堵どし表情を緩ゆるめる。

　神からの求婚を人との婚こん姻いんにより退しりぞける作戦が失敗したと判断されれば、万葉堂での生活はすぐに終了してしまう。

　この万葉堂での暮らし自体が作戦であったことを思い出し、桜は急に怖こわくなった。

　──作戦が終了したら、この生活も終了してしまう。いつかはこの『結婚』は終わってしまうって、覚かく悟ごしてたはずなのに……。

　桜は急に泣きたくなり、涙をグッと我が慢まんして俯いた。

　形だけ婚姻が成立すれば、この共同生活を終わらせてもいいと言われている。

　自分も最初はそのつもりだったし、親しくもない若い男との同居など、想像だけでも気持ち悪いとさえ思っていた。

　なのに、今では──

「米田くんの味噌汁はうまいよなぁ、桜ちゃんも毎日飲みてぇよな……。そんな顔しなさんな。まだまだ作戦は継続だよ」

　鳥山中将はそう言って笑うと、俯いたままの桜の頭を撫でた。

「はい」

　桜の小さな返事に鳥山中将は優しく笑った。

「俺がここに来たのは、件くだんの鏡を見るためだけさ。ちょっと見せてくれねぇか？」

　桜は米田に鏡を持ってくるよう命じ鳥山中将に渡すと、彼はまじまじと古鏡を観察すると、フンッと鼻を鳴らし笑った。

「……なるほどな。円まるく、陽の光を返すもの。属性が似ているからあちらさんも操りやすかったのかもしれんな。……まぁ、徴ちよう収しゆう対象っていうなら桜ちゃんの近くに置かず、このまま帝都博物館に収めちまってもいいんだぜ？」

「いえ、まだ調査をしたいことがありますので……」

　桜はそう言って古鏡を見つめる。

「この古鏡自身が人々を守りたいと思わぬ限り、いくら力が強くてもその恩おん恵けいはないでしょう。──もう少しこの鏡と向き合ってみます」

　真面目な声に鳥山中将は頷くと、もう一度桜の頭を撫でた。

「桜ちゃんの思うようにしな。納なつ得とくするまでやってみるって大事なことだぜ」

　会話が終わっても、茶の間でゴロゴロしたり茶を飲んだりと、くつろぐ鳥山中将に

「お時間です」

　足も崩さず控えていた香取秘書官が短く告げると、鳥山中将は気だるく伸びをして立ち上がる。

「ごちそうさん！　邪魔したな」

　そう言って来た時同様、勝手に帰ってしまう。

「何しにいらしたんでしょう……？」

「作戦の進しん捗ちよく確認だと思う」

　訝いぶかしむ米田に桜はにこりと笑うだけだった。
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「ちゃんと答えてくれるだろうか……」

「わかりません。しかしなんらかの反応はあるでしょう」

　二人は洋館を見上げ「骨董商の夫婦」の顔を作ると、屋敷の扉とびらを叩いた。

　鏡の包みを持ってきた桜と米田を見ると黒岩氏は落らく胆たんしたのか、呆あきれたといわんばかりの顔になった。

「やはり君たちも、『幽霊が出るのでお返ししたい』というやつかな？」

　嘲ちよう笑しようを含んだ意地の悪い口調でそう言うと、古鏡を見て怯おびえる女中を下がらせた。

「いえ、本日は黒岩様にお尋ねしたいことがあって参りました」

　米田はにこりともせず切り出すと、単刀直入に尋たずねた。

「黒岩様は『三鈴』という名前の女性に心当たりはありませんか？」

「──なっ!?」

　三鈴という名に黒岩氏は顔色を変えた。

　それまでの気け怠だるく厭えん世せい的てきな表情が消え、怒りを含んだ険けわしいものになる。

「……誰から聞いた？　お清か？　アイツがしゃべったのか？　君たちが私の周辺を探っていることなど、知っているんだぞ……」

　ギラギラとした目で睨む黒岩氏に米田は冷静なまま答える。

「信じてはいただけないかもしれませんが、私どもはこちらの古鏡から直接聞いたのです」

「ハハ……バカバカしい、噓をつくならもっとうまくつけ！」

「こちらのお屋敷に戻ろうとするこの古鏡を引き止めた際『善次郎様、私を許して』、と」

「私に……許せ、だと？」

　その瞬間、黒岩氏の顔がぐにゃりと歪んでいく。

「何を許せと言うんだ！　この裏切り者がッ!!」

　黒岩氏は古鏡を摑み立ち上がると、叫びを上げ床に叩きつけようとする。

　米田は咄とつ嗟さにその腕を押さえ阻そ止しすると、古鏡を取り上げ桜に渡す。
















「現在この品物の所有権は私どもにあります。手荒な扱いはご容よう赦しやを」

　珍めずらしく米田が厳しい声を出し、黒岩氏を睨んでから摑んでいた腕を離した。

「……モノに罪はないだろう。もっと優しくしてやれよ」

　白い女・三鈴が必死に帰ろうとする姿や悲しい声を思い出すと、米田の目つきはどうしても鋭するどくなってしまう。

　黒岩氏は柔にゆう和わな物腰の米田が突然牙きばを向いたことに驚き青ざめ、摑まれた腕をかばいつつ彼を睨んだ。

「コホンッ！　旦那さま、お静かに」

　桜は咳払いし、頭に血を昇らせた米田に注意をすると改めて場を仕切り直す。

「黒岩様もご承知でしょうが、来歴が不明だと骨董の価値が下がることがあります。──話してはいただけませんか？　古鏡の前の持ち主のことを」

　落ち着いた声で桜が促うながす。黒岩氏は剝むき出しになった古鏡の曇った鏡面を見つめ、ポツリポツリと口を開いた。




「この古鏡の前の持ち主は、三鈴という女だ」

　黒岩氏は昏い目をしたまま「三鈴」という名を告げた。

「私が若い頃共に暮らしていた女だ。彼女とは結婚の約束もしたが、その頃私は駆け出しの実業家で欧おう州しゆうと日本の行き来が多く……長く家を空あけることもあった」

　愛していた女を語るには苦い顔のまま、黒岩氏は話を続ける。

「ある日、長い洋よう行こうから帰ると家に三鈴の姿はなかった。もう一緒に暮らせない、そんな書き置きだけが残されていた。随ずい分ぶんと行方ゆくえを捜したが結局見つからず、そうして数年経った頃、突然これが届いた──添え書きには、遠くに越すから代々伝わるお守りを譲ゆずると……三鈴とはそれっきりだ」

　そうして恋人は去り、黒岩氏の手元には古鏡のみが残った。

「構ってやれなかったから……寂しくさせたから……そう言われれば私が悪いのだろう。しかし、何も言わず出て行って、紙切れ一枚で縁を切られて……それを恨うらんではいけないのか？　裏切りだと感じては……いけないのか？　しかもなぜ今さら古傷を抉えぐるんだ」

　肩を落とし俯いた黒岩氏に米田も桜も何も言えなかった。

　黒岩氏はいまだに独身だ。女性に不信を抱いているからかもしれない。しかし、恨みであれ未み練れんであれ、三鈴のことが忘れられないのは確かだ。

　桜は鏡を優しく撫でてみた。

「それでも……あなたの許に帰りたいと」

　桜の小さな声に、黒岩氏は乾いた声で笑った。

「それは私にとって迷惑なんだ……わかってはもらえないかな？」

　米田は沈ちん痛つうな面おも持もちの桜を静かに促し、黒岩氏の屋敷を後にした。







　万葉堂に帰ると、二人は言葉少なに途中となっていた店の片付けに手をつける。

「黒岩氏に鏡のことを聞くのは酷でしたね。俺、あの人に悪いことしたような気がします」

「……ああ、私たちが踏み込む話ではないようだな」

　米田の言葉に桜は同意し、ため息をついた。

　古鏡が名乗った三鈴という名は前の持ち主の名であった。彼女と黒岩氏は内ない縁えん関係にあったが、三鈴の側から一方的に清算している。

　黒岩氏は別れの理由すら告げられていない。そんな彼に三鈴の真しん意いを問い質ただすのはただの拷ごう問もんだろう。──彼は本当に何も知らない。知りたいと思っても、知ることができなかったのだから。

　桜は米田が棚から出した箱の中身を確認し、分類ごとに仕分けていく。

　──人間の三鈴さんは何を思い、家を出ていったのかしら。古鏡の三鈴さんはあんなに帰りたがっているのに……。

　桜はぼんやりとそんなことを考え、何気なく米田を見つめた。

　棚の中を拭いている彼の広い背中。いつの間にか彼が傍にいる風景を当たり前のように感じていた。

　──いつも一緒にいないのは寂しいことかもしれないけど……別れてしまうのは、もっと寂しいことじゃないかしら？　だって、そんなことしたら一緒にいる理由までなくなってしまうもの。私なら……絶対、手放したくない。

　自分の物思いの内容に、改めて顔を赤くする。

「べ、べべべべ別に、そんなんじゃありませんから！」

「へ？」

　突然真っ赤になって叫びだした桜に米田はわけがわからずポカンとしている。

「ど、どうしたんです？」

「なんでもない！　米田少尉はそちらに並べたものを虫干ししてくるように！」

「？　はい、致します？」

　唐とう突とつにご機嫌斜ななめな桜に首を傾げながら、米田は箱を抱え虫干しをするため裏から出て行った。




　庭で計を遊ばせながら、ムシロを敷き骨董を並べていく。

『ヤレ、眩まぶしや、眩しや！』

『久方ぶりのお天てん道とさまじゃ、ありがたやありがたや』

　小さな付喪神たちはワイワイ騒ぎながら、日につ光こう浴よくを楽しんでいる。

『チョウチョが飛んでオリますゾ！　あるじサマ、計はかりが捕らえてご覧にいれますユエ！』

「いいよ、さすがに蝶ちよう々ちよう捕まえて喜ぶ年じゃないから……」

　米田は縁側に座り、はしゃぐ付喪神たちをぼーっと眺め、突然怒りだした桜のことを考えていた。

　──なんで不機嫌になったかはわかんないけど、黒岩氏の話聞いたらいろいろ考えて複雑になるよな。あの人、きっと今でも三鈴さんのこと好きで忘れられないんだろうなぁ。じゃなきゃ二十年もこれ持ってないもん。

　ついでに持ってきた古鏡を見つめ、米田は寂しくため息をついた。

「人間の三鈴さんは今頃どうしてるのかな……もう『善次郎さん』のこと忘れて、どこかで暮らしてるのかな。古鏡の三鈴さんは……こんなに善次郎さんが好きなのに」

『好きでも一緒にいられないことありますユエ。悲しいことでございますレバ』

　いつの間にか隣に座っていた計は前を見たまま、小さな声で言う。

　米田は大おお叔お父じの枕元に座っていた計の姿を思い出し、金の髪を優しく撫でた。

「計も大叔父さんのこと、今でも好き？」

　米田の問いに計はいつもよりも大人びた顔で笑った。

『我ら付喪神はあるじサマとお呼びした方、皆大好きにございますユエ。どの主様も忘れられぬ大事な方にございますレバ』

　計はそう言うと縁側からぴょこんと飛び降り、また蝶を追いかけだした。

「そっか……大好きか……。そうだよな、好きじゃなきゃ仕えていても全然楽しくないもんな。今、俺、毎日すごく楽しいし……そういうことだよな」

　たまに赤くなる桜の頰を思い出し、米田は幸せを嚙みしめ日向ひなたぼっこをする。

　遊んでいる付喪神たちを見ているうちに、子供の頃を思い出し古鏡を手に取った。

「こうやって、塀へいに光を反射させて映して……計が喜んで追いかけてたよなぁ」

　昔やったように、古鏡に陽の光を集め板塀に円い反射光を映してみた。

　影になった位置に浮かぶ白く円い光を見つめ、米田は驚きにかすれた声を漏らす。

「……なんだ、これ。……これって、まさか!?」

　米田は慌てて立ち上がると、古鏡を抱かかえ急いで桜の許に走っていった。




「とにかく庭に来てください！」

　店に駆け込んできてそう叫んだ要領を得ない米田に、桜は首を傾げる。

「どうかしたのか？　できれば台帳のこの頁ページを書き終わるまで待ってほしいのだが……って、ええ？」

「そういえば小僧、障しよう子じの桟さんに埃ほこりが残っておったぞ！　まったく、掃除そうじ一つ満足にできぬとは、当世の男おの子こはだらしがないのぉ……って、話を聞かぬか！」

　桜の手伝いをしていた小箱は意地悪な姑しゆうとめばりの嫌味を言うが、とりあえず無視して桜もろとも引っ張って、庭へ出た。

　米田は困惑している桜と小箱に古鏡を示して、板塀を指差した。

「あのあたりを見ててください。──いきますよ」

　そう言って鏡面に陽の光を当てる。

「～～っ！　これって……」

　板塀には円い反射光が映っていた。しかし白く輝くそれには、ぼんやりと影が交まじり込んでいる。

　驚く桜に米田は頷き、鏡をゆっくりと動かす。どこに映しても反射光の中には影があり、板塀の木目や染みではないことを証明した。

「この影、人ひと形がたじゃありませんか？　何か被った人の輪りん郭かくに……」

　米田の言葉どおり、反射光の中に映り込む影はヴェールを着けた女性の形をしているように見えた。

　婦人の顔の部分は他に比し不ふ鮮せん明めいではっきりしない。──あの白い女の幽霊のようにのっぺらぼうだ。

　小箱は反射光をじっと見てから口を開く。

「これは鏡きよう像ぞうと同じ類たぐいのものにございますな」

「鏡像……って何？」

「鏡面に線彫りした御み仏ほとけのことじゃ。光を反射させ、その中に浮かぶお姿をありがたく拝おがむもの」

　小箱の説明に米田は改めて古鏡の鏡面を注意深く見つめた。

「いや、表面には彫り物なんかないよ。曇ってるけど、つるっとしてるし……」

　不思議そうに古鏡をかざす米田の隣で、考え込んでいた桜はようやく口を開く。

「これは……魔ま鏡きようだ。──鏡を」

「……魔鏡って……すでに名前が怖いですが」

　一連の幽霊騒動を思い出し米田が顔色を悪くし古鏡を差し出すと、桜は受け取り鏡面をじっと見た。

「鏡の表面に微細な凹おう凸とつを作り、日光のような強い光を反射させると、凹面の部分は光を収束して明るく、凸面の部分は散乱して暗くなる。この明暗を利用して文様を浮かび上がらせる。この仕組みを持つ鏡を魔鏡というのだ。本当にわずかな歪みだから、一見普通の鏡にしか見えない。漢かんの時代から作られていたぐらいだ、歴史はとても古い。別に恐ろしいものではない」

「……漢、ですか」

　米田は感心して桜の手元のある古鏡を改めて見つめた。

「すごい鏡ですよね……しかし、あの像はなんでしょうね……観かん音のん様とか？」

　米田の素直な感想に、桜は黙り込む。

　桜は真剣な表情で唇に指先を当て、じっとしたまま長考に入った。

　──やだ、少佐が可か愛わいい。真剣な横顔を頰を染め見つめる米田をよそに、桜は思考を走らせる。

（制作時期は十七世紀中期、経過年数に見合わぬ強すぎる霊力、葡ぶ萄どうの文様、白いヴェールとドレス、魔鏡、そして──長なが崎さき）

　桜の脳裏にすべての単語を繫げる数式がようやく浮かぶ。

「なぜ、思いつかなかったのか……答えは最初からあった」

　桜は愕がく然ぜんとし呟くと、顔を上げ米田を見た。

「米田少尉、すぐに香か取とり秘書官に連絡を！」

「はい、米田少尉、致します！」

　米田は姿勢を正すとさっと敬礼をし、敬愛する上官の命に従った。
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　本部まで駆け付け香取秘書官を呼び出すと、彼は恐ろしく迷惑そうな顔で米田を見下ろした。

「米田、私を気軽に呼び出すとは……いい度ど胸きようだな」

　だから、なんでこの人いちいち怖いの!?　米田はビクビクしながらも桜の言葉を伝えた。

「お、お忙しい中、申し訳ありません。草くさ薙なぎ少佐から香取秘書官に、ご愛あい顧この腕のよい研とぎ師しを紹介してほしいとのことで……」

　研師という単語に香取秘書官は険けわしく眉まゆを寄せた。

「……嫌だ」

　吐き捨てるように言うと踵きびすを返してしまう。

「ちょっ！　お待ちください！　あと、草薙少佐がこれを届けるように、と」

　米田は慌てて追いかけ、風呂敷で包んだものを香取秘書官に押しつけ粘ねばる。

「しつこい！　賂まいないなど受け取らんぞ」

「蒸むし羊よう羹かん二棹さおです。お納めください」

　蒸し羊羹という言葉に香取秘書官の眉がぴくりと動いた。彼はようやく足を止め、振り返る。

「く、栗くり入いりです。二棹とも栗入りの蒸し羊羹です！」

　桜に言われたとおりのものを差し出すと、香取秘書官は舌打ちして受け取った。

「……姫の命なら仕方ない。──米田、ついてこい」

　嫌そうに言ったものの、香取秘書官は自みずから研師の許に彼を案内した。







　神楽坂かぐらざか上うえの小さな稲荷いなり神社の脇に入った横町に、黒くろ塀べいと見み越こしの松という見るからに婀あ娜だっぽい家があった。

「たのもう」

　香取秘書官は道場破りのような声をかけると、「はぁ～い」と鼻に抜けた甘い声が返ってくる。

「あらあら史し朗ろうちゃん、近頃よく来るわねぇ。あら、こちらの可愛い坊ぼうやはなぁに？　史朗ちゃんの後輩かしら？　さぁさ、二人ともお上がりよ」

　グッと襟えりを抜いて縞しまの着物を着こなした色っぽいお姐ねえさんが香取秘書官ににこりと笑い、戸惑う米田にしなだれかかる。

「こういうとこ、初めて？」

　妖あやしく笑うお姐さんにドギマギしながら、香取秘書官に助けを求める。

「え？　あの、初めてです……っていうか！　別にお座敷遊びがしたいと言ったわけではなく……つうか、明るいうちからどこに来てるんです!?　出世すると昼間にこんなとこに来られるんですか!?　羨うらやま……けしからんですよ!!」

　米田が憤ふん慨がいすると、香取秘書官は不機嫌極きわまりない顔で口を開いた。

「お前が腕のいい研師を紹介しろと言ったのだろう。おかしな勘かん違ちがいをするな──麻ま季きさん、研ぎをお願いしたい」

「え？　研師？」

　思わず米田は色っぽく笑う綺き麗れいなお姐さんを二度見した。

「そうよ～、私、研師なの。ウフフ、坊やも刀を研いでほしいの？　恥ずかしがらずに坊やの腰のもの、お姐さんに見せてちょうだい」

「あ……やめ、そんな……俺には妻が……」

　迫せまり来る麻季から逃げ腰になっているのに、香取秘書官は米田を助けるでもなく、「紹介料」である羊羹の包みを開き、栗の入り具合を検分していた。



















　汚けがされちゃった……そんな気分で小脇に抱えて持ってきた風ふ呂ろ敷しき包みを開け、銅鏡を差し出す。

「これを、研いでいただきたいのですが……」

　麻季は古鏡を手に取るとじっと見つめる。

「この鏡、歪ゆがみが入れてあるけど……模様？　この模様も研ぎ出して鮮明にする、ってことかしら？」

　ひと目で鏡面の凹凸を見抜いた麻季に米田は驚きの眼差まなざしを向ける。

「は、はい、そうです。そうしていただけると助かります！」

「いつまでに？」

「できるだけ早く……信じてもらえないかもしれませんが、この古鏡、夜になると勝手に出歩くので」

　一応、冗じよう談だんにできる軽い調子で話すと麻季はあっさり頷いた。

「あら、これも業わざ物ものなの。史朗ちゃんが持ってくるモノっていつもそんな感じよね……。大至急っていうなら今すぐ取り掛かって明日の朝までには仕上げるけど。その代わり史朗ちゃんの刀は後回しにするから」

「……戻もどり橋ばしの作戦のためならやむを得ない」

　麻季の言葉に香取秘書官は不服そうに口をへの字にしたが、素直に了承した。

「あの、古鏡が歩き回る件については……」

　おずおずと米田が尋ねると、香取秘書官がなんでもないように答えた。

「この店はそういったモノの扱いに慣れている。今晩は私が警護するから気にするな。米田、お前は帰って姫の傍そばにいろ。警護を怠おこたるな」

「香取秘書官……ありがとうございます」

　珍しく優しい香取秘書官の申し出に米田が感動していると、麻季が色っぽく笑った。

「じゃあ史朗ちゃんは、お座敷のほうで遊んで一晩待っててちょうだい、若い子呼んでおくけど、ハメはずしておイタはダメよ」

「わかった。作戦のための警護任務なので代金は戻り橋につけてくれ。じゃ、米田は帰れ」

「──え？」

　香取秘書官は米田を外に手荒く放り出すと、ぴしゃりと戸を閉めた。




　いろいろ悔くやしくて米田は半べそで万葉堂に帰る。

「なんすか！　あの香取って人！　綺麗なお姐さんに『史朗ちゃん』なんて呼ばれてるくせに、結局俺を追い出して一人でお座敷遊びしてるんですよ！　そこはさぁ、後輩の後学のために、俺も呼んでくれたっていいと思わない!?　俺、お座敷遊びしたことないって言ったのに！　ひどくない!?」

　書き付けをしていた小箱を捉つかまえ泣きついた。

「小僧……お主、なかなか不ふ憫びんな奴じゃのぉ」

　さすがの小箱も慰なぐさめの言葉をかけると、ますます米田はぼやきまくる。

「俺だってお座敷遊びしたいよ！　お座敷でハメ外はずすってなんだよ！　おイタってどういうことだよ！　小箱ぉ～、小箱も芸者をあげて大騒ぎしたいよねぇ～～！」

　悔し泣きの米田の後ろには、いつの間にか桜が立っていた。

「ほぉ……。妻がいるにもかかわらず、お座敷遊びがしたいとな」

　仁に王おう立だちの桜は不気味な笑みを浮かべ米田を見下ろしていた。

「遠えん慮りよするな、たっぷり座敷で遊ばせてやろう」

　桜の優しい気き遣づかいのおかげで、米田はたっぷり一晩座敷で正座し、反省文をみっちり書かされるのであった。
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　翌朝、古鏡を届けに来た香取秘書官はいつものようにピシリとしていて、一晩お座敷遊びをしていたとは思えない様子だった。

「古鏡の研ぎ、完成しております。お確かめください」

　香取秘書官は桜に恭うやうやしく包みを差し出す。桜は礼を言って受け取ると、包みを解いた。

　鏡面は濡れたような美しい輝きを取り戻し、桜の顔をしっかりと映している。まるで新品のような仕上がりに研師の腕の確かさを実感した。

「素晴らしい出来ですね」

「姫からお褒ほめに与あずかった、と研師にも伝えます」

　前髪さえ乱れていない香取秘書官が研師のお姐さんに「史朗ちゃん」などと色っぽく呼ばれていること（米田よりの情報）を思い出し、桜は微妙な気持ちになってしまう。

　桜はじっとりとした疑惑の視線を彼に向けた。

「？　姫、何か不ふ手て際ぎわでも？」

「いいえ、夫の悪い遊びを水みず際ぎわで止めていただき感謝しております」

　感謝という割には冷たい桜の声に、香取秘書官は意味ありげに微笑み、そのまま引き揚あげた。

「まったく……男の方って、本当に信用なりません！」

　ぼやきながらも、桜は受け取った古鏡で早速反射光を作ってみる。

　板塀に映った円まるい光の中に浮かぶ像を、じっと見つめ確認をする。

「……やはり、そうでしたか」

　自分が予想したとおりの結果と、それによって導き出される答えに、桜はキッと唇を結んで背筋を伸ばした。

「米田少尉、今日こそ決着をつける。出かける支度を」

「はい、米田少尉、致します」

　桜は古鏡を胸に抱きしめる。

「三鈴さん、あなたの望む場所に連れて行きますからね」

　彷徨さまよう白い女に桜は小さな声で誓ちかった。
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　桜さくらと米よね田だは四谷よつや見み附つけに向かい、お清きよの家を改めて訪ねた。

　お清は二人の顔を見るなり戸を閉めようとしたが、米田は戸口の隙間すきまに足をねじ込んでそれを強ごう引いんに阻そ止しする。

「お清さん、お話があります」

「私のほうにはございません」

　拒こばむお清に、桜は落ち着いた声で問いかけた。

「お清さん、あなたには黒くろ岩いわ氏と三み鈴すずさんを結婚させたくない理由があった。だから二人が別れるように動いた。……そうですよね」

　なんの前振りもなく桜は言い放った。

　いきなりの決めつけではあったが、それだけでお清はひどく傷ついた表情になる。

　桜はお清の反応を見ると、自分の仮説を確証に変えた。

「正直に仰おつしやってください。このままでは、誰だれも救われない。あなた自身がそうであるように黒岩氏も……」

　お清は唇くちびるを震ふるわせると、罪人のように顔を隠し俯うつむいた。

「……はい、そのとおりにございます」

　お清は小さく答えると、肩を震わせ背を丸めた。




「黒岩家は長なが崎さき奉ぶ行ぎよう所しよの配下、代々通つう詞じとして幕府直属の御お役やくを務めた由ゆい緒しよ正しい家柄にございます。私は長崎に住まう頃より黒岩様のお宅にお仕えしておりました」

　お清は黒岩氏の過去を静かに語り始めた。

　黒岩家に「ねえや」として奉ほう公こうに上がったお清は、幼おさない善ぜん次じ郎ろうの世話係となり、その後も女中として仕え続けていた。

　黒岩の家か人じん。それが彼女の誇ほこりでもあった。激動の幕末を過ごし、新政府が立ち上がり。黒岩家は倒幕とともに通詞という役を解とかれ、職を失った。

　そんな重大な出来事の中、若い善次郎が恋に落ちた。

「お家の大事という最さ中なかに善次郎様が嫁よめにと望んだのは、三鈴という年上の丸まる山やま芸者でした」

　お清は苦々しくその名を告げた。

　もうすぐ三鈴の年ねん季きが明けるから、それを待って娶めとりたい。善次郎はそう言って父ふ母ぼに許しを請こう。

　いくら時代が変わろうと、黒岩家は士し族ぞくとして嫡ちやく男なんである善次郎と芸者との結婚を許すわけがない。猛反対する父母は勘かん当どうをちらつかせたが、逆に善次郎がそれを望む始末。お世話をしてきたぼっちゃまの危機に、お清は自みずから動いた。

「丸山の置おき屋やまで三鈴に会いに行きました。──分をわきまえて身を引くように、そう説得したのです。なのに、あの女……」

　お清の説得にもかかわらず、年季が明けるとすぐに、三鈴は善次郎と手に手を取って駆かけ落ちしてしまったのだ。

　二人は上京し小さな家を借り、仲なか睦むつまじく暮らし始める。善次郎は通詞になるべく学んでいた語学力を活いかし、貿易商として働き始めた。

　仕事が軌き道どうに乗りだし、善次郎が仕事で家を空あけがちになっても、三鈴は慎つつましやかに彼の帰りを待ち、静かに暮らしていた。

　そんな折、黒岩家の当主である善次郎の父が病やまいに倒れてしまう。お清は八はつ方ぽう手を尽つくし、二人の住まいを突き止めるが、そこには留る守すを守る三鈴の姿しかなかった。

「私は、幸せそうにぼっちゃんの帰りを待つ、のんきな三鈴の顔を見た瞬間、腹が立って腹が立って……」

　お清は三鈴を責め立てた。お前のせいで善次郎が道を踏ふみ外はずし、黒岩の家がめちゃめちゃになった。善次郎の父が倒れたのも、心労のせいだ。お前がいなければ、ぼっちゃまは相応ふさわしい家柄の相応しい妻を迎え苦労なく暮らしていけた。

　全部の不幸をお前が運んできた。なぜなら、お前は──。

「あの女が、幕府の役をいただいた家の者と繫つながることは許されない。だから私は……」

　お清の言葉に三鈴は悲しく眉まゆを歪ゆがめ「申し訳ございません」と手をつき謝あやまったのだ。

　そうして彼女は善次郎の前から姿を消してしまう。

「ぼっちゃまが帰国されてすぐに先代様は亡なくなられ、後を追うように奥方様も……ぼっちゃまは相続なされた土地屋敷をすべて処分して、事業の資金にされました」

　結局、お清の望んだ形のお家再興など幕府がなくなった今となっては成なるはずもなく、彼女はそのことを理解しようとしていなかった。

　黒岩家という奉公先を失った「ねえや」を善次郎は哀あわれみ、女中として雇やとう。

　三鈴の不在を悲しむ何も知らない善次郎を、お清は見守り続けたのだ。

「……どうして、途中からでも本当のことを」

　米田が苦しく呟つぶやくと、お清は顔を覆おおい泣きだし、桜はそっと目を伏せた。

「推測ですが、取り返しがつかなくなっていた。だから本当のことを言えなかったのでしょう」

「取り返しって……」

　米田の問いに桜は唇を震わせた。

「三鈴さんは古鏡が黒岩邸に届いた前後にお亡くなりになった。──違いますか？」

　桜の言葉にお清は深く俯き、ますます涙を拭ぬぐった。

「贖しよく罪ざいを、あなたは望みますか？」

　桜の静かな声にお清は涙で汚れた顔を上げた。

「人の世の間違いは人の世でしか正せない。誰も彼も救われないまま怯えながら終わりを待つよりも、あなたの手で決着をつけませんか？　善次郎様のためにも」

　桜の言葉を聞くと、老女はしばらくの間沈ちん黙もくし、やがてゆっくりと頷いた。
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　連日訪ねてくる骨こつ董とう屋や夫妻に苛立ちながらも、黒岩氏は対応に出た。

　無視してしまえばいい、そう思いもするが、不思議と会わねばならないという義務感もあった。

「お待たせしたかな？」

　声をかけ応接室に入ると、骨董屋の夫婦とともになぜか女中頭がしらをしていたお清の姿があった。

「お清じゃないか……一体、どうして」

「ぼっちゃま、お久しゅうございます」

　随ずい分ぶんと老ふけ込み憔しよう悴すいした様子のお清に驚いていると、骨董屋の二人は立ち上がり深々と礼をした。

「本日は、黒岩様と長く連れ添った古こ鏡きようの三鈴様より別れの挨あい拶さつのため、お伺うかがいしました」

　桜はそう言うと黒岩氏とお清に頭を下げた。

「な、にを言ってるのかな、君」

　黒岩氏は三鈴の名に鋭い目をする。お清はひどく沈ちん痛つうな面おも持もちで、小さく震えだした。

　桜は包みから取り出した古鏡を持つと静かに立ち上がり、窓辺に歩み寄る。窓を大きく開け放つと、射し込む陽に古鏡をかざした。

「ご覧ください。これが三鈴様の姿です」

　キラリと鏡が輝き、反射光が黒岩氏の顔を斜ななめに横切る。まぶしさに目を眇すがめ、その行き先を目で追うと、部屋の壁に円い光が映っていた。

　白い光の中で目を閉じ穏おだやかに笑う女の顔があった。

「……三鈴」

　黒岩氏はその名を呟つぶやき、女の微笑ほほえみに見入る。

　白いヴェールを被かぶった女は、何も言わず慈じ愛あいに満ちた微笑みを浮かべるだけ。

「申し訳ございません！　知らなかったのです、知らなかったのです！」

　白い女の微笑みを見ると、お清は叫び泣き伏した。

　黒岩氏は意味がわからず、泣き伏すお清に詰め寄った。

「何を言っている？　どういうことだ……」

　黒岩氏の困惑した声にお清は恐怖に肩を震わせたが、それでも懸けん命めいに口を開く。

「私が、三鈴にぼっちゃまと別れるよう迫せまったのです」

「なぜ、そんなこと……」

「芸者上がりはぼっちゃまには相応しくないと……ぼっちゃまには相応しい家柄の嫁を迎えるべきだと……幕ばく臣しんの家に隠れキリシタンが嫁とつぐことなど許されない……それは他のキリシタンたちをも裏切る行為だと」

　キリシタンという言葉に黒岩氏は改めて反射光の中の女を見た。

「これは……聖母マリアなのか」

　窓辺に立つ桜は頷き答えた。

「キリストの血を意味するワイン、その原料である葡萄の文もん様ようの装そう飾しよく。──この鏡は隠れ切キリ支シ丹タン鏡きようと呼ばれる、幕府の弾だん圧あつ下かにあったキリスト教徒たちのために作られた魔鏡という技術の鏡です。三鈴さんは代々キリスト教を信仰する、おそらくは司祭の役割を持った家の出だったのでしょう。だから家か宝ほうとしてこの鏡を持っていた」

　ようやく米田の中でも魔鏡をめぐる図式が繫つながった。

　一五八七年の豊とよ臣とみ秀ひで吉よしによるバテレン追放令から始まる段階的なキリスト教排除は、一六一三年の慶けい長ちようの禁きん教きよう令れいとなり全国に公布。その三年後の鎖さ国こく令れいの頃にはキリスト教の弾圧はいや増し、一六三七年の島しま原ばらの乱の頃には熾し烈れつを極きわめる。

　キリスト教を信仰すること、それはいつでも殉じゆん教きよう者しやとして死ぬ覚かく悟ごが必要な命いのち懸がけの行為であった。

　その後、禁教令が解とかれたのは新政府に移行して、六年後になってから。

　古鏡の制作時期は十七世紀中期。この鏡は最初から信仰の要かなめとなるべきモノとして、命を賭とす強い思いを込め作られ、決死の覚悟の信仰と祈りを受け続けた。──キリスト教という名の悲ひ壮そうな想いを宿す器として生み出されたモノだ。

「だから……強い力があったのか」

　米田は改めて古鏡を見た。弾圧の中でも、文字どおり命懸けで守られ祈りを捧ささげられた魔鏡は、悲しいけれどとても美しかった。




　黒岩氏は震えながら反射光の中の聖母を見つめる。関係ないとわかっていても、その聖母の面おも差ざしは三鈴によく似ていた。

「三鈴は……今どこに？」

　その問いに、お清は苦しい呼吸の中答える。

「古鏡を手放して間もなく……三鈴は死にました。私が別れるように迫った時にはすでに結けつ核かくが進行していたと……死を意識していたと……」

　当初、古鏡はお清宛あてに送られていた。

　差し出しの住所を辿り、お清が三鈴のもとに辿たどり着いた時には、彼女は死の床とこにいた。

『置屋では労ろう咳がい持ちが多かったので、こうなることはある程度覚悟しておりました。……それでも、真ま似ね事ごとだけでもいいから好いた方と所帯を持ってみたかった』

　どんなに請こわれようと決して籍を入れなかった三鈴は、黒岩氏が再出発しやすいよう、自分の死を伏せることをお清に頼んだ。

『どうか、善次郎様にこのことを言わないでください。あの方にはまだ未来がある。死んでいく女に未練を残しては、いけない……』

　相応しい妻を得、子を生し、明るい家庭を築き……死にゆく自分では叶かなえることのできない願いを善次郎が迎えるだろう女性に託たくした。

　お清は三鈴の最さい期ごの願いを聞き届け、手紙以外のすべての痕こん跡せきを消し、捏ねつ造ぞうし、彼女の死を隠し通した。

「馬ば鹿かな女だ……結局私は新しい妻など、迎えなかったではないか……」

　黒岩氏は力なくソファーに座り込み、泣き続けるお清と古鏡を見た。

　三鈴は心変わりをして自分の許を去っていった。そう彼女を恨うらみながら黒岩氏は今まで生きてきた。

　未来へ目を向けることなく、仕事に逃げ、しかし三鈴を忘れることもできず、孤独の中に立ち止まったまま。

　何もかもがもう遅く、傷は癒いやされることもない。

「三鈴……私はもう疲れたよ」

　彼の心を虚きよ無むが占しめていく。その時、古鏡から白い影が立ち昇った。

『善次郎様、あなたの帰りを待てなかった私を許して』

　白い女にはしっかりと顔があり、優しげな美貌を悲しみに歪ませ泣いていた。

『いつまでもお傍にいたいのに、それができない私を許して』

　許しを望む美鈴の言葉に黒岩氏は肩を震わせ叫んだ。

「許すものか！　許せるものか！　なぜ……傍にいない、お前がいなければ……私は」

　悲しみが部屋の空気を重くする。

　病に蝕むしばまれ、最愛の人と添い遂とげられないことを知り、引き裂かれるような思いで下した決断は当の相手を傷つけただけだった。

　願いは叶かなわず、犯おかしてしまった罪の許しを求め、それでも得られない苦しみが三鈴を狂わせる。

『善次郎様の幸せを祈ったのに、どうして！』

　悲痛な叫びには愛する男を幸せにできなかった、自分への恨みが含まれていた。

　悲しみと恨みに引き裂かれる心は恐ろしい負の力を呼んでしまう。三鈴の躰からだを黒い靄もやにも似た瘴しよう気きが次第に取り巻いていく。

「だめよ！　自分を責めてはいけない!!」

　桜が銅鏡を抱きしめ叫んだが、すでに三鈴の耳には届かない。

『こんなに……好きなのに……』

　溢あふれる三鈴の涙から青白い光を放つ蛍ほたるが生まれる。

　己おのれを呪う女の悲しみを糧かてに、無数の蛍が群れをなし舞い始めた。

「人は相も変わらず面おも白しろおかしい……叶わぬものを呪のろわずにはおれん」

　低く美しい声が部屋に響ひびく。

　空気は神気に圧おされ濃度を薄め、霊力のない黒岩氏とお清は呼吸ができずもがきだす。

「まこと興きようあり、もっと我われを愉たのしませい」

　蛍の群れの中から現れた白い直衣のうし姿に、桜は恐怖で顔色を失う。

　顕けん現げんした彼は、人の世の悲しみを見て薄く笑い悦よろこんでいた。

「ソレ、我が力を貸してやろうぞ」

　月読命つくよみのみことが手を動かすと、蛍の群れがふわりと動き三鈴を取り囲む。

「傍にいたければ、連れていけばよいではないか。我が母がそうしたように、愛いとしい男を黄よ泉みに取り込め」

　月読命が優しく囁ささやくと、三鈴の表情は一変する。悲しみに満ちた顔から激しい怨えん嗟さを抱いだく鬼き女じよの顔と変じた。

　凄まじい形相で苦しむ黒岩氏に駆け寄ると馬乗りになり、その首をギリギリと絞めていく。

『恨めしい……恨めしい……』

「やめろ！　目覚ませよ、幸せになれって祈った人だろ!?」

　米田は三鈴を止めようと飛びかかった。

「ハハハ、浅ましきかな、黄泉よもつ醜女しこめさながらじゃ！」

　修しゆ羅ら場ばを見下ろし、月読命はおかしそうに笑い続けた。




　鬼女となった三鈴を押さえつけ、米田は懸命に説得を続ける。

「三鈴さん、目覚ましてよ。好きな人のためにやったことなんだろ？　後悔するくらいなら、もう一度ちゃんと好きだって伝えてやってよ」

　倒れ伏し朦朧とした意識の黒岩氏は、それでも悲しく「許さない」とうわごとを続けている。「許さない」としか言えない男の気持ちを考えると、米田は胸が痛くて泣きたくなった。

「代わりなんか、なかったんだよ。三鈴さんだけが好きだったんだよ。たったひとりだけ、そういう大事な人だったんだよ。なのに、裏切られたって思ったり、かけがえのない相手だって思ってるのわかってもらえてなかったり……自分の気持ちが少しも伝わらなくて、善次郎さん、こんなに悲しいんだよ」

　悲しくて悲しくて、先に進むことができなかった。黒岩氏の心は三鈴が去った時から凍こおりつき、動けなくなっていたのだ。

　米田の必死な叫びが三鈴の抵てい抗こうを弱める。

　精一杯二人の救いを祈り、米田は言葉にした。

「好きなら、許してだなんて言わないでよ。たくさん好きでいてくれてありがとうって言ってあげなよ」

　柔やわらかな米田の声に三鈴の動きが止まった。次第に彼女を取り巻いていた蛍も離れていく。

「変わらないもの、ちゃんとあるから。善次郎さんの変わらないものを信じてあげてよ」

　米田の言葉に鬼女の涙が止まり、涙から生み出されていた蛍が消えていく。

　恐ろしい呪じゆ詛その顔を元の優しげなものに戻した三鈴は、倒れて肩で息をする黒岩氏の傍に歩み寄り、静かに膝ひざをついた。

『善次郎様、お慕したいしております。これまでも、これからも、私が消えてもずっと……あなたに愛されて、本当に幸せでした……ありがとう、善次郎様』

　黒岩氏の耳元に囁ささやくと、苦しんでいた彼の表情がふっと穏おだやかになる。その顔を三鈴は愛しげに撫で、何度も愛しているとつぶやき続けた。




　一方で桜は蛍の群れにまとわりつかれ、身動きが取れなくなっていく。

　ひんやりとした青白い光は桜をやんわりと抱きしめ、愛おしむように包み込む。

「人は脆もろいのぉ……ほれ、あの老女など虫の息じゃ」

　彼が笑うとお清の呼吸はか細くなり、今にも止まってしまいそうだ。桜は悔しさに月読命を睨む。

「どうして……こんなことを」

　人の心の柔らかな部分を暴き、嬲なぶり。痛みに涙する人々を見て、どうして何も思わないのか。

　あの時も、彼は桜の大事にしていた鞠まりの価か値ちをわかってはくれなかった。

　いつも忙しい父が桜のためにと買ってくれた鞠。だからこそ大事にしたいと思う桜の気持ちを、代わりの美しいそれを与えることで無視をした。

　──あなたに、私が逃げた理由はずっとわかりはしない。

　彼は笑い、泣きだしそうな桜に手を伸ばしてその白い頰を撫でた。

「つまらぬからじゃ……其方そなたが我われを楽しませぬから、他のもので退屈を凌しのいでおる。其方が我の許に居おればこのようなこと、せずとも済んだのにのぅ」

　お前のせいだ──暗に責めるその言葉に桜の瞳は暗く濁にごっていく。

「我の許に戻ろうぞ……さすれば何も憂うれうことはない。我も其方が居れば満足じゃ」

　自分が去れば、世界に渦巻くその悲しみが少しだけ減る。

　守るべき世界を自分が乱しているという現実が、桜の心を黒く蝕むしばんだ。

　──私がいなければ、みんなが少しだけ幸せになれる。私がいない世界の方が、きっと穏やかで憂いがなく……

「桜、我の許に参れ。──其方が我を動かすぞ？」

　桜の矜きよう持じが折れかけた時、米田は叫んだ。

「桜！　そいつの話聞くな!!」

　米田の声は強い圧を持ち、桜を包む月読命の神気を薙なぎ払う。

「桜がいるから俺はこの世界楽しい！　だから、そっちに行くな!!」

　思いの丈たけを言葉に乗せると、声に力が籠っていく。

「言こと霊だま……言の葉使いか……厄やつ介かいな」

　それまで薄く笑っていた月読命の眉がわずかに寄り、不快という感情が面おもてに出た。

　神である自分の興を殺そぐ、罰当たりな存在に金の瞳が苛いら立だちを宿した。

　古いにしえの神々が使った言の葉を、脆ぜい弱じやくな存在が我が物のように操り、その力を行使する。月読命の顔に陰いん惨さんな笑みが生まれた。

「気に入らぬ……しかし、退屈よりは幾いく分ぶんと面おも白しろい」

　狂ったように蛍が乱舞し、桜を完全に覆おおい隠していく。

　熱がないはずの蛍の光に触れると雪のように冷たくなり、米田はチリチリとした強い痛みを与えた。

「～～～イッ！　ッテェんだよ!!」

　しかし、米田は物ともせず凍こごえる手を桜へと伸ばし続けた。

　青白い光は質量を持って先へ進むことを阻はばむ。それでも米田は光の壁をこじ開けようと必死に爪つめを立てる。

　彼女が自分をどう思ってくれているのか、そんなことはわからなかった。だが、彼女の気持ちを確かめないまま、他の男に渡すことは嫌だと思った。

「俺のこと、好きになってよ!!　だって桜は俺の妻なんでしょ!!」

　声に出し誓いをし、それを叶える。未来を縛しばる言霊を乗せ、米田は声を張り上げた。

「桜は渡さない！　桜は俺のお嫁さんなんだ!!」

　言霊で桜の魂たましいに「米田雅まさ彦ひこの妻」と言う名を書き込んで、桜の未来を自分と共に歩む方向に縛り上げようとする。

「桜！　手を！　俺の手を取って!!」

　青白い蛍のあいだで桜は米田の必死な形ぎよう相そうを見た。

　髪を乱し、汗を滴したたらせ、顔は痛みに歪ゆがみ、痛々しいことこの上ない。

「もうやめて！　そんなに苦しくて辛つらいのに……どうして、私なの……？　私じゃなくたっていいでしょ！　霊力以外取り柄のない……私は空からっぽなのに！」

　霊力のある巫女としての存在価値は認められてきた。でも個人としての桜はいつも蔑ないがしろにされる。

　巫女としての役割のためには「桜」など必要ない。桜としての個人の意思などない方がいいのだ。

　陰おん陽みよう寮りようの存在を示す為、軍部に籍を置き、霊力は国家の資産として見み倣なされ、それを奪われないために結婚という策を用いる。一方で神との縁えにしを保つため、贄にえであることを求められた。神の花嫁に選ばれたことを寿ことほぐ者たちさえいたのだ。

　──桜の人生において「桜」であることは望まれない。神に選ばれるほど高い霊力の巫女であること、それが桜のすべてなのだ。

　怯える桜に米田は声を上げる。

「桜は空っぽじゃない！　一生懸命だから。自分のありたい姿を目指してがんばってるから。だから俺も一緒にがんばりたいんだ。ありたい姿の桜に相応しい、そういう俺になりたいから！」

　米田は蛍の群れをこじ開け、桜に叫ぶ。

「桜も手を伸ばして！　俺からだけじゃ届かない!!」

　初めての「桜」を望む存在に、胸の中に暖かな火が灯ともる。

　米田の言葉に励はげまされ、勇気を振り絞りおずおずと手を伸ばす。

　すると月読命は後ろから桜を抱きしめ、耳元に甘やかな毒を垂たらす。

「届いたところで、どうなるというのかえ？」

　月読命は愛しげに桜の頰を撫でさらに囁ささやく。

「こちらの世界の者どもは其方を利用するだけじゃ。誰も無力な其方を愛してはくれぬ。其方はただの道具、不用になれば切り捨てられる」

　桜が恐れる暗くら闇やみを彼は月光で浮かび上がらせる。

「それ、役に立たぬ巫女など、あの者も見捨てよう」

　月読命は桜の頰を撫でた指先を米田に向ける。

　蛍たちは一斉に米田を取り巻き、小さな光の粒つぶの輪になってその首を絞しめつけた。

「～～～グ、ゥッ」

　苦しくもがきながらも、それでも米田の目から光は消えはしない。

　その姿に、月読命の目に苛立ちの影が浮かんだ。

「しつこいのぉ……引き裂さいてくれようか」

　桜に手を伸ばし続けている米田に大量の蛍が襲おそいかかった。

　米田の姿は光の渦うずに取り込まれ、桜に伸ばした手の指先しか見えなくなってしまう。

「いいのかえ？　あの者の手を取れば、其方は庇ひ護ごされるだけの世界には戻れぬぞ？　そのままの其方を愛せるのは我だけじゃ……」

　桜の目に絶望が浮かびかけた瞬間、光の中から米田は大声で叫んだ。

「ああぁぁもぉォォォ!!　ごちゃごちゃウルサイ！　俺はがんばってる桜もへなちょこな桜も両方好きなの！　どっちかだけに限定する奴より、両方好きな俺のこと好きになれ!!　邪魔すんなァァァ!!」

「～～なっ!?　へなちょこ!?」

　一瞬にして桜の頭に血が上る。

　米田の暴言に桜は目を剝むき、蛍たちを物ともせず必死に伸ばしている米田の手を強く握り引き寄せた。

　光の渦から飛び出した米田の胸元に桜は勢いよく飛びこむ。

　まるで全存在を預けるようにドシンとその身をぶつけた桜を、米田は取り落とすことなく強く抱きとめた。

「へなちょこって私のどこがへなちょこなんです？　撤回してください！　あと何度も桜桜って呼び捨てにしないで！　さんを付けろ、この駄だ犬けんがッ!!」

　へなちょこという言葉に桜はご機嫌を激しく損ねたらしく、プリプリ怒りながら、米田に文句をつけた。

「こんな時ぐらい、俺が守ってやるとか心配するなとか頼り甲が斐いのあること言ったらどうなんです！　だいたいあなたは──」

「よかったぁ～」

　怒り心しん頭とうの桜を抱きしめ、光の渦から引き揚あげられたボロボロの米田は情なさけなく笑った。

「これって、俺を選んでくれたんだよね？　そう思っていいんだよね？」

「あ、その……」

　怒りとは違う種類の感情で頰を赤く染める桜を見て、ウヘヘともう一度笑うと、米田は月読命を睨んだ。
















「桜さんはアンタじゃダメなんだって──消えろよ、俺はアンタを神様と認めないし、崇あがめてなんかやらない」

　大きな力で人を弄もてあそび、その苦しむ姿を「面白い」という。

　自分の弱さを知りながら、それでも強くあろうとする、桜の努力を笑う。それが許せなかった。

　米田は背に桜を庇い、ギリギリと月読命を睨ねめつけていた。




　圧倒的な存在を前にし、米田は怯むことなく立ち向かう。その背に守られ、桜もようやく自分の望みを取り戻していく。

　──私は弱い。弱くてつまらない存在だ。でも、強くありたい。誰かの望みじゃなくて、私の希望としてみんなを守る。そういう強さが欲しい。

　桜は目の前にある米田の背に手を当てる。

　たくましく、頼り甲斐のある背中ではない。それでも温かく、優しいものを内包した柔らかな生命に溢れる背中。

　この背中を守りたい。──初めて生まれた誰かの望みではない、桜だけの願い。

　桜は生まれたばかりの願いを強く祈った。

「私はここにいたい。私がいたい場所はここだから！」

　彼に触れる掌に願いを集め力にする。

　桜はかつてないほどの霊力が高まり、掌に集まるのを感じた。

「私の力、全部預ける！　米田少しよう尉い、言霊の力で奴を否定しろ！」

「米田少尉、致します！」

　桜の掌から背中を伝い、彼女の温度を感じる。祈りにも似た温かな力を、米田は桜の気持ちとして受け止めた。

　──必ず、守る。強さも弱さも全部、俺の大好きな君だから。

　桜のぬくもりに自分の思いを撚より合わせ、一つの強い音として喉を震わせた。

　自分の中の思いを乗せ、強く喉を震わせた。

「俺たちはお前の存在を必要としない！　──月読命、消えろ！」

　米田の声は月読命を強く拒否する。強く強く、神としての彼を否定した。

　青白い光が力を失くす。弱まっていく光の中、月読命の輪りん郭かくが揺らぎだす。

「言ことの葉はで……我の存在を消す、か……」

　白い直衣がボロボロと崩れ、次第に質量が失せていく。

　この世界に存在を否定された月読命の、その霊れい威いが壊れていく。

「ハハハ、あなこれは面白や、愉ゆ快かいじゃ愉快じゃ」

　月読命は笑いながら溶とけてゆく。そうして彼の痕こん跡せきはすべて消えた。




「行っちゃった……かな？」

「行ってしまわれた……みたいですね」

　青白い光が消え、午後の陽射しを取り戻した部屋で桜と米田は揃って安あん堵どの息をつき、その場にしゃがみ込んだ。

　あれほど大きな力が荒れ狂ったはずなのに、部屋の中は整然として、青せい磁じに活いけられた薔ば薇らは花びら一枚落ちていない。

　ここであった戦いの名残なごりは、乱れた髪と痛む節ふし々ぶし、そして倒れ伏している黒岩氏とお清の姿だけだった。

「あの二人、大丈夫ですか？」

「気を失っているだけみたいです──それで、私たちはいつまでこうしているのですか？」

　耳まで真っ赤にした桜は、自分を正面から抱きしめている米田に抗議めいた質問をする。

「エヘヘヘヘヘ」

「エヘヘじゃないです！　早く離してください」

「ヤダ」

「ヤダじゃなくて!!」

　プリプリと怒りだした桜を腕ごとぎゅっと抱きしめ、米田は桜の頭に顎あごを乗せる。

「俺って桜さんに好かれてるって、ちょっとはうぬぼれていてもいいですよね？」

　その質問に桜は首筋まで赤く染める。火ほ照てる頰を米田の胸元に押し当て、小さな声でこっそりと答えた。

「……ちょっとだけですよ」

　桜の可か愛わいい答えに米田は「ンンンンン～～ッ！」と奇き妙みような声を漏もらして照れた。

　戦いの余よ韻いんと興奮が冷め落ち着きを取り戻した二人は、少し照れくさい顔でようやく躰を離し、上司と部下の適正な距離を取った。

　桜は服の乱れを整えながら立ち上がり、絨じゆう毯たんの上に転がる魔鏡を拾い上げた。

「三鈴さん、大丈夫ですか？」

　声をかけると魔鏡からは白い煙が立ち昇り、聖母の姿を取る。

『いろいろとご迷惑をおかけしました。なんとお礼を申してよいのやら』

「いえ、こちらの事情に巻き込み、しかも振り回してしまい申し訳ないです」

　三鈴と桜は互いに謝り合い、それがおかしくて少し笑った。

　三鈴は笑み収めると、少しだけ悲しい顔になる。

『いつまでも善次郎様のお近くにいたいけれど……どうやらそれも、終わりのようです』

　次第に三鈴の存在感が薄れていく。月読命の力が注ぎ込まれたとはいえ、それ以上に精気を放出してしまった三鈴は、現世にとどまる力も潰ついえようとしている。

『心残りがないと言えば噓うそになりますが……心残りがあることは伝えたかった』

　悲しく笑う三鈴に桜も泣きそうな、情けない顔で申し出た。

「私が聞こえる範囲なら言葉を伝えます」

『ありがとうございます』

　そんなやり取りをしているうちに、三鈴の輪郭は薄れ、やがて人の形を失くし、ぼんやりとしたオレンジの光になってしまうと、魔鏡から別に白い煙が立ち昇った。

　それは聖母マリアの形を取ると、改めて桜と米田に挨あい拶さつをする。

「お初にお目にかかる。わたくしはこの魔鏡に宿りしモノにございます。よろしくお見知りおきを……」

　事情がわからぬ米田が首をひねると、桜が教えてくれた。

「三鈴さんの黒岩氏に会いたいという強い気持ちがこの世に残り、それが魔鏡にしがみついてしまった。魔鏡の付喪神殿は持ち主である三鈴さんの願いを叶かなえようと、力を貸し与えた。しかし本体の手入れを怠おこたったことによって鏡の命でもある鏡面が曇り、付喪神殿の力が弱まると三鈴さんの思いは暴走を始め、今回の幽霊騒ぎとなった。ということです」

「じゃあ、三鈴さんの思いと付喪神さんの思いは別々に存在した、ということですか……」

　米田は魔鏡の付喪神とオレンジの光を交互に見つめる。

　三鈴は黒岩氏の幸せを願い、付喪神は三鈴の幸せを願い、お清は黒岩氏の幸せを願い、黒岩氏は三鈴の幸せを願い。

　みんな誰かの幸せを願っている。──米田は微笑み、この優しい人やモノたちの幸せを願った。

　桜は改めて魔鏡の付喪神に向き直り、語りかけた。

「付喪神殿はこの後どうなさいます。黒岩氏を新たな主とされるのでしょうか？　もしよろしければ、私どもの許で帝てい都とに住まう人々の幸せを願う役目を負ってはいただけませぬか」

　桜の問いに魔鏡の付喪神は頷き肯こう定ていする。

「人の願いのためと作られた我が身なれば、信仰は違えど人のために尽くすが道理。あなたがたに受けたこのご恩、如い何か様ようにもお応こたえしましょう」

「ならば、帝都を守る神器の一柱となりて、人の世のためにご尽力いただきましょう」

　桜はそう言うと美しく笑った。




　ようやく目を覚ました黒岩氏とお清に、桜はニコリと笑い声をかけた。

「大丈夫ですか？」

「いや、それよりも……あれは……」

　黒岩氏の問いかけに桜は微笑むだけで答えず、代わりに質問をした。

「黒岩様、今度はあなたが三鈴さんを待っていてくださいますか？」

　桜の質問の意味が分からず、黒岩氏はぼんやりとしていた。

「三鈴さんがいつまでもこの世界に残っているのは、よくないことだと。だから、遠くに行ってしまうけど、黒岩様が懸命に生きて一生を全まつとうできたら、迎えに来るそうです……それまで、三鈴さんをお待ちいただけますか？」

　黒岩氏はようやく桜の言わんとすることを理解し、泣きそうな顔で笑った。

「ああ、待つよ……私は待てるから、必ず迎えに来てくれ。……そう、伝えてくれ」

　桜は頷くと、今度はお清に向かって語りかけた。

「お清さん、ずっと鏡を磨みがいてくれてありがとうございます、と。鏡が綺麗なうちは黒岩様のことがよく見えたのに、曇くもってからは何もわからなくなり心配で……だから見えないのに黒岩様を捜して動き回ってしまったそうですよ」

　少しいたずらっぽく笑うとお清は泣きだした。

「申し訳ないことを……なんと馬鹿なことを……」

「もう、いいんですって。三鈴さんもお清さんがいつも黒岩様のためを思っていろいろしているとわかっていたから、いいんですって。それよりも、長生きして黒岩様のお世話を焼いてほしいそうですよ」

　お清は泣きながら、ありがとうと何度も繰り返した。

　桜は何ものっていない掌てのひらの上を見つめ、悲しく笑った。

「もういいですか？　他に何か……」

　そう囁くとふと顔を上げ、何かを追いかけるように視線を動かした。

　視線はゆっくりと黒岩氏の方を向いていく。その時、黒岩氏は頰に温かなものが触れるのを感じた。

「三鈴……」

　その温ぬくもりが彼女の別れの挨拶だということは、説明されなくともわかった。

「待っているよ。お前を待って、私は生きていく」

　さよならの代わりに呟くと、黒岩氏は深く俯いて肩を震わせた。
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　上うえ野のの公園を横切り、白い大だい理り石せきが美しい大きな博物館を見上げる。

　桜さくらと米よね田だは正面玄関に回り、短い階段を上がり館内へと入った。

　廊ろう下かを進み、関係者以外立入禁止とある扉とびらを開き中に入ると、さらに奥へと繫つながる一画がある。

　二人は黙だまったまま軍ぐん靴かを鳴らし、「特殊展示室」とある部屋に入った。

「草くさ薙なぎ桜さくら少しよう佐さ、米よね田だ雅まさ彦ひこ少しよう尉い、両二名、帝てい都と防衛における特とく殊しゆ器き物ぶつ徴ちよう収しゆう作戦により取得した特殊器物『聖母の魔ま鏡きよう』一枚を提出に参りました」

　桜はキッチリとした敬礼をしてから報告をする。

「ご苦労」

　陳ちん列れつ棚だなの前に横に立つ鳥とり山やま中ちゆう将じようが短く労ねぎらうと、香か取とり秘書官がガラスケースの蓋ふたを開けた。

「失礼致いたします」

　桜は聖母の魔鏡を恭うやうやしく持ち上げ、ガラスケースの中に納めた。

　美しい光を反射させ魔鏡は白絹の上に鎮ちん座ざし、静せい謐ひつの中で聖母は微笑ほほえんでいた。




　ぼんやりと不忍池しのばずのいけを眺ながめ、米田は悲しげに眉まゆを寄せる。

「神器、無事に納められたってことは、この任務も終了ですかね……」

　作戦や任務を速すみやかに遂すい行こうすることは軍人として正しいことだ。特殊器物徴収作戦をこれほど早く遂行できたことは、晴れがましいことである。

　それでも米田は心の中は晴れない。このまま任務が終わらなければいいとさえ思ってしまう。

　任務が終われば、米田と桜が夫婦である理由はない。

　ままごとのような生活、そう笑われるかもしれないけれど、自分はこれをホンモノにしたいと願っていた。

　暗く落ち込んでいる米田に、桜は楽しそうに笑った。

「バカ言え、神器一つでこの帝都百万の民を支えられるわけなかろう。この作戦はまだ続行である」

「さ、桜ぁ……！」

「『さん』を付けろ、この駄だ犬けんが！」

　プリプリと怒りながらも、桜は米田の腕に自分の腕を絡からめた。

　突然近くなる彼女との距離に米田は頰ほおを赤くする。

「桜さん、これからも『夫婦』揃そろってがんばりましょうね」

　その言葉に、桜も幸せな桜色に頰を染め上げた。

「末永くお付き合いくださいね、旦だん那なさま」

　桜はイタズラにそう囁ささやいて、旦那さまの腕をぎゅっと抱きしめる。

　二人は互いに顔を見合わせ、くすりと笑い合う。

　長く伸びる二つの影を一つにして、夕焼けに染まる街を二人は並んで歩んでいった。




　帝都が誇ほこる上野の帝都博物館には数万点を超える収蔵品がある。

　絵画、彫刻、工芸品、書跡・典てん籍せき、古文書、考古資料、歴史資料、動植物の剝はく製せいや標本まで。様々なジャンルの収蔵品が仕分けられ、展示、保管がなされている。

　いくつも並ぶ区画のその奥に、ひっそりと「特殊展示室」がある。

　館内案内図にも載らない特殊展示室の、その大きなガラスケースの中には、種類も年代も多様な文化財が所ところ狭せましと並べられている。

　一見バラバラに見えるが、実はある秘密の共通点があった。

　しかし、その事実を知る者は少ない。
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　栗くりの鬼おに皮かわを小刀で剝むき、米よね田だは大きなため息をついた。

「しかし、なんであの人ってあんなにもモテるんですかね～」

　しみじみとした呟つぶやきに、米田と同様に栗の皮むきをしていた小こ箱ばこは怒りを露あらわにして睨にらみつける。

「小こ僧ぞう！　末席とはいえ神であるこの小箱にくだらん雑事をさせておきながら……口ではなく手を動かせ！」

「つうか、小箱が自分でやるって言ったんだろ！　俺は少佐と楽しくおしゃべりしながら栗剝きをしたかったのに……」

「たわけたこと抜かすな！　あのまま主ぬし様さまにやらせておったら……主様が怪け我がをされるか栗がなくなるかのどちらかじゃ！」

　小箱の言葉に、米田は剝き栗になるはずだった残ざん骸がいをちらりと見た。

「あ～、そうだったですね……」

　見ているほうが泣き叫びたくなるような危なっかしい手つきで栗を剝いていた桜の姿を思い出した。

　栗の皮を剝くだけにもかかわらず、なぜか米田めがけて小刀が飛んできたり、符ふを使って皮を剝こうとして栗が爆発したり……。

　桜の破壊力あふれる家事能力に、米田は改めて震ふるえる。

「まったく……あのような恐おそろしい思いをするくらいなら、小僧と並んで雑事をする屈くつ辱じよくに耐えたほうがマシじゃ」

　あなや～～っ！　と叫び、言葉巧たくみに桜さくらから小刀を取り上げることに成功した小箱は、ブツブツと文句を言いながらも器用に栗を剝いている。




「──で、誰だれがモテるというのじゃ？」

　小箱は不ふ機き嫌げんながらも米田との会話に乗る。

「ほら、香か取とり秘書官。あの人ってめちゃくちゃ愛あい想そ悪わるいのに、なぜか女の人にモテるんだよ。この前もとある令れい嬢じようが香取秘書官に一目ぼれして、どうしてもお付き合いさせてほしいって、政府の高官であらせられるお父上と一緒に鳥とり山やま閣かつ下かのところまで直じか談だん判ぱんに来たらしいんだよ……」

「なるほど、あやつは御み霊たま降おろしをして戦うほどの益荒男ますらおじゃからなぁ。小僧と違って、強き男の色香というのがあるのじゃろうて。おなごが惹ひきつけられても仕方あるまい」

　小箱が馬ば鹿かにした口く調ちようで答えるも、聞いていた米田はひどく真剣な顔だった。

「男の色香……そういうのあったらモテるの？　少佐も俺にメロメロになっちゃうの？　『雅まさ彦ひこちゃん』とか呼ばれちゃうの？」

「いや……そのようなことは言っておらぬが……」

　小箱が否定しても、米田には聞こえていない。

「色香って、匂い的なもの？　何か食べると出る的な？　……もしかして、羊よう羹かん!?」

「それはなかろうて！」

　思わずツッコミを入れたが、小箱の努力も虚むなしく米田の意識は羊羹に向かっていく。

「香取秘書官、蒸むし羊羹好きだし！　絶対あれだ！　栗入りの蒸し羊羹だ！」

　米田はキラキラと目を輝かせる。

「モテモテになるために、ちょっと小豆あずき買ってくる。ついでに羊羹の作り方も聞いてくるわ！　この栗、全部使って栗ゴロゴロ入った蒸し羊羹作るぞ！」

「ま、待て、小僧！」

「羊羹食べて、俺も女子の気持ちをがっちり摑んでやる！」

　男の色香とやらが出れば、桜も自分を見直して今よりもっと親密になれるはず。

　──「米田少しよう尉い」じゃなくて、日常的に「旦だん那な様」って呼んでくれるかも……！

　希望に胸を膨ふくらませ、米田が勢いよく立ち上がると、

「……ほお、夕ゆう餉げは栗ご飯から栗入り蒸し羊羹に変更、か……」

　米田の背後には、恐ろしくいい笑顔の桜が立っていた。

「……あ、あの」

　──笑っているのに纏まとう気が完全に武将のそれです。命の危機しか感じられません。

　青ざめる米田にニコニコと笑い、桜はもう一度確認する。

「妻のために作る栗ご飯が、女子にモテるための栗入り蒸し羊羹になるわけだな……」

「チ、違ッ！　誤解です！　～～～ぃぎゃ!!」




　その日の晩ばん御ご飯はんは当初予定通り、とても美お味いしい栗ご飯となりました。
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　初めましての方もそうでない方もこんにちは。群むら竹たけくれはと申します。

　このたびは本書「帝てい都とあやしの恋こい巡めぐり　伝でん令れい・上じよう官かんを直ただちに娶めとられよ！」を手にとってくださり誠まことにありがとうございます。

　遅々として進まない原稿と脱線しがちな打ち合わせにお付き合いくださった担当様、時代考証と資料に奮ふん闘とうしてくださった校正様、細かな気き遣づかいでキャラクターに息を吹き込み震ふるえるほどかわゆらしいイラストを描いてくださった吉き良ら悠ゆう先生、編集部の皆様はじめ、この本に携たずさわってくださった多くの皆様、応援してくださった方々、本当にありがとうございます。

　今回のお話は明治時代をモデルにして書いたお話です。

　学校で習った歴史の流れは知っていたのですが、文化や風俗的なものはなんとなくのイメージしか知らず、お話を書くに当たりいろいろ調べると意外な発見があり、大変ながらもとても楽しかったです。

　特に馬車鉄道という代しろ物ものが！　産業革命期のイギリスで石せき炭たんを積んだ荷台を引いているイメージしかなかったのですが、東京でも広範囲に鉄道網もうがあり公共交通機関として成り立っていたことに驚きました。

　本書のキャラクターである米よね田だくんと桜さくらちゃんは、政治や価値観が新しく塗ぬり変わったばかりの時代の生まれです。スタンダードがまだ定着していないあやふやな世界なので、自分なりに考え方の軸じくを作らないとすぐに周りに流されてしまいます。

　米田くんはふわふわに見えて、「人に優しく」という普ふ遍へん的てきな軸を自分で確立させた子です。しかし桜ちゃんの軸は「使命」という他人から与えられたやけに強大なもので、重い割にはぐらつきやすく、それに振り回されてしまうのです。

　桜ちゃんが自分の軸を持てるまで、米田くんが支ささえてあげられるといいなぁ。それこそ、愛の力で好きな女の子を守ってあげてほしいです。

　それでは、また皆様にお会いできることを願っております。

　最後に、大変お世話になったＮ澤様にこの場をお借りして御おん礼れい申し上げます。本当にありがとうございました。おかげさまでちゃんと本になりましたよ！




　参考文献：神社本庁選定　『改定諸祭式要綱』　神社新報社
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お話を考えるとき、そのお話がどんな季節なのかという事も一応考えます。そして私は夏の話を考えるのが苦手です。

こんな暑いのにドレスとか気の毒だ。とか、炎天下の中移動手段は歩きなんて鬼か!?　とか思うと夏の話はキャラに申し訳なくなってしまうのです。まぁ、夏苦手なんですよ～と言いたかっただけです。
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刊行おめでとうございます！

うちにも小箱さんや計ちゃんみたいな子が現れないかなぁと夢見てる今日この頃です。
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帝てい都とあやしの恋こい巡めぐり




伝でん令れい・上じよう官かんを直ただちに娶めとられよ！
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